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，
和
亂
龜
資
本
が
孤
び
バ
ル
ト
海
に
進
み
：入
：る

爲

め

窟

件

鋳

は

^•
ー
.ィ
先
。
諸
都
市
0
麻

'の
.停
滯
で
办
つ
；た
。
：ぞ
れ
は
ニ
：四
五
，四
年
に
於
け
る
—
士
團
戰
爭
の
：開
始
に
由
る
も
の
で
あ
り、

 ̂

く
て
和
蘭
船
'«
は
烺
歐
に
於
い
：て
單|

送
藥
務
の
み
な
ら
ず
商
業
範
歐
を
搋
先
し.て
行
く
こ
と
が
：こ\
.に
亦
容
易
|

で
I

?
然
し
尙
諸
威
に
於
い
て
、
.取
北
歐
に
於
い
て
獨
逸
.ハ
ン
：ザ
の
旣
得
權
邊
ザ
た
る
も
，の.が
を
た
か
ら
、
そ
：の
進
出
は
摩
擦 

な
し
で
は
行
ひ
：得

恣

つ

たi

斷
る
：ま
で
も
な
い0
:旣
述
办
如
く
こ
の
爾
象
の
對
至
東̂

て
轉
囘
ず
..るP 

.
從
.つ
て
も
れ
接
歐
諸
市
場
に
於
い
て
競
爭
さ
れ

|

た
許
り
で
な
く
、
西
歐
の
中
心
市
場、
' そ
し
て
ハ
ン
ザ
同
亂
の
因
喉 

に
も
相
當
す
る
ブ
ル
ゥ
デH 

.

&廢
が
、

：
そ
の
動
向
を
左
右
すi

s

.か
，妾

本
が
#
來
の
東
西
商
業
路
と
馨
す
る
ズ
ン
ド
雷
航
路
を
確
保
し
た
こ
と
ぬ
、
そ
の
競
带
ヵ
を
强
化
す
る
に
甚
だ
役
文
つ
た

0
.然
ン 

倚
ブ
ル
ゥ
チ

モ

に
比
敵
し
そ
れ
に
優
る
西
歐
の
中
央
市
場
を
そ
の
手
中
に
得
て
は
じ
め
て
和
蘭
の
東
西
交

^

制
^
は

完

成

へ

近
付
く
と 

宕
は
ね
ば
な
ら
ぬ
.0
し
か
も
こ
れ
が
實
現
せ
ら
れ.ふ
の
に
は
倚
：

|

世
紀
餘
の
時
日
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
づ
た
の
で
あ
つ
た

o- 

以
上
和
蘭
商
業
資
本
が
獨
逸
ハ
ン
.ザ
の
牙
域
バ
ル
ト
海
市
場
：.へ
の
進
出
に
就
¥

、
そ
の
^

そ
れ
か
如
何
に
し
て
可
能
で
あ
つ
た
か
を
こ
ふ
綠
り
艰
す
要
は
な
ー
で
あ
ら
ぅ
。
廣
い
意
味
で
政
治
的
統
一
と
經
濟
的
發
展
と
の
密 

接
不
離
の
聯
關
カ
こ
の
獨
逸
バ
ン
ザ
沒
落
史

Q
1

動
の
中
か
ら
汲
み
と
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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I
O
F

de touf iems nlglis 

§ 

mav
c
o霞

，1.7S5 )：

は
、
其
の
根
本
に
於
て
、
一
ガ
•
デ
カ
ル
ト
、

ス
ピ
ノ
ザ
、
ラ
イ
ブ
へ
チ
ッ
ツ
を
一
聯
と
す
る
十
七

、

' w
m
の
支

0B
常
擧
.た
る
合
理
主
義
を
そ
の
經
と
し
、
他
方
、
遠
，く
ス
.ト
ア
、
''
エ'ビ
ク
：ロ.ス
に
端
を
發
し
爾
來
連
綿
と
し
て
、i£
此
に
至
り
*
グ

P

. 

' 

.

.

. 

' 

. 

. 

. 

.

チ
ウ
ス
、
ブ
ウ「

フ
ラ
ン
:'
K
ル
フ
に
於
て
そ
の.
.體
茶
化
を
見
、た
る
自
然
法
思
想
を
そ
の
緯4
し
、
そ
の
間
、
同
じ
ぐ
時
代
思
紙
た
る
經
驗
論
、 

.感
覺
論
を
多
分
に
攝
取
し
、
之
を
縫
ふ
に
熾
烈.な
る
道
德
的
欲
求
を
以
て
せ
る1
伽
の
：社
會
改
造
社
畫
案
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
於
て 

『

自
然
法
典』

は
芷
し
く
時
代
の
典
型
的
正
兒
で
あ
る
と
曽
.へ
る
尸

.
十
七
世
紀
中
葉
以
來
、
ョ
ー
ロ
ッ
パ.殊
に
大
陸
に
於
け
る
支
配
的
哲
學
思
潮
は
デ
カ
ル
ト
.の
合
理
主
義
哲
學
で
あ
り
、
分
け
て
も7 

ラ
ン
ス
は
.其
中
心
で
あ
つ
たo .

狗
に
フ
ラ
ン
ス
は
分
析
の
故
鄕
で
あ
り
、
.而
も
そ
の
.眞
に
古
典
的
國
土
で
あ
っ
た0
蔻
し
、
デ
カ
ル
ト 

か
彼
の
.哲
學
改
革
•と
補
學
の
決
定
的
改
造
を
企.て
た
の
.は
實
に
此
國
土
>̂

上
に
於
て
で
あ
つ
た
か
ら
で
，あ
る
。
而
し
て
比
デ
力
ル
ト
的 

モ
レ
リ
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然
法
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せ
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思
想
的
背
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支
配
し
、
剩'ベ
神
學
■の

領

域

ぬ

さ

へ

も

泰

新

形

態

を

與
.へ
へ
ん
き
た
の
でl

o
 

f
斯
V
:る
本
來
わ
學
聞
兆
に 

於
て
0
み
な
，ら
ず
又
フ.ォ
ン
ト
ネ
ル

(

管
 

を
1
じ

て
1

杜
會
勺 

敎
養
S

成
素
4
化

す

溶

観

た

巧S

ル
i

蒙

影

響

は

、
そ
の
：本
質
的
目
的
：に
於
て
は
縱
令
之
に
反
對
せ
し
思
想
家
と

雖

も 

.亦

建

免
|

>

|
は
ざ
.り
し
程
-'
斯
|

密

し

て
|

續
的
の
ー|

|

つ
た
？
^
^

5

グ
ン
美
精
神
の
叢
式
に
名
て素

的
の
も

の

と

.な

歲

 

春

p

■

從

德

-%
戈

得

た
4

、
斯
か
く
細
要
る
。の

寳

集

装

。
.斯
る
節
向
は
一
十

_

•事
雾

除

け

ば
1氅

：て
泳«
的

奚

奪

も

の

で

老

か|

。
、
墨

现
_

塵

信

賴
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^
^
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デ
力

t
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Q

偉
大

f

業
續

Q
1

つ
は
そ

S

學

的

蕩
I

I

で
あ
る
。
彼
に
ょ
れ
ば
理
性
は
何
等q

;

制
限
を
受
け
る
事 

無
き
、
且
つ一

切
の

.

事
物
’

鏔
釋
す
る
所

S

靡
機
關
で
あ
る
。
而
し
て
此
理
性
の

'

眞
理
探
求
を
充
足
せ
し
め

t

の
は
形
而
上
學
的 

理
論

.

で
も

f

又
經
驗
：磨
理
で
も
無
い
。
そ
は
只
獨
り
馨
あ
る
の
み
で

|

°

デ

ヵ

参

に

ょ

れ

ば

唯

ー

の

|

的

科

學

は

數

學
 

で
あ
る
。
彼
は

t

る
確
信
か
ら
重
改
革
を
企
圖
し
た
。
彼
は
、

.

人
間
の
：爾
余
'
一
切
の
知
識
は
悉
く
數
學
的
模
範
に
傚
つ
て
改
造
せ 

ら

る
.

へ
き
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ま
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は
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し
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，
つ.

の
|

日
遍
的
數
襻
た
も
ん̂

す
名
も
の
で
あ
る

0
 

0

2

0

か
く
の
如
く
數
學
を
以
て 

一

切

の

學

問

忘

考

殊

に

篁

的

思

考

，
の

藍

と

定

：

^

た
る
の
、事
* '

に
ょ
? ;

デ
か

.

ル
ト
$

近
世
慕
に
對
し
て
不
朽
の
足
跡
を
印

:
し

た

の

で

あ

る
:0

か
，く.て

數
寧
は
第
十
七
世
紀
及
第
+

八

世

紀

羞

.裏
る
斡
の
如
X
省
へ
ら
.菜

。：％
-<

は
此
章
脒：

に
於V

デ
力
ル
ト
の
影
響
が
就
；

3-

最
も
有
力
臬
も
永
續
的
の
も
の
.で
あ
つ
た
と
言 

^
事
が
出
來
る
。

(

3)

. 

：
：

.

，

.

. 

'斯
4
.方
法
篇
合
適
塞
に
適
應
す
る
も
办.は
こ
0
上
允
築
か
れ
た
る
彼.€

理
主
義
的
形
而
上
學
で
あ
る
。.而
し
i

s

人 
:

の
特
に(

大
な
：る
關
•心
を
繫
ぐ
所
：

P

も
の
.は
合
理
‘王
*
哲
學
の
師
祖
デ，力.
ル
ト
及
..び
そ
の
直
接
の
繼
承
者
ス
ビ
ノ
ザ
の
抱
懷
せ
る
機
械
論 

為
.自
然
觀
と
|

斯
派
の
展
開
者
ラ.ィ

ご

.多
の

：機
械
論
的
丨
目
德
柳
自
鏡
で
あ̂
 ̂

~

'
.，
デ
： .

カ
ル.
ト
.に
據
れ
ば-

物

體

の

本

質

は

延

長

で

.
f

、
從

て

廣f

有

す

る

點

に

於

で

；
一
切
の
物
體
は
卒
等
で
あ

.
る
'。

而

し

て

其

差

. 

，別

は

唯

種4

の
部
分
が
種
々
：
に

速

動

す

る

と

言

ふ

事

杧

存

す

る

.の

.：み
で.
あ
る
0

運

動

：の
窮
極
原
.

p

は
.神
に.
あ
，るo
.併

し

乍

ら

吾

人

は

唯

、 

刷
が
物
體
に
運
動
を
興
へ

.
た
る
事
を
知
り
得
る
の
.
み
、
物
體Q

運
動
に
於
て
目
的
の
存
す
'る
事
を
發
見
す
る
事
は
出
來
な
い
。
神
の
目 

が
は
吾
*

*̂
Q

窺
知
し
得
ざ
る
所
で
あ
る
。
物
體
を
論
ホ
る
に
當
つ
て
、
唯
V

そ
れ
がg

 

く
もQ

な
り
と
言
ふ
點
に
於
てQ

み
之
を
考
ふ 

-

へ
章
で
，あ
る
。
を

れ

.が
如
何
な
る
目
的
を
以
て
動
ぐ
か
は
物
體
の
論
に
搜
入
す
べ
か
ら
ざ
る
觀
念
で
あ
今
^

•機

械

的

に

說

明

す

る

ょ

り

外

：は
な
い
。
物

賵

を

動

.
か
じ
、
物
體

を

形

造

れ

，る

神

©
.
;目
的
を
知
る
と
言
ふ
が
如
き
は
菩
人
.
の
潜
越
に
.出
づ 

f

の
：
でI

と
^

,
彼

は

か

く

論

じ

て

物

理

論

ょ

り

全

く

目

的

觀

を

排

除

し

た

9

こ

處
.に
於_
て
は
デ
カ.ル

ト

は

べ1

コ
，ン
及
ホ
ッ
プ 

W

と

同

：
 

一
;:
'
.で
^

る
。

：

. 

.

•;
■
;

ぃ
更
に
謂
：へ
ら
く
、

生
物
の

.身
體
も
：亦

物

體

な

る

が

故

.に
：そ
の
種'々
；の
，作

用
:.
.

»
運
：動
等
は

全

く

機

械

的

に

說

明

せ

ら

.；る
べ
き.で
あ
る0 
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S

の.

諸
動
作
を
精
神
の
作
用
に
歸
す
る

I

し
論
見
で
あ
る

o
;

時
計
が
ゼ
ン
：7

仕
掛
に
ょ
り
て
籍
し
行
く
が
如
く
身
體
は
背 

.

器
官
の
機
械
的
作
用
に
ょ.

o

て
運
動
す
る
も
の
で
あ
る
と
。

：

.'
力

*

 

I

は
ぎ

, :
■:デ
y

樣

へ

ば

、：i

物

は
,

自

働

機
I

隹

、
又
鞭
|

響

擧

ぐ

.

.

.

.
'L
て

意

谶

あ

り

て

然

な

す

冬
P
に

非

有

そ

Q

純

然

が

る

自

働

機

械Q

作
用
だ

き

と

恰

も

時

計

が

会
ぐ
無
心
に
時
を報
ず

る
f
 

f
の
で
t

.

°人
間
と
て
も
動
物
と
共
通
な
る
生
活1

る
限
り
に
於
て
'は
全
く
機
械
と
何
等
相
擇
ぶ
所
な
き
も
の

で
ら 

る
と 

0

(

4
0
.
:
.
■■

i

i

_

K
ピ
ノ
？

機
械
論
1

:

1
同
s

i

t
も

^
^

|

考
へ
|

|

於

て

の

塵

I

I

る
，
i

U

で
は
な
い
。g

の
原
因
は
他
の
個
物
で
あ
る
。
か
く
て
無
窮
にS

る
因
果
の
鎖
そ
の
も
の
が
神
に
連
つ
て
ゐ
る
。
故
に
巾
に
'

f

cせ
f
 Q

は

有

貪

I

る
。f

篇

嚴

I

稱
す
る
は
個
物
嚴
因
I

り
行
く
と
g

、
そ
れ
S

て
f

^ ;
T
す 

I

靡

因

1

す
f

l

l

な
い
。_

l

f

な
し
て
變
幻
I

る
f

 

I

f

謬

て

.
？ 

i
霉

自

l

l

l

f
事
は
出
來
な

い

。

I

如

き

葛

說
I

神
^
^
^
^

る
"
菅

る

。
蹇
し
、
神
若
，
诚
目
的I

い
S

&
各

•
.彼

装

目
f

蕾

f

l

s

l

lれ
る

f

言

ふ

事

が

灶
來
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
そ
の
目
的
を
達
成
し
.得
て
始
め
て
完
全

圓

滿

t

f

汶

!
>
h
F
l
►

良
^

の
生
起
は
金
く
機
械
的
に
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ゃ
故
に
物
理
上
根
本
法
則
は
惰
性
律
で
あ
る
と
。

.(

5)
ス
ビ
ノ
ザ
は
上
^
の
機
械
論 

に
ょ
.つ
：て

物
,^
界
は
勿
論
心
理
現
象
及
國
家
等0
精
神
界
：の

(

說
明
：を
試
.み
ブ
切
の
闫
的
觀
を
排
除
し.た
の
^
あ
ー
る6
':
'

'

:

、
 

_
テ
ヵ
ル
ト
及
ス
ビ
ノ
ザ
の
後
を
承
け
て
、
同
じ
く
合
理
主
義
哲
學
.を
展
間
す
る
も
、
其
世
界
觀
に
至
.て
は
前
一
ー
奢
と
著
し
く
選
を
異 

に
1
る
.留
0;
す
へ
ぎ
存
在
は
：ラ
イ
フ
一
一
ッ
ツ9'
&
日
2)

で
あ
る
o
デ
力
ル
ト
-'
*
ス
ビ
ノ
ザ
.の
機
械
觀
は
實
に
近
世
の
：自
然
科
學
的
精
神 

の
&
結
し
た
る
も
の
に
し
て
、
宗
敎
的
目
的
觀
と
は
水
炭
相
容
れ
ぎ
る
も
：の
で
：あ
る
。

.ラ
'イ
ブ
；

I

一
 

ッ
ツ
は
、
こ
の
自
然
界
を
ば
藥1
勺 

に
說
明
す
る
事
に
對
し
：
.て
目
的
觀
I:
も
之
：と
共
に
：攝
取
せ

：

ん
，

V

す
る
も
の
で
.あ
る
：。
換
言
す
れ
ば
：、
：ラ
イ
ブ
 
一

I:

ッ
，ツ
は
自
然
界
：を
飽
く 

迄
も
機
械
的
に
說
明
せ
ん
と
す
る
當
時
の
自
然
科
學
の
精
神
に
對
し
て
は
固
ょ
り
異
論
：を

#
む
者
で
は
.な
い
が
、
馆)

皮
は
斯
、
る
^
 ̂

械
觀
を
容
し
乍
ら
尙
其
根
本
に
於
て
之
と
闫
的
觀
と
を
調
和
せ
ん
と
す
る
も
の
で
，あ
る
？

 (

6 

V機
械
論
的
^

と
の
調
和
 

' 

從
て
彼
の'時
代
の
科
學
的
關
心
と
宗
敎
的
關
心
と
の
.
.融
合
を
'̂
6

ん
<!
:
.す
.る
事
が
實
に
ラ
イ
ブ
；
一
一

；
.ッ
ツ
2>
1

考
^

艮
.本
勺 

動
機
で
お
る
。

' (

7

)

 

：
：
 

^

.

ラ
イ
フ
ニ
ッ
グ
に
お
れ
ば
物
勝
に
於
け
る
ー
切
ひ
狀
態
は
之
を
動
か
す
勢
カ
に
よ
り
て
坐
ず
る
も
の
な
る
が
故
に
物
理
上
ょ
り
^
れ 

ば
物
體
の
諸
現
象
は
連
動
力
を
以
て
說
明
し
な
け
れ
ば
#

ら
な
い
。
換
言
す
れ
ば
總
.ゆ
る
；物

理
的
現
象
は
全
く
機
械
的
に
說
明
す

~

ベ
：
き' 

も

の
で
あ
る
。
.

か
く
自
然
に
於
け
る
個
々
の
出
來
事
は
凡
て
機
械
的
に
謝
明
ず
ベ
ぎ
も
の
.
で

参

が
、
然
ら
ば
自
然
灰
の
諸
物
が
邀
て 

機
械
6;
關
係
を
以
て
活
1)
す
る
.所
以
の

窮
極
的
原
因
は
何
ぞ
や
と
尋
ぬ
れ

ば
、•
そ
れ
：は
當
に
爾
あ
'る
べ
き
目
的
を
具
へ
た
.る
事
で
あ
る
o
. 

B

ち
機
械
机
に
活
動
す
る
物
#

金
體
の
根
亂
は
そ
の
成
就
す
ベ
き
.目
的
に
在
.り
，と
言
は
な
け
れ
ば
：な
ら
な
い
P

.
自
然
界
其
も
の
の
？

t
 

モ
レ
リ
彳

『

自
然
法
典

』

.式
其
思
想
的
背
景
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.

"

P

S

I

I

I

:

:

■'
.

:

'

:■
;

:

:ぎ
 

d

v
 八六
.

)

:
の

_

に
求
|

け
I

I

ぬ
.
I

れ
f

如
f

を
^

の
|

る
？
I

は
神
f

つ

全

2

目
的

賢
^̂

蹇

す

る

P
で
I

 

:
斯

く

薪

秦

安

V
ラ

■據
I

て
調
和
♦
む
と
i

た
の
で
I

管

機

械

露
I
目
的
論
的
#
界

署

葉

.

1

.
て
言
：へ
ば
物1
丨
_
學
的
I

f

 

t

i

t)
世

翁

は

確

立

富

れ

た
0

1

代
に
同
I

世
f
 

I

持
f

も
I

マ
，
k

建

)

及
f

ル
.
f

 
ert 

1

.

1塞

)

が
ぁ
つ
た
が
、I

裔

，フ
，ニ
，
ッ.ッ

装

f

の
：.で
は
I

つ
,

ラ
イ
ブ 
一
一̂,
ッ
は
：自
I

化
主
.た
る
神
I

手
な
時
計
師
に
喻
へ
んi

f
 ニ
ュ
バ
ン
の
不

、
.モ
レ
リ
イ
の『

自
然
法
典』

が
合
理
主
義
哲
學S

.
へ
る
所
の
：感
化
：は
、
上
述
せ
し.が
f

斯
哲
學
の
方
法
論.及
び
形
而
上
學
の
其
双 

方
i

て
頗
る
深
く
且
大
でI

。
f

は
先
づ
、
方
法
論
上
の
感£

就
て
、
二
三
の
特
に
顯
著
な
る
實f

指
摘
し
や
ぅ
。
モ

レ

リ

イ

奮
然
法
典
I

存

の

所

謂

俗

讓

輩

に
.ft
つ
て
禮
新
個
論
德
科
學
た
ら
ん
事
を
期
す
^

レ
リ 

イ
は
此
道
蒙
を
_

付
く
る
に
合
理
主
義
'に
得
た
る
數
學
的
方
法
を
以
て
せ
ん
と
す
る
も
の
で
ぁ
る
。

：

そ
れ
故
に
彼
は『

自
然
法
4 
 ̂

の
中
に
於
て
道
蒙
をI

第

憂

に

於

て

も

、.

1
歸
結
1

1

.
數
S

&

身
の
如
く
單
純
且
つ
：自
明
な
る
べ
き
科
學

』 

S

と
言

ひ

又『

數
學
的
方
程
'式
の
如
き
此
分
析
は.：
•云
々j

 

S

と
も
言
ひ
更
に『

疆
學
を
し
て
最
.も
明
晰
な
る
論
證
に
眞
に

適
は
し
き
も
の
た
ら
し
む
る
ー
其
々

』
(

11
>
と
も
赁
ひ
、
尙
斯
種£
1日
說
は
全
卷
に
渉
て
決
ん
て
尠
く
な
い
。
こ
れ
に
由
て
モ
レ
リ
ィ
の 

意
圖
が
道
簾
苫
數
學
的
證
に
傚
て
硏
究
营
る
べ
き
ー.個

.0
嚴
密
的
科
學
、
別
言
す
れ
ば
論
證
科
學
た
ら
し
め
ん
と
す
る
に
在 

り
し
事
は
改
め
て
贅
す
る
迄
も
無
い
。
此
勸
に
，於
て
モ
レ
リ
ィ
は
•
そ
の
根
本
に
於
て
經
驗
歲
者
た
る
にt

は
ら
ず
、
同
じ
く
，テ 

ヵ
ル
ト
の
影
響
下
に
偸
娌
澤
を
淑
て
論
邋
科
學
と
看
儆
ル
た
ジ
>
ン
*
ロ
ッ
ク(

12

0
:と
同
軌
に
立
て
る
も.の
*
否
之
に
败
は
ん
と
す
る
も 

の
で
あ
る
と
言
；ふ
事
が
出
來
るo

こ
の
數
學
的
丨
演
繹
的
方
法
の
不
可
分
の
伴
侶
は
理
性
ハ

の
：絕
對
的
丨
盲
目
的
信
賴
の
態
度
で
あ
る。
S判
者
と
し
て
の
理K
の
優

. 

• 

. 

' 

5 

> 

.

.

.

.

.

. 

:

位
の
是
認
で
1
る
パ
:,
'.
語
る
.權
利
を
有
す
る
も
の
は
獨
り
純
释
論
理
忙
導
か
れ
た
る
純
释
理
牲
あ
る
の
み
で
あ
る

O 『

古
典
的
理
性
は
古
代. 

の
人
間
並
に
現
^
の
人
間
を
.苦
心
浙
究
す
る
こ
と̂

拒
ん
だ
。
原
始
の.傾
向
を
追
求
し
、
響
の
人
間
にI

閉
ぢ
た』

0
理
性
ま 

准

:^
る
人
間
''
0
硏
デ
に
嘯
见
し
な
か
っ
た
。
そ
の
出
發
點
と
し
て
選
ん
だ
所
の
も
の
は
文
明
、
社
會
、
遺
傳
が
附
加
せ
し
所
の
一
切
の 

も
の
か
ち
獨
立
せ
石-^
間
冬
の
者
、
人
間
そ
れ
自
身
で
あ
.っ.た
。

切
の
障
碍
、
.一
切
の
虛
權
，
一
切
の
附
隨
物
を
打
孃
し
て
、
縯
繹
又 

■

力
べ
し
ズ
選
が
到
達
_

龙
最
後
の
臂
體
は
、：：：自
然
の
人
間
、
即
ち
感
覺
的
で
あ
る
が
、
同
時
に
又
売
成
能
力
を
有
す
る
動 

物
龙
る
认
姻
袭
洎
身で
あ
？
た
:0
ハ14>

そ
1
て
.モ
：レ
:,
v
ィ
麓
诔
の
出
發
點
と
な
り
、#
.亦
現
實
社
#
批
制
の
#
據
と
な
っ
た
もCO 

.M
に
$

义
人
澗
で
.あ
っ
た
。
モ
レ
リ
ィ
に.ょ
れ
ば
、

『

人
間
の
-3
1
«
は
自
:^
の
手
«
を
锶
攤
し
て
之
を
實
行
す
る
た
め
に
造
ら
れ
た 

^
も
の
で
.あ

き

.隹
猶
の
原
始
的
独
は
縱
令
如
俯
に
賢
明
な
り
と
雖
も
、
.
.倘
そ
の
瞹
眯
且
つ
不
確
定
に
此
ま
れ
る
限
.り
,±
、

決
し
て
之
_ 

奢
取
て
-
<
:
間
令
猶
治
す
る
杧
足
り
溆
い0
.之
是
寬
集
し
，
之
に
秧
序
を
附;b
、
歸
顧
を
興
へ
、
、そ
め
眞
意
を
確
定
す4
こ
と
.は
理
性
の 

.モ
レ
リ
爲
洎
难
法
典

』

美
淑
漶
饷
货
鱟 

S 

ー
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力
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〕

.住
奪

ぁ
.：

f

's
f

常
戈
即
の
指
裏
た

t
 

§ぁ
：：る
0
 

S

會

麝

龙

純

粹
i

酒
的
な
1

則

綦

參

成
.す
I

擧

に

出

で

し

め

た

の

財

貨

共

有

社

會

は

彼

に

と

つ

て

は 

•雷
に
. 一5

道
德
蓄
請
た

i
.

り
：で
を
く
い
又
同
時

S

 

か
、
I

農
拜
の
態
度

謂
i

f

f

 

|
味
^

茗

す

益

十

|

汔

昝

|

|

理
的
8

廑

|

ぁ

,り̂
!
ア
.上
ヌ
.

の
所
謂
古
赛
的
澈
神
：の

.都
模
型
で
ぁ
^
士
言
ふ
事
が
出 

パ

：

.

.

.

次
い
で
念
リ
イ
が
合
理
主
業
哲
學

4
言
形
而
上
韻
的
影
響
は

.如
何
.と
^

ふ
ギ
、：：吾
会

^

货
響
に
比
し
て
.更
に
1
'翳
深
き
や
：に
思.は
^
る
0 

. 

. 

.

.

.

.

':
.

.

)

.

:

» 

V 

.

.
I
' 

: 

- 

• 

* 

. 

, 

• 

..• 

• 

: 

• 

' 

. 

- 

• 

. 

, 

.
, 

J

.

.

.
专
ぼ
イ
は
1

的
自
J

め
適
用
性

1
■

■
に
■
械

的

暴
■
し
去
ら
ん
毒
$

ぬ
で
ぁ
^

‘機
械
潜
書
觀
は
、
か
ズ
て
册
會
坐
活
の
領
域
の
上
に
移
植
さ
れ
た
の 

.で
ぁ
る
一
—

フ
ィ
ジ
'
.ォ>
ラ
.ッ
;>
の
社
看
觀
名
亦
同
樣.の
、趣
向
に
出
づ
畫
考
ぁ
う
十
九
世
紀
初
頭
の
最
も
獨
創
的
思 ̂

.家
フ
4
リ
エ
戈
政
點
に
龙
て
モ
レ
リ
イ
を
踏
襲
敷
衍
せ
る
も
の
で
ぁ
る
と
言
は
れ
て
ゐ
る

0
16)

,

モ
，レ
リ
义
ょ
れ
ば
，
：#
會
的
龙
道
德
姻
！

菜

理

的

世

界

秦

く

同

樣

に

引

カ

並

备

普̂̂ 

彼
ば

『

自
I

典』

の
1

的
秩
序
士
道
德
と
：の
雇
と
題
す
る
一
節！

^

世
界
のf

理
的
秧
序
に
於
け
る
が
如
く
、：一：切
露

0
一
般
法
則
、參
的
原
篇
確
立
し

.そ
の
繁

Q

i

l

l忘
？

醫
す
：べ
き

一：個
f

靈
f

つ

て

キ

^̂

進
行
す
，

丨
神
は
無
生
物
を
盲
目
的
且
つ
機
械
的
講
湯
ね
た
る
が
如
く
又
人
類
お
ば
恰
も
彼

f

浸
徹
k

つ
t

l

す 

る
^
の
一
侗
の
指
導
者
に
袭
ね
た

O

そ
れ
は
自
己
愛
の
感
情
で
あ
る
。
こ
の.自
己
愛
は
他
の
支
援
無
く
し
て
は
無
力
の
も
の
で
あ
り
、 

吾
人
を
し
て
否
應
無
く
善
行
を
爲
さ
し
む
る
も
の
で
あ
^0
吾
々
入
類
の
弱
さ
は
吾
人
に
於
て
恰
も.一
種
の
慣
性
の
如
き.も
の
で
あ
る
。 

こ
れ
が
物
體
の
そ
れ
の
如
く
吾
人
を
し
て
か
の
一
切
の
道
德
的
存
在
を
拘
萊
し
旦
つ
速
鎖
す
る
所
の
一

'の
一
般
法
則
に
^
,
服
せ
し
む 

る
理
性
は
何
物
も
之
を̂

る
も
の
無
き
時
は
斯
種
引
力
の
勢
力
を

|

層
增
大
す
る
も
の
で
あ
る

』

と(

17)

0
モ
レ
リ
イ
に
ょ
^
ば
i 

會
は一

個
の
鹽
妙
な
る
自
勸
機
械
で
あ
る
。
：
こ
の

f

社
會
て
ふ
.靈
妙
#
る
自
働
機
械
に
於
て
は
、M
て
は
測
定
せ
ら
れ
、
總
てg
Bi
'
畫
せ 

ら
れ
、
總
て
は
豫
見
せ
ら
れ
る
？
：
：
此
機
械
は.
 
一#
に
し
て
言
，へ
ば
、
縱
令
、
知
的
部
分
か
ら
龃
成
.せ
ら
机
た
る

に

せ

る

、

一
 

等
の
理
性
に
關
係
な
く
作
用
す.る
j
.u(

18

>か
く
の
如
く
社
會
は
一
個
の
自
働
機
械
で
あ
る
が
、
.
:こ
れ
は
決
し
て
偶
然0
所
產
に
非
ず
し 

.て
神
の
所
造
に
か-
る̂
も
の
で
あ
る
。『

神
は
人
類
を
以
て
、
靈
妙
沮
單
純
な
る

一

の
機
械
に
ょ
つ
て
調
整
せ
ら
れ
る
一
の
知
的
全
一 

た
ら
し
め
ん
と
欲
し
た
の
で
あ
る

o

そ
の
各
部
分
は
何
れ
も
最
美
の
組
織
を
形
成
せ
ん
が
た
め
に
用
意
せ
ら
れ
且
つ
言
は
^
細
工
せ
ら 

れ
た
の
で
あ
る』

(

19) 

f 

. 

^

,
,然
し
乍
ら
モ
レ
リ
イ
は.旣
述
の
如
く
社
會
を
單
に
靈
妙
な
る
自
働
機
械
と
看
做
す
に
止
ま
ら
ず
、
更
に
こ
の
自
働
機
械
そ
の
者
が
又 

刷
の
設
定
し
た
唯
一.の
共
同
.目
的
の
實
現
に
向•て
觀
へ
ず
遝
行
し
て
ゐ
る
も
ので

あ
る
と
考
へ
る
。
謂
へ
ら
く
、

『

社
會
て
ふ
自
働
機
械 

に
於
て
は
、
總
て
が
、
唯一

の
共
同
目
的
に
向
て
誘
は
れ
、
總
て
が
之
忙•向
て
導
か
れ
て
，ゐ
る

』

と

0

。
而
ら
ば
此
の
并
同
目
的
と 

は
何
で
あ
る
か
备
へ
ば
、W

V
リ

泛

之

を

人

類

の

共

同

幸

福

でし
て

ゐ
1

社
會
は
造

化

主

の

所
造

に

モ
レ
リ
イr.s

然
法
典』

ミ
其
思
想
的
背
噥
 

丸
~$

2
七
.
"
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レ
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■九
'

4 、
(
1

七
九
〇)

.

機
械
：で
あ
る
が
ノ
裒
機
械
は
又
そ
れ
自
身0侧
に
於
て
乂«

■

同
幸
福
て
，ふ
、神

の

簾

し
給
：へ
：る
唯
マ
目
的
の
實
現
を
そ
の
吧 

.命
厶
す
右
も
：0.
で
あ
る
5

|
機
械
：の#
在
理
_
ば
兹
.に
存
ず
る
と
着
做
さ
る.
\
0
.
か
ぐ
の
如
<
社
會
機
械
が
人
類
の
共
同
幸
福
セ̂ ̂

卧
的
實
現
の
た
め
に
造
ら
れ
た
务
の
セ
思
鸾
來
る
意
味
に
於
；い
て
'.
'
そ
は
又
目
的
«'
;
で
.あ
名
？
兹
に
吾
人
は
機
械
觀
と
目
的
觀
と
が.モ" 

レ
^
イ
に
於
て
極
め
„て
巧̂
説
利
結
合
せ
-^
れ
て
ゐ
名
の
を
見
出
すo
:'
£
の
事
:^
吾
人
を
し
て
ラ
イ
ブ
ユ
ツ
ツ̂
琅
起
^
し
む
る
。
モ 

レ
リ
¥
の
社
會
觀
播
吾
人
の
前
述
.せ
し
ラ
イ
ブ
ニ
ッ
ツ
の
機
械
觀
的
丨
目
的
觀
的
自
然
觀
裏
に
社
會
的
者
に
ま
で
擴
大
延
展
せ
し

も 

の
で
あ
る
と
言
_

が
出
來
る0
截
に
吾
人
が
ラ
イ
ぎ
ッ
ツ
の
機
械
論
的I
目
的
•論
的
自
然
觀
を
一
瞥
す
る
に
際
し

r

之
が
.モ
レ
リ

イ
の
紫
察
0
た
め
に
重
要
で
あ
る
皆%
述
.べ
：た
.の
.は
.圯
忙
.こ
の
事
を
指
し
た
も
の
で
あ
る
？.
.

fc 

• 

•

本

來

、
.人

類

の

共

同

幸

福

て

ふ

至

高

，の

恳

實

現

■
•

め
に
神
.の
.意
匠
に
俄
れ
る
社
會
て
ふ
靈
妙
に
し
て
、
薄
鈍f

農
機

械

を 

損
壤
し
..
»
歪
曲
し
て
、'醜
惡
な
る
現
代
社
會
を
出
現
ぜレ

め

专

の

は

、一.モ
：レ
”
イ
に
ょ
れ
ば
所
謂
俗
流
立
法
家
、
道
德
家
と
稱
す
る 

$
梦
な
石
機
械
師Q

錯
誤
で
あ
る
0
彼
等
の
.錯
誤
の
.那
邊
に
:#
す
る
や
を
究
明
し
、
現
實
社
會
を
神
の
意12
に
適
へ
る
そ
の
本
然
の
姿 

に
囘
復
す
る
事
之
れ
即
ち
斥
レ.リ
イ
が『

自
然
法
典』
：に
於
て
懸
命
に
縷
述
す
る
所
の
根
本
思
想
で
あ
る
0 
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ハ
そ
の
モ
レ
リ
イ
に
與
へ
营
塍
化
鉍
點
：に
於
て
嚮
0:
合
理
あ
顏
掛
學
に
勝
.る
と
も
劣
ぞ
こ
と
無
き
も
の
は
自
然
法
思
想
で
あ
る
。
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然
法
典
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J

の
.解
明
ぬ
際
し
セ
、#-
:
を

_
級
集
の
—
勝
的
理
：脈
^
必
微
な
^
と
#

篆
 

：

!' 

ノ
自
然
法
は
沒
落
期
の
古
代
ギ
リ
，シ
中
のS

Q
上
に
、
舊
組
織
の
批
判
的
解
消
時
代
に
靈
し
、
其
生
誕
の
.當
初
よ
り
既
に
個
人
主 

義
的
7
-合
理
主
韻
的
識
質
を
保
有
し
，
而
も
旣
に
古
代
ギ
リ
.シ
.ャ
人
に
と
っ
：て
、
廢
朽
せ
る
規
職
に
對
す
る
鬪
爭
の
武
器
と
し
て
役

W

ク
た
。
' .
.；
ン

ぺ

.法
律
と
國
蒙
る
も
の
が
艰
し
て
自
然
の
裡
に
基
礎
を
有
す
る
も
の
な
り
や
將
又
人
爲
の
制
度
に
基
く
も
の
な
&
や
否
や
は
疋
に
へ 

ラ
ク
リ
ト
ス
に
よ
つ
て
提
起
せ
ら
れ
た
る
論
带
で
あ
り
、
更
に
詭
辯
學
派
の
思
考
を
ガ
い
に
忙
殺
し
た
る
問
題
で
あ
つ
た
が
、
併
し
乍 

ら
之
ヵ
ー
膨
深
备
學.的
關
心
の
.對
象
と
な
：つ
た
の
は
ゼ
ノ
ン
及S

ク
^
^ ̂

ゼ
ノ
ン
及
.エ
ピ
ク
ロ
ス
サ
、
に
，
 

個
人
中
-
_の
_
般
0-
'^
に
立
0
0
:彼
等
は
共
に
國
霊
に
法
律
の
：存
憲
自
然
的
理
性
よ
り
鑛
釋
す
る
。
彼
等
，は

' 
理
性
の
命
ず
る
一 

般
的
規
範
に
對
.し
：，て
自
然
的
規
定
性
を
是
認
し
：
'
之
を
以
.

8

も

の
の
み
が
是
認
要
求
權
を
有
す
るo
理
性
的
認
識
か
ら.創
成
せ
ら
れ
た
る
證
的
尺
度
ば
か
く
し
て
'
現#國
霊

に

法
#:
に
«
課 

せ
ら
る
X
?

ス
ト
ア
の
惠
法
と
？

クロ
ス
の
自
證
と
は
共
に
個
汰
主
義.の
上
に
立
て
る
點
に
其
外
形
を
同
じ
く
す
る
が
、
其
內
面
に
至
て 

は
正
に
黑
岛
相
對
立
す
る

o
 

(

1

)

：

:
.
.

ス
ト
ア
の
出
發
點
は
そ
の
.形
而
上
學
的
物
理
學
で
あ
る

O.

之
に
よ
れ
ば
世
界
に
於
け
る
凡
て
の
力
は
唯
一
の
原
力
に
淵
源
す
る
。
こ 

の
原
力
を
ス
ト
ア
は
へ
ラ
ク
リ
ト
ス
に
傲
つ
て
ロ
ゴ
ス
と
名
け
た
。
ス
ト
ア
は
こ
の
ロ
ゴ
ス
を
神
と
同
一
と
な
し
又
ヘ
ラ
タ
リ
ト
ス
の

流
を
汲
て
.之
矣
に
來
め
た
。
火
は
根
本
的
物
素
に
し
て
又
根
本
的
精
神
で
I

。
そ
れ
は
又
世
界
醫
で
あ
り
、

一
切
を
生
じ
動 

か
し
形
造
る
理
性
で
あ
り
、
萬
物
に
證
し
，
そ
れ
を
支
配
す
る
f

あ
り
、
法
則
で
ぁ
る
。.世
界
に
秩
序
I

、
目
的
あ
り
、
意
味 

あ
る
は
皆
こ
の
神
火
即
ち"
ゴ
ス
の
孥
所
で
あ
る
。
人

間

の

證

養

由

の

神

火

の.一
都

分

を受
け
た
f

に
の
外
f

ず
、

A
f
l 

に
於
て
最
も
貴
き
理
性
は
宇
帘
の
理
性

(

ロ
ゴ
ス)

.の
宿
れ
る
も
の
と言

ふ
事
が
出
來
る
。(

i

ス
ト
ア
の
偷
理
學
は
こ
の
樂‘觀
論
的
形
而
上
.學
の
歸
結
で
1

0
道
德
の
最
高
原
理
と
し
て
の
ス
ト
ア
の'道
徳
律(

自

鑛)

は
宇
笛 

の
法
則
に
從
ふ
事
即
ち

「

自
然
に
從
て
生
活
せ
ょ

」

と
い
ふ
事
で
|

。
|

謂ふ

崖

と

は
即
ち
理
挫
の
^

1

5
软
く
は
i

l

l

o
 

I

I

.

ゴ
ス
I

。
さ
れ
ば
人
間
のI

一
 
致
せ
る
生
活
は
即
ち
,
ゴ
ス
に
從

ふ
生
话
で
.あ
る
'。
ロ
ゴ
ス
は
同
時
に
全
宇
街
を
產
す
る
最
高
原
理
で
あ
り
、
世
S

;一
 

の
.原
動
力
で
あ
つ
て
、
各
個
物
に
對
し
て
、 

そ
の
爲
す
べ
き
所
の
も
の
を
示
す
も
の
で
あ
る
。i

は
ス
ト
ア
に
於

の「

自
f

 

.
看
做
さ
れ
る
。
2

に
.發
達
し
た
る
人
間
のI

は
神
的
理
性
と一.

致
す
るo

こ
の
故
に
人
間
に
，と
？

蠢

に|

致
亡 

る
生
活
と
は
即
ちS
 (

世
界〕

法
則
に
從
ふ
生
活
に
存
す
る
。.完
t

人
間
の
.書
甚
展
せ
し
む
る
は
即

る
所
以
で
あ
る
。
即
ち
人
間
の
理
想
は
やf

s
自
，

あ
る
。
|

兀
成
は
德
な
る
が
故
に
自
然
と
一
致
す
る
生
活
は
又
德
の
生 

活
で
あ
る
。
C

S
性
に
從
へ
る
坐
活
即
ち
有
徳
の
生
活
は
之
を
消
極
的
#
.
へ
ば

情

念

を

脫

し

た1

活

^
^
^
^

る

'.
0
凡
そ
古
代
を
通
じ
て
ス
ト
ア
程
、
理

性

的

獲

、
S

理

性

的

憲

、
自
然
及
法
の
支
配
、
自f

理
性
と
の
本
質
的
調
和
を
强

0
,
た
の
は
ナ
ヵ
つ
た
而
し
て
灾
廿
紀
に
■
て
始
め
て
ス
ト
ア
と
同
様
な
る
自
然
と
理
性
に
對
す
る
讃
美
を
見
出
す
の
で
あ
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レ
リ
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1

0

0(

、一

七

九

四

)

る
。(

4
V

ス
ト
-T
は
、
；旣
に
.世
界
理
性
と
；人
間'.
0
.*
魂
と
が
同
ヾ
一
本
質
を
有
す
る
の
故
を
以.て
、
人
間
を
天
性
上
、
共
，同
社
會
に
ま
で
規
宠
せ 

ら
れ
た
.る
一
生
物
と
認
め
，
從
て
：又
人
聞
は
、
迦
性
：の
命
令
に
ょ
つ
ー
て

'*
會
坐
活
を
營
.む
べ
き
義
務
を
有
す
る
と
看
做
す
。
ハ

5
か
く 

て
社
交
本
能
は
一
般
的
自
然
法
に
根
差
せ
る
人
間
の
理
性
か
ら
直
接
に
發
生
す
る

o「

共
同
社
會
へ
の
本
能
は
，彼

等

(

ス
ト
ア
ン
の
見
解 

に
.ょ

れ

ば

直

接

：に

理

性

其

者

と

共

.に
與
へ

.ら
、
る-1 、

蓋
し
、'人
間
は
そ
の
理
性
に
於
，て
、
自
ら
全
體
の
一
部
分
た
る
事
を
知
る
と
弗
に 

又
彼
自
身
の
利
益
を
全
體
の
和
益
に
從
屬.せ
し
む
る
の
義
務
を
知
る
か
ら
で
あ
る
.0(

6
ソ
共
同
社
會
は
そ
れ
故
に
自
然
の
褒
も
直
接̂ 

.な
る
命
令
で
あ
る0
か
く
ス
ト
ア
は
共
同
社
會
を
自
然
法
ょ
り
導
き
：出
さ
ん
と
す
る
も
0
で
あ
つ
て
、
決
し
て
、
自
然
法
を
共
司
社. 

ょ
り
鑛
釋
せ
ん
と
ず
る
も
の
で
は
な
い0
こ
の
事
は
.ス
ト
ア
の'
o
$
/§o

を
特
徵
付
け
る
た
め
に
重
要
で
あ
る
。•マ
ル
ク
•
ア
ウ
レ 

ル

^
々

管

^
广
は
更
に
進
ん
で
共
同
社
會
へ
の
衝
動
を
人
間
の
根
本
的
衝
動
と
看
做
す
迄
に
至
つ
た

。
^
?

)

.

人
類
の
典
同
社
會
が
個
人
に
於
げ
る
理
性
；の
平
等
に
の
.み
基
く
と
す
れ
ば1此
の
共
同
社
會
を_一
 
民
族
に
制
限
し
、
或
は
又
吾
人
を
或 

者
以
上
に
他
者
に
親
近
な
り
と
感
ず
る
の
理
由
は
な
い
。
.總
て
の
人
間
は
同
様
に
理
性
を
有
し
、
一
身
體
の
各
部
分
で
あ
る
が
故
に
、
波 

等
は
同
樣
に
親
密.で
あ
る
。
藉
し
、
同一

の
自
然
が
1
同一
の
使
命
の
た
め
に
、
人
間
を
同

T

素
抹
ょ
り
形
造
つ
た
か
ら
で
あ
り
又
エ 

ビ
ク
テ
エ
ト
の
宗
敎
的
表
現
を
借
り
れ
ば
、
總
て
の
人
間
は
同
胞
で
あ
る
‘か
ら
で
あ
る
。

か
く
ス
ト
ア
は
理
性
を
遍I
の
法
^
;と 

見
た
る
が
故
に
理
性.に
從
ふ
者
を
以
て
、
民
猴
、
血
統
、
人
種
等
の
區
別
を
脫
却
し
、

一.

國
家
の
臣
民
と
し
て
生
活
す
る
以
上
に
、
同 

じ
く
理
性
に
從
ふ
人
間
と
い
ふ
關
係.に
於
,て
廣
含
.簡
體
，の
一
員
と
し
て
生
活
す
る
段
階
に
進
め
る
者
と
見
，た
の
で
あ
る
。

(
0
O

效
に
初

办
て
X;
ト
ア
の
世
界
主
義
が
哲
學
的
被
覆
：を
纏
ふ
て
抵
現
し
た
の
で
あ
る
。

(

10)

ス
ト
ア
は
.世
振
を一.

國
家
身
做
ず
0
:此
版
界
國
家
說
政
府
主
義
款
の
實̂

*
ラ
ア(

習

夺
>
の
.次
め
.言
踱
か
ら
捎
测
さ
れ
：る0
日
く
、『

ス
•.ト
.ア
の
.固
有
の
'理
想
は
現
荏
國
家
形
態
の
^
れ
で
も
無
く
、
賢
者
の
國 

家
で
あ
つ
，た
。
結
婚
な
く
 V

家
族
な
く
、
券
院
な
く
、
法
廷
な
く
、
#

5

%な
く
、貨
幣
I

所
I

家
、
他
の
如
何
I

屋

も

之 

湯
立
す
る
事
無
き
國
家
でI

。
藎
し
、
民
族
の
，一
切O'
境
.麻
は
全
人
類
の
.一
般
的
同
胞
提
携
の
中
に
揚
奪
ら
れ
る
か
ら
で.■あ
る』

と
。(

xl
v 

:
1 

' 

ノ'
、.
 

■

:

と
の
ス
ト
ア
の
理
想
國
家
は
夙
に
そ
の
祖
師
ゼ
ノ
ン
が
プ
ラ
ト
ン
の
理
想
國
家

I

す
る
論
翁
的
對
比
に
於
て
描
け
る
が
如
く
、
決 

し
て
民
族
性
若
く
は
歷
史
的
國
家
む
限#
を
有
す
る
も
の
.で
は
な
い
o
そ
-れ
は
一
切
の
人
類
を
包
括
す
：る一
の
理
性
的
生
.̂
共

同

«1 

即
知
、

一
舞S

理
想
的
世
死
王
國
な
の
で
あ
，る
。
ブ
ル
ゥ
タ
ア
ク
，は
之
を
以
て
ア
V
ク
サ
ン
ダ
ア
尤
王
の
時
よ
り

『

オ
マ
に
至
て
完
成 

せ
る
世
银
帝
&
の
理
を
說
く

もQ

と
着
做
し
た
が
、
ス
ト
ア
の..本
來
<D
'
-主
意
は
一
政
治
的
よ
り
も
は
寧
ろ
精
神
的
.統
一
を
主
と
し
て
居
た 

の
.で
あ
る
。
か
く
の
如
き
高
踏
的
理
想
主
肇
の
で
^
ス
ト
ア
が
本
來
の
意
味
に
於
け
る
現
實
的
政
治
に
對
し
て
、
極
め
て
微
弱
な
る
關 

心
を
し
か
保
持
し
得
な
か0,
た
こ
'と
は
容
易
に
理
解
さ
れ
得
る
所
で
あ
：る0
:

(

12
,)

：
 

•
.
.
.

力
、
る

自

麗Q

純
称
支
配
に
對
し
て
、
現
實
國
家
、
現
行
實
定
法
は
.殆
ん
.ど
適
曝
し
な
い
。

：

ス
ト
ア
は
理
性
的
自
簾
の
敎
義
と
、 

總
て
.の
原
始
民
族
忙
.存
.在
す
る
黄
金
時
代
の
傅
說
と
を
結
ぴ.つ
け
：る
？
ス
：ト
ア
に
よ
れ.ば
、
人
類(

の
.黄
金
時
代
に
は
自
然
法
が
排
他
的 

に

產

し
.て
ゐ
た
。
人
類
の
そ
の
後.に
於
げ
る
馨
が
社
會
契
約
、
そ
れ
と
共
に
實
定
法
の
必
然
性
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。

モ
レ=v

ィ『
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線
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ミ
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.思
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ミ
5

ク
'ロ
ス
(0
'自
然
法
：は
：之
：と
：全<-
選
ぞ
異
に
ず
る
0 

.

.

復
活
I

f

自

然

義

的

世

霖

の

總
I

深
f

惹
入
f

れ
f

で
l

o
 

S
工
ビ
ク
“

.ス

の
形
而
上
學
は
デ
モ.ク
リ

ト

 

ス
に
流
を
汲
む
擊
た：|
物
論
的
原
子
論
：でI

。
そ
れ
f

れ
ば
、，
凡
I

蠢

す
る
原

子

蒙

：の
み
.：

で
、
.全
宇
宙
は皆
、
原̂

'
か
V

I
子
論
的
形
而
上
學f

l

倫
理
學
說
並
S

利
主
義
的
社
會
學
說
ー
塞 

個
人
主
義
ば
f

ク
ー
ロ
：5

I

I

S

德
f

つ
て
は
、
實
在
の
根
基
を
說
明
す
る
に
、
：
相5

翌

E

て
‘
各
自
に
其
活
動
を
規
定
す
る
原
子
を
以
て
す
る
抵
界
觀
は
最 

も
能
く
之
に
適
當
す
看
の
で}

か
ら
で
あ
る
o
; 

Q
> 
土
ビ
ク
ロ 

$の
道
徳
論
は
個
人
的8

說
で
あ
る
。
彼
に
ょ
れ
ば
、
快
樂
に 

は
ニ
I

つ
て
、

一
は
欲
求
を
滿
す
運
動
ょ
り
起
る
續
極
的
、
動
的
快
樂
と
他
は
苦
齡
な
含
狀
態
の
消
極
的
靜
的
快
樂

で

あ

る

が

、

ヱ 

ヒ
ク
"
ス
は
特
に
後
者
を
重
ん
じ
、
之
を
離
苦
相
と
呼
ん
で
ゐ
る
。
ス
ト
ア
の
理
性
識
礎
と

^
^

を
成
ず
も
の
，で
あ
る
。

入

，

’
客
功
利
主
義
的
社
會
學
說
又
形
而I

的
原
子
論
を
前
f

す
る
、
即
ち
そ
れ
は
侗
人
は
自
己
に
ょ
つ
て
、
且
つ
自
己
の
た
め
に 

存
し
、
そ
し
て
自
ら
單
獨
に
獲
得
し
得
ざ
る
か
若
く
は
保
_
し
撙

ざ

る

財
貨
の
た
め
に
、
初
め
て
、
任
意
的
に
、
且
つ
有
意
的
に
、
1 

會
的
結
合
を
爲
す
と
言
ふ
假
定
か
ら
展
開
せ
ら
る.も
で
ぁ
る
。
：

-

H

ビ
ク
ロ
ス
は
自
己
保
存
本
能
を
自
然
が
人
間
に
賦
與
し
た
る
唯
一
の
根
本
的
衝
動
と
看
做
す
。

エ
ビ
ク
ロ
之
よ
れ
ば
，
自
然
欠 

態
は「

萬
人
の
.萬
人
に
對
す
る
鬪
举
狀
態

」

で
あ
つ
て
、
か
、
る»-
態
こ
そ
は
平
和
べ
の.欲
望
を
個
々
人
の
裡
に
喚
起
せ
し
む
る0 
t 

て
個
人
は
功
^
.、_

的
思
盧
よ
り
相
結
合
し5

家
契
約
を
結
ぶ
。
凡
そ
規
律
的
共
同1
活
な
.る
も
0
は
こQ

讓
契
約
を
俟
て
始
め 

で
成
立
す
る
0

r
し
て
こ
の
國
家
契
約こ
そ
成
法
創
造
の
本
源
で
あ
つ
て
、
そ
れ
以
前
に
は
如
何
.な
る
法
.も
#

在
し
な

い

。

一̂

っ

^

、 
I

切
の
慣
習
は
か
く
て
國
家
契
約
よ
り
始
め
て
演
釋
さ
^
-る
？

，

.

H

ビ
ク
ロ
ス
は
人
沿
の
間
に
於
け
る
凡
ゆ
る
慕
的
共
同
社
會
を
.否
定
し
、
社
會
的
結
合
の
凡
ゆ
る
形
式
を
個
々
人
の
功
利
主
義
.
 ̂

反
省
に
還
ー
兀
す
る
？
以
爲
へ
ら
く
、
國
家
は
決
し
て
、
自
然
的
機
樽
で
は
な
く
、
唯
々
人
間
の
反
省
の
繁
と
し
て
、
そ
れ
よ
り
期
寺 

せ
ら
れ
且
つ
享
受
せ
ら
そ
へ
き
諸
利
益

Q.

た
め
に
人
間
か
ら
形
成
せ
ら
れ
た
も
？

あ
る
。
讓

は

人

間

が

相

趸

馨

す

る

事

な

き 

が
爲
め
に
相
互
間
に
締
結
す
る

|

つ
の
契
約
で
あ
る
。
さ
れ
ば
國
家
の
形
成
は
、
人

g

が
そQ

:

漸
次
發
達
し
行
く
馨
の
結
果、
.野
琴 

の
狀
態
よ
り
文
明
へ
と
向
上
し
來
.つ
た
偉
大
な
る
諸
過
程
の
一
で
あ
り
、
法
律
は
個
々
の
場
合
に
於
て
共
通
の
利
益
に
關
す
る
一
つ
の 

協
定
か
ら
生
上
た
も
の
で|
?
,法
雜
に
は
そ
れ
自
體
に
於
て
花
邪
の_別
は
な
い
0
唯
契
約
に
際
し
て
智
カ
優
秀
な
る
者
が
常
に
自
已 

の
禾
益
を
圖
る
べ
き
が
故
に
、
立
法
の
理11
1
と
し
て
現
は
る
、
も
の
は
大
多
數
の«
ム
ロ
に
於
て
赞
人
の̂

で̂
あ
る
。
11)

法
律
は
立 

法
者
の
た
め
め
狡
猾
な
る
發
明
物
で
あ
る
と0敎
義
I

十
八
世
紀
に
於
て
極
め
て®:
要
な
る
役
割
を
演
じ
た
るI

は
^
く
の
如
く 

旣
に
千
ヒ
ク
'ロ.：_ス
._.
の
自
然
法
の
中
に.顯
在
し
て
ゐ
.る
.
.
0
で
あ
る
0
.
.
.

(

17)

'
.パ
：

:

エ
ゼ
ク
タ
ス
ゐ
體
系
に
拉
全
樂
进
に
燦
透
す
ろ
世
界
理
蚀
又
は
特
定
命
令
を
發
布
す
る
造
^

の
假
定
の
如
き
形
而
卜
學
亂
前
提
が 
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な

い：

■又
個
々
人
忙
.對
し
.何
等
、
自
然
的
«
交
本
能
を
認
め
な
いo 

.吾：人

.は
生
來
他
人
の
敵
で
ぁ
っ
て
、
唯V
雷
な
る
功
利
觀
念
が
個 

人
を
し
て
結
合
を
造
ら
し
め
、
而

し
て.-l
i
t結
合
は
契
約
の
締
結
に
名
て
相
互
の
鬪
霖
態
を
終
熄
せ
し

む

るo
:

エ

ピ

ク

.
ロス
以

爲

へ
 

身

、
：_
歡
法
と
は
人
I

損
せ
ず
又
人
に
毀
損
.せ
ら
れ
ざ
め
に
當
然
行
は
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
に
關

す

る

契
約
で
あ
る
と
。

:

か
、
る
_
然
法
に
關
す
る
：

K

ビ
.ク
ロ
ス
£
晶
の
中
に
、
：
ス.ト
ア
：と
の
相
違
を
認
め|

が
出
來
る
。‘
ビ
ク
.ロ
：
ス
は
4
^

法
以
前
並
に
‘以
上
に
存
在
す
る.自
然
法
の
#
在
を
否
定
.す
る
、
'緣

.ク
ロ
.ス
は
ノ
社
會
以
前
の
：時
代
の
人
類
は
、
.秩
序
.あ
る
狀
態
に
移 

行
せ
ん
と€

織
^
な
る
欲
ォ
を
感
妇
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
事
を
洞
察
す
る

;0

エ
ビ
ク
口

ス
にi

れ
ば
社
會
契
約
は自
然

快
態
と
文

化

 

士
の
間
編
せ
ら
れ
た
橋
梁
で
あ
つ
て
、
そ
は
一
切
の
將
來
の
進
步
塞
礎
と
が
れ
る
も
の
で
あ
る
？
藉
し
，
此
社
會
契
約
の
上
に
實 

定
法
ひ
足
場
は
築
か
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
.，:

再
ビ
.タ
.ロ、
ス
の
.體
系
に
於
て
は
自
然
法
と
實
定
法
と
の
對
立I

-我
し
な
い
。
S

の
法
は
實
定
法
で
あ
る
、*
定
法
以
外
に
他0 ； 

法
は
な
い
。
從
つ
てH

ビ
•グ
ロ
ス
は
實
裏
の
：價
値
鲁
然
法
て•ふ
尺
度
に
ょ
：つ
て
測
定
す
る
事
が
可
能2
 

は
裊
法
に
矛
盾
せ
.る
.場
合
に
ぬ
何
等
の'拘
束
丸
を
有
す
る
も
の
：で
は
な
い
と
か
は.決
し
て
主
張
し
な
い
。
若
し
裊
法
の
概
念
が
エ 

ビ
タ
，ロ. 

k

 0

體
系
に
f

入
れ
ら
る
べ
き
も
の
と
す
れ
ば
、
此
概
念S

味
は
：唯
K

;
國
家
.契
約
を
締
結
せ
'し
む
る
もQ.

は
常
に
：自
己 

保
婪
ふ
自
然
的
衝
軌
で
あ
.る
と̂'
ふ
意
味
で
し
か
が
公
で
我
る0
き

'
'
^

以
上
述
べ
し
所
に
ょ
つ
て
、
ス
ト
ア
並
に

H

ビ
ク
ロ
み
自
然
法t
豪

は

變

4

て
れ
る
が
，
吾
人
は
更
に
便J

兩
者
の
異
同
を 

對
照
的
に
要
約
し
ゃ
ぅ。
'
. 

-

.

.先
づ
兩
者
の
差
違
に
就
て
述
ぶ
れ
ば
ノ
ス
ト
カ
は
宇
银
の
坐
成
を
永
遠
な
る
理
性
に
よ
つ
で
說
明
す
冬
に
對
し
、

エ
ビ
ク
ロ
ス
は
之 

を
原
子
の
運
動
に
よ
つ
て
說
く
。
ス
ト
ア
に
よ
れ
ば
、
人
類
歷
史
©
當
初
に
於
い
て
、.人
類
は
：黄
金
時
代
に
あ
っ
て
、
平
等
と
自
由
と 

を
享
受
し
、
>'
派
遠
：の
自
然
法
：の
支
酚
を
受
け
た0
然
る
に
エ
ビ
ク
ロ
ス
：£
よ
れ
ば
、
.此
時
代
は
道
德
的
無
規
制
と̂
政
府
狀
^
の
支
配 

.
す
.る
未
開
野
蠻C

時
代
に
虜
し
、
か
、
る
狀
態
よ
り
：自
已
保
存
本
能
が
遂
に
社
會
契
約
を
締
結
せ
し
む
る
に
至
る
と
說
く
。
ス
ト
ア
は 

理
性
を
重
ん
じ
で
、
離
欲
相
を
說
ぎ
、

g

ビ
.ク
口
ス
は
快
樂
を
重
ん
じ'.て
、
.
0
0 
f
o :

ス
，ト
ア
.は
人
類
が
：原
初
の
高
所
よ0
墮 

落
せ
し
と
說
く
が
、
エ
ビ
ク.ロ.ス
.は
人
類
は
物
質
的
並
に
道
德
的
文
化
に
向
て
漸
次
向
上
し
つ
.
Vあ
る
と
說
く
o
ス
ト
ア
の
敎
ふ
る
所 

は
1
自
然
.法
な
る
も
0
は
、
實W

法
以
前
に
.行
は
れ
、
，現
存
國
家
に
於
て
愛
當
し
、
而
し.て
'一
切
の
國
法
の
上
に
卓
越
せ
る
事
、
換
言 

す
れ
ば
賢
者
，の
：個
人
的
理
性
の
認
め
で
以
て
真
理
と
.な
す
所
の
も
の
は
一
切
の
：實
定
法
に
比
し
て
、
.
.よ
り
高
き
©
當
性
を
.要
請
し
得
る 

と
言
ふ
に
在
る
が
、

エ
ビ
ク
ロ
ス
は
之
に
反
ぃ
し
、
ス
ト
ア
的
意
味
に
於
け
る
自
然
法

.の
存
立
を
拒
否
し
、
人
間
は
そ
の
個
人
的
利
益
が 

必
©'
と
認
め
た
る
時
は
如
何
な
る
法
と
雖
も
之
を
無
視
し
て
可
な
：り
4
主
張
ず
.る
。

,
ノ 

以
上
の
如
き
兩
者
相
異
の
反
商
に
は
叉
類
似
共
通
の
諸
點
を
發
見
す
：る
事
は

.困
難
で
は
な
：い°
即
ち
.ス
.ト
ア
、

エ
ビ
ク
ロ
ス
共
に
國 

家
形
成
以
前
に
於
け
る
自
然
狀
態
の
存
祐
を
假
觉
す
る
。
.而
b
て
此
自
然
狀
態
に
在
つ
て

S

何
人
も
實
定
法
に
よ
つ
て
そ
の
自
由
を
掣 

肘
せ
ら
る
\
事
が
な
：い
。
從
つ
て
此
意
味
に.於
て
一
切
の
人
間
は
全
：く
平
等
狀
態
に
生
活
し
た
と
；貢
へ
'る
。
ス
ト
ア
•
エ
ピ
ク
ロ
ス
共 

に
倫
理
的
政
治
的
個
人
生
義
を
說
く
。
ス.ト.T-
は
.理
性
の
個
人
、義

む

、
而
し
て
工
ビ
ク
ロ
ス
は
利
益
の
.個
人
主
義
を
、
雨
體
系
^
に
一 

讲
の
現
實
的
政
治
機
構.に
對
し
で
、■敵
對
的
態
度
を
採
ら
ざ
る
迄
も*
均
し
く
冷
淡
の
態
度
を
持
す
る
。

ス
ト
ア
、

エ
ビ
ク
ロ
ス
の
利 
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レ
リ
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1

)

、益
.を
支
配
す
る
：も
0
は
.個
人
で
あ
る
？
：

(

巴

4
 

, 

.

.崖

法

は
I

し
I

I

紫

ア

的

把

握

综

で

ロ 

4
 

同
時
に
又
只
丨
：ア
のS

法
磊
接
觸
す
る
，
自
然
法S
 

ッ
サX

X
以
後
殊
に
十
七
世
紀
こ|

、
，
|

丨
.ゴ
'丨>
ダ
.：
”チ
ウ
：：ス
キ
：
：そ
の
先
蹤
者
あ
备
に
不̂

•:
'
-:
.
|自
然
f

亦
ス
ト
ア
S

:ビ
ク
ミ
の
傅
銃
的
S

か

 ̂

エ
ビ
.
ク

ロ
ス
的
傳
銃
に
屬
す
る
も
の
はf

n
d
l
(
1
5
9
2

 1
6
5
5
)，

H
o
b
b
e
s

 
(
1
5
S
S
-
1
6
7
9
)，

s
p
l
z
a

 

(
1
6
5
2
-1

6
7
7
)，

Helvetius (
m

5
-1
7
7
1
) 

H
01bach ( 1

7
2
3
-1
7
8
9
) 

及
び
十
八
傲
紀
に
於
け
る
大
多
數
の
感
覺
馨
で
あ
り

r

而
し
て
，ス
ト
ア
的流
派

を

淡

む̂

,Pufendorf

M
i
l
i
e
u

 (
1
.
1
7
5
5
)

並
び
ゼ 

f

i

l

e

s

’

で
あ
る
。

ガ
ッ
サ
ン
デ
ィ
は

f

に
於
け
る
土
ピ
ク
ロ
 K
理
論
の
：邊

S

I

で
I

。
彼
に
：よ
つ
てエ
ビ

ク

ロス

義

は
i

i

る
 

復
活
を
見
た
。H

ピ
クn K

の
原
子
論
的
唯
物
論
は
ガ
ッ
サ
ン
デ
ィ
の
倫
理
的
政
霞
說
を
も
亦
條
件
づ
け
る
。

f

よ
れ
ば
、人
類
 

の
原
始
狀
|

洽
も
動
物
の
.如
く
、
定
無
I

浪
で
あ
っ
た
が
、
鱅
て
衣
食
と
女
性I

る
I

s

f

^

社
會
を
形
成
し
、
相
瓦
的
契
約
を
結
ぶ
昼
っ.た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
によ
っ

て
^

抑
さ
れ
，
I

表

f

は
契
約
皇
守
す
る
4

と
に
よ
？

i

f

る
i

l

つ
た
。
簾
は
そ
の
根
源
を人
間

の

道

徳

的

本
性
の
中
に
有
せ
ず
し
て‘
そ
の
自
己
保
存
衝
動0

中
に
有
す
る
。
法
は
人
間
社
會
と
共
に
成
立
す
る
。
此
社
會
以
外
に
は
如
何
な
る

法
も
存
柱
し
な
い0
.

(

21〕

'

ノ

.

'

:

.

:

.

エ
ビ
ク
ロ
ス
主
義
は
ホ
ッ
プ
ス
を
通
じ
て
初
め
て
政
治
科
學
上
の
.酵
母
と
.な
つ
た
。
エ
ビ
ク
ロ
ス
自
然
法
に
對
す
る
彼
の
解
釋
並
に 

敷
衍
は
薪
し
ぐ
且
つ
獨
特
で
あ
る
。C22
V 

- 

: 

’
：

ホ
/ど
ブ
ス
把
ょ
れ
ば
、
人
間
は
自
己
保#
の
.欲
求
を
自
的
と
し
て
活
動
す
：る
利
己
的
動
物.で
あ
.'る
、
自
然
の
厳
に
放
任
す
れ
ば
互
に 

他
を
腿
倒
し
て
自
己.：の
串
福
を
追
求
し
て
相
發
ひ
、
恰
も
狼
の
如̂.
生
活
を
營
む
も
z>
で
あ
る
.:
0
か
ゝ
る
自
然
狀
態
はIE
に
、
社
會
な 

く
、
國
家
な
く
、'
.自
己
保
#:
.の
衝
動
.の
.相
刺
に
ょ
り
、
萬
人
相
互
に
敵
視
す
る
所
謂

「

萬
人
に
對
す
る
萬
人
の_
矫」

W

I
日o

l
u
m

 

c
o
n
t
r
a

 

O
H
3

の
狀
態
.で
あ
るo
.
從
つ
て
人
間
は
ア
リ
，ス
ト
テ
レ
：ス
及
グ
ロ
チ
ウ
.ス
等
の
言
へ
る
が
如
く所
謂
社
會
的
動
物
で
も
な
く
、 

又
自
然
法
に
從
ふ
人
間
で
も
な
く

「

寧
6'
人
間
は
人
間
に
と
つ
て
狼

K
o
m
G

 

h
o
m
i
n
i

 lupus 」

で
あ
る
？

然
し
乍
ら
、
斯
く
萬
人
が
萬
人
を
敵
と
す
る
自
然
狀
態
；に
於
.て
は
*
吾
人
は
到
底
幸
_
な
る
坐
活
を
營
む
こ
と
を
得
な
い0
蒂
福
.を 

求
め
ん
と
し
：て
却
て
之
を
失
ふ
事
に
な
る°
莊
祀
於
て
芘
し
き
理
性
は
人_
を
し
て
；、
自
然
狀_
が
自
3
保
存
の
欲
求
を
充
足
せ
し
め
、 

幸
蹰
な
.る
^
活
を
營
む
所
以
に
非
ざ
る
事
を
悟
ら
し
め
、
秧
序
あ
.る
社

會

を

作

る

，に
至

.ら
し
む
る
^

1
0:
、：

恶
礎
的
な
る
道
德
的
：自
然
法

』

が
坐
れ
る
0
:
.
こ
0 :
理
性
の
’命
令
な
：る
自
然
法
と
道
德
と.は
.ホ
ッ
ブ
ス
に
於
て
は
同
一
の
：概
念
で 

あ
る
0
：ホ
.ッ
ブ
ス
：は
理
性
の
命
令
を
自
然
法
と
呼
ん
セ
ゐ
る
0
:

萬
人
相
敵
視
の
..自
然
狀
態
を
解
消
し
て
、
，敕
序
と
平
和
の-M
l
t會
を
成
立
，せ
し
む
る
に
は
、
各
人
は
瓦
に
自
然
に
有
す
る
絕
對
の
自
由 

を
制
眼
し
て
他Q

安
全
を
害
せ
ぎ
る
事
を
約
ぜ
ね
ば
孜
ら
ぬ..
°
而
し
て
此
約
束
を
實
行
し
て
、
全
體..の
結
合
を
保
た
む
に
.は
全
體
の
上 

,

モ
レ
リ
ィ『

自
然
法
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霞

1

讀

.'

l

i

l

l

l

.

.

.

 

5

 

八

(

1

1

に
*

r

ち

.

.絶
|

權
ヵ
を
有
^-
て
.破
約
者
を
處
徽
をQ

主
權
者
が
存
在
し
；な
け
れ.ば
な
最
い
免
_

於
て
人
¥
は
國
家
の
必
要
1
 

8

|

:

:而
じ
：で
國
家
f

的
I

成
す
唐
便
の
|

霞

^

治
論
は
純
番
I

制

;
■

て
t

l

に
於
：て

讓
は

、

慕
的
の
も
の
、
或
は
神
に
ょ
っ
て
定
め
ら
れ
し
も
の
で 

€
羞

管

れ

る

。1

述
|

如

ぐ

產

麗

|

人

露

人
|

|

狀
態
|
^
^

が
た
め、

S

I

求
I

自
i

f

 

I

f

l

的

泰芝
：
：

s

f

し
て

_

f

:

れ

寶

美

に
 

味

提

V

I

I

:力
み
.
0
1
:マ-

^

1

1

1

^

1

1ス
社
會
原
子
論
の
繼
承
者

.で
あ
り
交
更
に
f

身
そ
の
擴
大
敷
衍
者
で

あ
：.

る
o
,;
:
:

:

-

ホ
ソ
フ
ネ
力
人
間.

k

對
し
て
雜
ゆ
る
：本
有0!
社
會
的
本
能
を
斷
乎
と
し_で
.拒
否
せ
.じ
に
對
し
、
ダ
口
チ
ゥ
み
は
スト

r
赞
學
に
據
て 

彼
と
祗
反
對
の
見
解
に_
達

し

哼
：
§
::
;
'
'
: 

'

:

.

.グ
ド
f

K
碧

君

管

■

す
る
。I

法

、
：
神

法

及

露

法
.で
あ
る
.，
而
し
^

の
所
謂
共
|

會

蕩

f

有
す
る
。
：此
衝
動
はC

て

獨

叉

間

に

客

固

有
t

ぶ
は
無
く 

f

る
I

I

め
ら
れ
る
0̂ 

併
し
人
間
は
更
に
歡
と
は
異
れI

Q
特
性
を
有
す
る
。.即
I

間
は
强
烈
な
る
社
會
的
衝
動I

瘍
に
一
般
的
規
則
I

解 

し
、
之
.8

つ
て
行
動
す
る
の
能
力
を
も
亦
併
せ
有
す
る
。
こS

實
I

早
や
總
て
2

物
に
導
の
も
の
で
は
な
く
、
獨I

坐

に
の
み
固
有
<?
>
も
の
.
.で
あ
る
。
盈〕

理
性
に
よ
つ
て
導
か
るi
此
共
同
社
會
，へ
の
顧
慮
は
所
謂
自
然
法
の
根
源
で
あ

CV

て
、
自
然
法
は 

理
性
を
赋
與
さ
れ
た
る
社
會
的
實
體
の
本
性
か
ら.流
れ
出
づ
る
。
自
然
法
の
母
は
人
間
の
本
性
^

^
で
あ
o*
て

、
‘人
間
の
本
性
は
縱
令 

吾
人
が
何
等
の
欲
望
を
有
せ
ざ
る
場
合
に
於
て
も
吾
人
を
驅
つ
て
共
同
社
會
の
探
求
に
赴
か
し
む
る
も
の
で
あ
る
。
グ
ロ
チ
ウ
ス
は
茲 

に
自
然
法
的
者
と
實
用
的
者
と
を
峻
別
す
るo
'

(

25)

'グ
ロ
，チ
ウ
ス
以
爲
ベ
ら
く
、
自
然
法
と
は
理
性0命
令
で
あ
_る
0
此
理
性
の
命
令
は
、
凡
.そ
 
一
o
の
行
爲
に
道
德
的
僧
惡
性
が
內
在 

せ
る
や
*
道
徳
的
必
然
性
が
內
在
せ

：

る
.や
否
や
は
一
つ
に
懸
て
、
そ
れ
が
理
性
的
自
然
に
一
致
せ
る
や
否
や
に
よ

.つ

.て
決
定
す
る
も
の 

な
る
こ
と
を
知
ら
し
む
る
と
共
に
又
何
故
に
、
自
然
の
創
造
者
と
し
て
の
神
が
或
行
爲
を
命
じ
若
く
は
禁
止
せ
し
か
を
知
ら
し
む
る 

も
の
.で
，あ
'る
と
。

26)

上
述
せ
し
所
に
徵
し
、'ダ
'
.ロ
チ
ウ
ス
の
自
然
法.が
極
.め
て
著
し
く
ス
ト
ア
の.根
本
概
念
に
依
據
せ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
，る
。
唯
、
著 

し
き
相
逾
の
看
逃
し
難
き
は
、
グ
ロ
チ
ウ.ス
に
於
け
る
社
會
性
の
觀
念
が
、
そ
：の
.曾
て
ス
ト
ア
に
.於
.て
有
せ
.ざ
り

し
地
位
に
押
上
げ
ら 

れ
て
為
る
事
で
あ'る
。
即
ち
グ
.
B
:チウ
ス
.は
、'か
の
ス
ト
ア
が
自
然
か
ら
社
會
性
を_

せ
し
、に
反
し
て
、
社
會
性
の.原
理
よ
U
自
然 

法
の
概
念
を
縯
繹
す
る
。
グ.
»チ
ウ
ス
は
或
意
味
に
於
て
ス
ト
ア
の
見
解
を
顚
倒
し
た
も
の
で
あ
る
、
こ
の
事
に
よ
つ

 
'て
彼
は
自
然
法 

に
對
し1:

層
鞏
固
な
..る+基
礎
を
附
與
.せ
ん
と
欲
し
た
の
で
あ
るo
'
•
蓋
し
、
人
間
の
社
會
性
は
證
明
し
得
ら
る\
が
、
火
の
如
き
理
性
は 

證
明
す
る
と
と
が
出
來
：な
い
と
思
考
さ
れ
た
か
ら
で
あ
，る
：？

'ス
ト
ア
自
然
法
の
汎
神
論
的
签
礎
を
承
認
す
る
こ
と
は
彼
.の
宗
敎
的
思
慮 

が
許
さ
な
か
つ
た
の
で
あ
ら
ぅc27〕

o
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r

o
 

O
-
A
o
e

,

1

,

1
 
ル
I

 
方
f
 

I

f

I

f

 

I

結

合

し

方

個

人

置

保
I

I

會

的

衝

動

鐘1

1

響

i

效

に
I

I

I

;

考
< 
たQ

で
I

O

.

I

H

I
.ロ
ス
胸
潮
流I

ト
ア
潮
流
為
交

錯
富

V:

旣

寒

べ
_

く
、
.
.
.
ス
ト
ア
は
自
I

f

自
由
及
平
等
の理

想

と

与

1

步
進
ん
で
、
此
自
然
狀
態I

完
f

る
財
貨
I

f

看
f

以
爲
へ
ら
く
、
何
人4

人
を
i

利

用

か

書

し
 

て
は
な
ら
|

日
ふ
事
は
、

」

I

、
自
菌
の
當
然
の
歸
結
で
ぁ3

は
本
i

性
I

I

る
に
至
て
？

放
棄1

ば
な
ら
な
か
つ
た
？
か
く
て
增
大
し
行
く 

し
て
私
有
財
産
1

s

t
な
つ
たQ

で
I

私
有
i

導
入
は
市
I

會

普

實

定

法
I

定
I

I

、
明
文
に
ょ

.
H

ヒ
ク
ロ
ス
は
私
有
財
產
を
以
で
國
家
契
約
を
俊
て
始
め
て
成
立
せ
し
も
の
と
看
做
し
、
ぞ
の
確
立
を
以
て
不
法
行
動
の
昆
屯
ヒ

1

對
す
I

書

。
I

靈

藝

I

す
I

し
f

 

i

震

l

i

f

霧

質

的

I

上
f

。
.か
1

向
上
の
：差
違
は後

年
I

法

署

は

I

蓄

.

.

. 

一
 

.
，
. 

.

.

.

.

. 

- 

茅
有
财
‘產
は
ス
ト
ア力
ら
もH

ヒ
ク
5

か
ら
も
鍊
い
攻
擊
を
受
け
た

o

ス
ト
ア
は
之
を
道
德
的
墮
落
の
所
産
と
な
し
、

エ
.ビ
ク
ロ 

ス
は
之
1

主

義

群

量
I

的
創
造
物I

し
た
。
ス
ト
ア
、
ェ
ビ
ク«
ス
I

I

產
に
對
し
て
自
然
的
存
在
を
拒
否

ず
る
。
，私

有

財

產

は

.

ジ
•>
*

ン
»
 

ロ
ッ
ク
に
於
て
始
め
て
鞏
固
龙
る
自
然
法
的

#

在
を
獲
得
し
た

0

:彼
は
そ
の
自
然
的
社
會
に
於
て
私
有 

財
產
め
雅
在
の
理
由
を
勞
働
と
人
格
的
自
由
か
ら
別
き
出
し
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ッ
ト
は
ロ
ッ
ク
に
據
て
私

W

財
產 

を
自
然
權
と
看
做
し
た

0

ス
ト
ア
的
、

エ
ビ
ク
ロ
ス
的
自
然
法
は
十
八
世
紀
に
於
て
種
々
雜
多
0
歸
結
を
生
ん
だ
0
'
.
凡
ゆ
る
點
に
，於
て
實
踐
的
目
的
に
向
け
ら 

れ
た
る
十
.八
世
紀
は
.；ー
切
の
.現
實
的
蓉
に
亂
す
る
鬪
爭0
武
器
と
し
て
、
自
然
法
を
要
求
し
、
之
に
對
し
て
金
く
傾
向
的
な
る
性
質
を 

付
與
し
た
o (

舊
制
度
の
老
朽
被
憊
せ
る
國
家
的
、
社#
的
制
度
は
ょ
り
‘善
き
：社
會
へ
の
熾
烈
な
る
渴
望
を
惹
起
し.た
。
か
、
る
情
勢
に 

龙
て1

切
の
現
實
的
者
の
：批
判
分
.拆
の.武
器
と
な
り
.而
し
て
求
む
，る
將
來
の
社
會
的
形
態
並
講
成
を
確
定
す
る
の
.恶
本
的
手
段
と
し
て 

:

殺
立
つ
た
も
.の
'は
實
に
自
然
法
で
あ
つ.た
の
.で
あ
る
0
ン
；■，
パ
：

十
八
世
紀
の
所
謂
空
想
的
社
會
主
義.は
孰
れ
；も
.深
く
自
然
法
.の
.洗
禮
を
受
け
^
る
も
の
は
:^
く
、
自
己
の
體
系
の
建
設
に
際
し
、
任 

意
的
に
、
'或
者
はス
ト

ア

の
味
營
ょ
り
又
或
諸
は
土
ゼ.ク
ロ
ス
の
.陣
營
ょ
，り
夫
々
多
分
の
理
論
的
要
素
を
汲
取
つ
た
の
で
あ
る
。
而
し 

て
彼
等
は
そ
の
求
む
る
理
想
の
提
示
、
：將
來
社
會
の
形
態
に
關
し
て
は
ス
ト
ア
の
陣
營
に
據
り
、
.現
實
事
態
の
批
判
並
に
將
來
社
會
組 

織
の
基
.本
的
概
念
の
分
柝
說
明
に
際
し
て
は
專
ら
エ
ビ
ク
ロ
ス
の
基
礎
の
上
に
立
つ
こ
と
を
常
と
し
た
。

:
,
:
十
八
.世
祀
社
:'
#
主
義
は
そ
の
社
會
的
形
態
に
於
て
|.般
に
グ
.
ロ

ナ
ゥ
ス
.を
通
じ
て
近
代
に
傅
達
さ
れ
た
る
ス
ト
ア
的
自

然

法

の

傳

銃
 

に
據
つ
た
。；
ス
ト'ア
の
所
謂
失
は
れ
た
る
樂
園
、
市
民
社
，會
以
前

R

存
往
し
、
自
然
法
的
秩
序
に
蓮
く
理
想
的
財
貨
共
有
社
會
の
理
念
、 

人
類
の
瞭
落
ょ
り
生
れ
た
市
民
社
會
ベ
 

'の：侮
蔑
觀
、
是
等
は
孰
れ.?
)
十
八
世
紀
社
會
主
義
に
全
面
的
に
賞
串
す
る
碁
調
で
あ
つ
た
。
又 

.

モ
'.レ
サ
ィ

『

自
然
法
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思
想
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背
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'モレ
リ
4
肖
然
黧
¥
共
思
想
的
赀
景
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：

：
 

ニ

'-
:

、

、

？

一
、
. 

そ
の
a
發
點
は
決
ち
て
ホ
ジ
ブ
ズ
の.所
謂r

萬
人
杧
對
す
る
萬
人_

f
，
营
 

. .
つ

た

る

理

想

社

會

は
I

K
の
所
謂
自
然
的
I

 

沌

た

書

驚

態

邊

し

、.：市
民
社
會
のI

■

て
.始
め
I

會

秧

序
を
可
f

 

犬
ト
ア
自
麗
め
上
■

ザ
、社
1

調
和
を
人
類
原
初
の
慕i

な

り

士

考

へ
 

.て
、
か

、
る
自
然
的
秩
序
か
ら_

落
、
混

焚

^

，の
事
實
遍
る
ス
ト
ア
へ
の
依
存
性
の
矣
ら
馨
然
运
結
で
ぁ
.る
。
' 

:
ニ
へ 

か
v

$
金

雙

會

義

9
ス
ト
ア
的
讓
は
S

時
に
土
：ビ
ザ
ロ
ス 

.批
判
並
I

本
概
_

8

場
合
に
現
は
れ
て...
零

I

I

社
含
批
判
に
際
し
て
、
I

及

私

有

璧 

明
f

看
做
す
.

I
 口：

ス
的
丨
ホ
ッ
ブ
ス
的
自
證S

つ
た
ゾ
十
八
世
紀
社
會
主
義
者
の
祟
點
鏡
に
述
べ
た
る
が
如
く
ス
ト 

ヶ
.の

傷

遽

馨

的
I

個
人
で
I

#

し
彼
等
は
之
の
玄
以
て
蹵
し
な
い
。
.一
更
^
 

ロ
ス
に
據
て
此
社
會
的f

分 

柝
し
、
そ
P
ア
ブ
I

”が
個
人
の
自
己
保
存
欲I

す
る
.の
事
實
に
到
達
す
る
。：
か
く
て
社
會
的
者
、
道
徳
的
者
を
自
己
保
存
欲
の 

I

的
手
f

思
考
す
る
。
か
く
の
如
く
倫I

者
と
社
會
的
f

快
霧
的
原
理
ょ
り
線
繹
す
るI

は
、
ス
：ト
ア
敎
義
の
全
くM 

知

せ

.ざ

I

で

賢

、
S

エ
ピ
ク
ロ
ス
自
然
法
の
敎
ふ
る
所
で

I

s

。 

：

一
一

 

全

g

ノ

十
八
世
紀
f

 

f

自
然
法
は
か
く

.て、
純
手
た

1

ァ
慕
法
で
も
無
く
、
又
ェ
ビ
ク
ロ

s

a

o

そ
れ
は
兩

者
の
I

I

、
零

で

貪

a

i
し
て
：
t
 

i
合
S

型

望

現
S

S

:ふ

赢

(

I

V 

G

l

l

r
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e
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の
よ
り
よ
き
理
解
の'^
め
に
は
如
上
の
解
明
の
外
に
；更
に
、
.合
理
主
義
哲
學
と
相
抓
後
し
て

十

八

世
紀
哲
‘

學
の
主
潮
た
る
經
驗
論
及
感
覺
論
に
關
し
て
、
そ
のf

般
的
觀
念
を
有
つ
こ
；
^

^

合
理
主
_
哲
學
並
^
自
然
法
思
想
に
對
し
經
驗
論
並fc
感
覺
論
が
緊
密
に
結
合
し
てゐ
る

か

ら

.で
あ

る

。

近
世
哲
學
に
於
け
る
經
驗
論
の
眞
の
建
設
者
が
ジ
ョ
ン
•
ロ
ッ
ク：

(John LockeI632-17 o4 )

で
あ
る
事
は
人
の
遍
ぐ
知
れ
る
所
で

.あ
る
。
.
.
へ
 

.

.

.

ロ
ッ
クは
先
づ
.吾
人
の
有
す
る
觀
念
の
起
派
の
緒
盤
を
以
て
其
硏
究
を
始
め
た
。是
よ
り
極
、
デ
カ
ル
ト
及
其
學
徒
並
に
ィ
ギ
リ
ス 

に於
け
る1

部
の
将
裂
考
は
孰
れ
む
本
有
觀
念

eingeborene. 

Idee-ilte 

i
d
e
a

の
#
在
を
主
張
し
た
。

ロ
ッ
クは
自
ら

渐
、
る 

■觀

念
は
果
し
て
存
在
す
る
や
拿
と
問ひ、
而

して
.自
ら
..
否
を
以
て
答
.へ、
/極
力
、
本
有

觀
念
.の存
在
を
駿
し
て
以

爲

へ

ら

く

、

若
し 

本
有
觀
念
が
實
在
す
る
な
ら
ば
小
兒
、
良
痴-»
野
蠻
人
の
如
き
者
も
亦
神
の
觀
念
、論
理
上
及
倫
理
上
の
根
本
原
理を
體

得

し

てf
 

け
れ
ば
な
ら
ぬ
.。
屬
る
に
小
兒
等
め
意
識

.は
具
體
的
觀
念
を
有
す
る
の
み
に
て
、：決
し
：て

.普
遍
的
原
理
を
有
し
'て.居な：い
0
列
べ
ば
甘 

と
苦
と
を
區
别
ナ
る

こ
と
は
出
來
て

も

麗Q

矛
盾
を
識
る
事
を
得
な
い
。
本
有
觀
念
論
者
或
は
辯
.じ
て
謂
は
ん
、

「

小
暴
は
苦
干
の 

觀
念
及
缓
を
生
來
具
有
せり
。
唯
そ
れ
等
を
意
識
せ
ざ
る
の
み』

と。
併
し
乍
ら
心
に
在
り
て意
識
せ
ず
と
言

ふは
自
家
撞
着
の
言 

で
あ
‘る
9
吾
等
の
心
は
恰
も
ぼ
紙

(tabula 
r
l)

の
如
く
生
來
何
等
特
殊
の
，
+內
容
を
具
有
す
る
も
：の
で
は
な
いo 

然
ら
ば
吾
人
の
.觀
念
は
何
處
.よ
.
®來
る
か
。
吾
人
は
何
處よ
り
吾
人
の
觀
念
を
得
た
で
あ
ら
ぅ
かo 

P

，
ク
答
へ.て
田
く
、
觀
念
の 

起
源
は
經
驗
に
在
るo
,白
紙
の
如
き
心
の
板
に
.觀
念
を
記
す
る
も
の
は
經
驗
で
あ
*^

0
霉
办
、K

經
驗に
よ

つ

て

*
か

る

^
^

1

り
、
鎞
驗
の
光
を
受
く
ベ
き
嗜
室
でI

マ
而
も
經
驗
に
は
內
外
の
二
種あ
り

、

內

的

經

•モ
レ
リ
ィ『

自
然
法
典』

ミ
寒
思
想
的
背
賢 

ニ

五
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モ
レ
リ
イ
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P

自
然
法
典
f

#:
風
證
背
#'
一

-
六

'

: 

(

.
'
V 一：.Q

)

と
言
ふ
/0
內
的
經
驗
と
.は
吾
人
が
自
ら
昏
が
心
作̂

乾̂
.み
、
ッ
そ
；
の
#:
,用
に
.就
ぎ
で
：得
た
ん^
れ
で
あ
1)
'
;
、
^

り
て
外
%
に
關
し
て
得
る
%:
の
の
'..謂

で

あ

る

。

.皮

.省
：と
感
»
と
：は
：吾

人
0;
-
.心
^

で
あ
：る

9

吾
人
の
有
す
.る
千
差
^
別

： 

の
觀
念
%;
_

.は
是
等
.
1
:
ー
個
の
窓
を
通1,
て
人
心〔

の
*
彰
に
：入
;̂
:來
苓
光
输
に
；過^,
な
ハ
0
:
;

::

「

'■以
上
は
ロ
：
I
.
.が
經
驗
的
認
識
論
の
素
描
：
で

あ

る

：が

、
' 彼
於
觀
秦
叹
起
海
釔
眾
忆
外
的
經
驗
た
ふ
感
覺
办
み
に
歸
史
し
め
ず
尙
ほ
內 

的
經
驗
た
る
.反
省
を
'も
認
め
た
.の
は
明
か
に
彼
に
於
て.デ
力
ル
ト
の
合
理
哲
學
の
感
化
の
决
し
て
淺'か
ら
ざ
る
の
.證
左
で
あ
る
。
.

,

:
ロ
：ッ
.ク
' の
經
驗
論
を
し
て.純
乎
た
.る
感
覺
論
に
迄
發
展
せ'し
め
た
^
者
は
モ
^
リ
イ
と
共
^:
十
八
世
祀
の
代
表
.的
社
會
主
義
者
マ
ブ 

リ
イ
の
藥
に
し
て
、
當
初
取
に
ロ
ッ.ク
の
*
事
を
フ
ラ
ン
ス
に
移
植
し
且
つ
そ
の
，辯̂

た̂
り
レ
コ
' ン
.：デ
ィ
，ヤ
ダ
ク(.Etienne Bonnot 

de Condillac 

l.M
l:t
a
-.M
s
o

)
で
あ
るo

敗Q

主
^;
る
著
作
と
し
て
擧
ぐ
べ̂'
-:も
め
に
：

『

人
間
認
識
起
源
論』

：(

|

^
3
日

？
§
1
1

de

la c
o
g

 
昏 sance 
一
 h

i
a

 

ぎ•1746)

及
び『
感
覺
論』

，

(
T
r
a
i

frvdes s
e
n
s
s

 

:

n

シ
デ
ィ
ヤ
ッ
ク
呔
自
然
科
學
の
研
究
方
法
た
る
分
析
法
を
精
神
現
象
の
硏
究
上
，に
及
ぼ
し
、
：
ロ
ッ
ク
の
認
識
論
を
終
局
的
結
論
に 

導
い
た
。

ロ
ッ'ク
は
觀
念
の
起
源
を
感
覺
と
反
省
と
の.ニ一
要
素
に
摩
し
"
此1

1要
素
は
農
の
如
.
心̂
に
千
.差
萬
別
の
_

念

を

印

す

る 

窓
で
あ
る
と
し
た
が
、
コ
ン
デ
ィ
ヤ
ッ
ク
は
之
を
改
め
て
、

一
切
の
精
神
作
用
を
更
に
一
脣
單
純
な
る
要
素
に
還
元
し
、
吾
人
の
觀
念 

は
凡
て
感
覺
ょ
り
來
办
而
し
て
吾
人
の
心
の
活
動
に
は
感
覺
を
感
ず
る
と
：い
ふ
能
カ
以
外
に
生
具
す
る
も

©
な
し
と
見
た
0
故
に
彼 

の
觀
る
所
に
'ょ
れ
ば
、：
P
ッ
ク
の
言
べ
る
が
如
く
觀
念
の'淵
.源
に
は
感
覺
以
外
に
反
省
と
言
ふ4
の
な
く
、
又
感
覺
を
感
ず
る
と
言
ふ 

こ
と
‘以
外
に
別
に
悟
性
と
ぃ
ふ
べ
き
も0-
な
く
、
是
等
は
皆
畢
竟
、

.

感
覺
を
感
ず
る
.と
い
ふ
こ
と
よ
り
成
り
上
が̂
る

も
の
に
外
欠
ら

ず
即
ち
純
然
た
る
感
覺
論
は
彼
に
至
つ
て
始
め
て
確
立
せ
ら
れ
た
の
：で
あ
る
。
コ
：シ
デ

.ィ
‘ヤ
ッ
ク
は
複
雜
な
る
精
神
現
象
が
感
覺
か 

ら
發
股
し
來
る
と
と
を
說
明
せ
ん
が
た
め
に
茲
に
ー
個
.の
彫
像
を
假
定
し
、.そ
.の
像
ぬ
於
て
嗅
官
を
始
め
他
の
感
官
が
漸
次
に
そ
：の
用 

を
作
す
に
從
ひ
て
如
何
な
る
觀
念
の
其
心
に
入
：り
來
る
か
を
說
き
、
遂
に
觸
官
に
至
り
て
始
め
て
外
物
の
知
覺
の
成
就
せ
、ら
る

、
$ 

を
敍
述
せ
ん
と
し
た
？
即
ち
彼
は
斯
の
如
く
感
官
の
：
一
つ
一
つ
開
く
こ
と
に
よ
り
て
漸
次
に
如
何
な
る
觀
念
の
吾
人
の
心
に
這
入
り
來 

る
か
を
見
、
か
く
し
て
感
官
よ
り
入
り
來
る
觀
念
の
外
に
吾
人
の
心
の
內
容
と
な
る
べ
き
も
の
な
き
事
を
說
明
せ
ん
と

.し
た
。
.要
す
る 

に
コ
ン
デ
ィ

ヤ
ッ
ク
0
說
く
所
を
約
言
す
れ
ば
、.吾
人
の
凡
て
の
.觀
念
及
凡
.で
の
精
神
現
象
の
淵
源
は
唯
、
感
覺
を
感
ず
る
と
い
ふ
一 

作
用
に
歸
せ
.し
め
得
可
ズ
、"
.一
切
の
觀
念
は
感
覺
か
、
將
た
感
覺.の
變
形
し
た
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
思
考
す
る
こ
と
、
こ
れ
畢 

窥
感
覺
す
る
第
で
あ
る
と0

か
く
の
如
く n

ン
デ
ィ
ヤ
ッ
ク
は
明
自
な
る
感
覺
論
を
唱
へ
た
が
、
併
し
彼
は
^
し
て
唯
物
論
者
で
は
な
く
又
神
の
存
往
を
も
否̂ 

し
な
か
つ
た
o
:

(

l
v
.

:
:

n

ン
デr

ャ
ッ
ク
は
上
述
の
如
く
純
乎
た
る
理
論
的
認
識

.

の
：
外

に

更

に

人

間

の

道

德

的

生

活

を

も

亦

'

心
的
惊
像
た
る
感
覺
'か
ら
說
明

し
、
個
へ
ば
愛
情
、

*
f t

惡
、
：

「

嫌
厭
、
喜
悅
、
希
望
、
恐
愉
等
：陳

0々

情

■ 
;'
-

(

1

0

>

大
西

.

視
、
四
洋
鼍

史

下
S

八
〇
似
下C

大
西
博
士
全
集
.；

第
四
卷
：
明
治I

I
I

十
八
：年
版

'

四
'
:
: 

,,

. 

•

ぐ
.

『

自
忽
法
典J

は

同

じ

べ

同

人

.の
作
に
し
て
之
よ

兰
ー
年
前
刊
行
.の
チ
ト
ビ
，ヤ
物
語『

バ
ジ
.リ
ヤ
ア
£

が
#
論
殊
にs

s
i

i
q

u
e

. 

• 

.

.

.

. 

.

.

.

.

.
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i

u
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想
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七

(

I
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モ
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自
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法
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其
思
想
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背
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.
1
1
'

 

(

一
八
一.
5

i
m

p
a

l
e

,

並
ド
.

N
o

l
l

e

,s

l

i

 

b

兩
紙
ょ
り著

：
f

論
難
に
應
へ
、

f

て
同
著
作̂

て
之
を
系
統
化
し
た
も
の
で
あ
：る
.0

. 

.
'
> 

.
 

.
 

V 

• 

«
. 

f 

-

本|1

グ
意
圖
は
通
俗
道
德
並
へ
に
政
治.の
集
謬
^
礼
明
し
、
|
切
.の
：不
幸
及
罪
惡
の.源
泉
並「

に
起
源
を
探
究
し
更
に
通
俗
道
德
並
に
政 

治
に
依
て
恒
に
蚕
曲
、
：損
壞.せ
：ち
れ
て
ゐ
.る
か
の
•最
も
S

に
し
.：て
且
最
も
美
は
し
き
自
然.の
豫
訓
を
敎
示
す
る
に
あ
る
？
モ
レ
リ
ィ 

自
ら
此
消
息
を
同
書
の
.序
文
に1

8

明
し
て
.謂
ふ

、

『
人
：：

が

本

書S

む
i

逢

余

の

關
^

上
は一

切
の
異
論
を
差
控
へ
て
載
み
了
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
.
予
は
中
途
半
端

i

者

•

成
心
あ
：る
義
者
を
好
ま
ぬ
。
予
を
理
解
す
る
た 

め
に
は
宜
し
く
、
そ
の
最
裏
す.德

見

_

て
ね
ぼ
な
ら
な
い
。
'
姑
く
そ
裔
被
を
士
れo'然
ら

ば

ー

_

源
泉
並
に
起
源
を
認
め
る
：で
あ
ら
ぅ
。
丨

諸S

I

道
雙
政
治
に
依
て
恒
に
拒
否
せ
急▲

然
の
f

單
純
に
し
て
级
つ
最

も
‘
美
：し
き
敎
訓
を
明
瞭
に
認
む
る
で
あ
ら.ぅ』

と
？

c
i 

.
.

,

.
' 

. 

;

- 

-
+■ 

+ 

.

. 

•

.之
に
俄
て『

自
然
法
典』

の
內
容
が
端
的
に
把
握
せ
も
る
、_
で
あ
る
。
本
書
は®
篇
、11

百11 .

壬
 

I
.

篇
の
■表
題

は『

政
治
及
道
徳
の一

般
的
原
，理
の
：欠
陷

』

と
題
し
、
第
一

一

篇
は『

政
治
の
特
殊
的
欠
陷

』

第
|ー一

篇
.はr

馨
道
德
の
特
殊
的
欠
陷』

、
第
四 

篇
は『

自
然
の
意
志
に
合
致
す
る
立
法
の«
型』

と
題
す
る
.
0

賛

述

べ
.た
如
く『

自
然
法
典』

は
自
ら
：；

『

I

一
 
公
f

於
て
も
，
そ
の
歸
結
に
於
て
も
數
學
そ
れ
自
身
と
均
し
く
單
純
、

自

明

に 

し
て
.且
つ
自
然
法
に
其
上
く
眞
個
の
.道
德
科
學
た
ら
ん
こ
と
を
期
す
る
.も
の
で
あ
る
9
而
し
.て
モ
レ
リイ
は
斯
、
.る
本
然
の
道
德
科
學
を 

暖
味f

雜
f

觀
念
と
虛
偽
の
見
解
，に
依
て
歪
曲
し
毀
損
せ
し
も
の
が
f

通
俗
道

德

家

並

に

S

家

の

責

塞

^

自

ら

彼

等
を
し
て『

常
に
眞
理
ょ
り
乖
離V

し
め
た
る
誤
謬
.の
第
一
鎖
を
發
見
し
：、
そ0
分
岐
點
を
明
か
な
ら
し
め
た
り

』

と
稱
す
る
。
然
ら
ば 

是
等
世
俗
道
徳
家
並
に
立
法
家
を
し
て
眞
個
の
道
德
科
學
を
歪
曲
し
、

..錯
雜
化
せ
し
め
た
る
そ
の
根
本
的
誤
謬
は
那
邊
に
存
す
る
か
。 

モ
レ
リ
イ
に
ょ
れ
ば
そ
は
彼
等
の
誤
れ
る
人
性
觀
に
外
な
ら
ぬ
の
で
.あ
る
。

.

總
て
.世
俗
道
德
家
並
に
立
法
家
は
、
凡
そ
人
間
は
生
來
不
疋
に
し
、て
那
惡
で
あ
る
と
言
ふ
命
題
を
‘自
明
不
動
の
原
則
と
做
し
之
を
自 

己
の
體
系
の
.某
礎
に
据
へ
、_
て
：そ
の
眞
僞
を&
明
せ
ん
と
す
る
，も
の
は
ない
。

況
ん
や
進
ん
，で
人
間
が
腐
敗
し
、
邪
悪
と
な
る
こ
と 

の
殆
ん
ど
不
可
能
な
る
狀
態
、.又
は
尠
く
と
も
不
幸
の.最
小
限
度
な
る
狀
態
を
發
見
す
る

』

.

o
)

と
い
ふ
が
如
き
喫
緊
重
要
の
問
題
を 

提
起
し
て
、
之
を
解
決
せ
ん
と
欲
す
る
も
の
は
無
か
っ
た
。
モ
レ
リ
イ
は
今
、
斯
る
人
性
觀
の
誤
謬
を
釓
明
し
更
に
進
ん
で
、

『

人
間
が 

.腐
敗
し
邪
惡
と
な
る
こ
と
，の
殆
ど
：不
可
能
な
，る
^
態
を
發
見
す
る』

'
.と
い
.ふ
緊
要
問
題
を
解
か
ん-

v

す
る
も
の
'で
あ
る
o.而
し
て
モ 

レ
リ
イ
は
斯
種
の
狀
態
を
ブ.ラ
ト
ン
の『

共
和
國』

及
モ
ー
ア
の『

ユ
ー
ト
ビ
ヤ』

に
見
出
し
た
が
、
之
を
其
儘
で
は
受
取
ら
ず
之
に
修
JE 

を
加
へ
た

。
‘彼
の
修
正Q.

重
點
は
彼
の
社
#
主
_
fi
i
系
の
道
德
的
方
固
に
存
す..る
。
而
し
て
彼
は
、
そ0
求
む
る
新
な
る
狀
態
.と
は
畢 

竟
人
問
が
自
由
に
自
己
の
性
質

(

天
賦)

を
追
求
し
得
る
が
如
き
狀
態.に
.他
な
ら
ざ
る
事
を
證
明
せ
ん
と
欲
し
た
の
で
あ
る
。
公

〕

先
づ
モ
レ
リ
.イ
は
、
經
驗
論
|
感
覺
論
の
甚
地
に
據
て

『

人
間
，は
生
來
不
疋
且
っ
邪
惡
な
り

』

と
い
ふ
世
俗
道
德
家
並
.に
立
法
家
の 

所
.謂
本
洧
觀
念
的
唱
說
に
斧
鐵
を
洳
へ
る
。
：所
爲
へ
ら
く

 T

人
間
は
.決
し
て
木
有
的
觀
念
も
本
有
的
傾
向
を
も
有
た
な
い
。

そ

の

生
活 

.の

.最
初
の
職
間
に
於
て
、
人
間
は
全
く
の
無
關
心
狀
態
に
包
ま
れ
て
ゐ
た
ゥ
而
も
自
已
自
身
の
生
存
に
對
し
て
も
そ
ぅ
で
あ
っ
た
。
か 

、

る

無
關
心
狀
態
を
消
失
：さ
せ
た
最
初
の
動
因
：は
動

物

の
感
情
と
何
等
相選
ぶ

.と
こ
ろ
無
き
1

0
盲
目
的
本
能
.で
ある
。』

S

『

凡

そ 

モ
レ
.リ
イ『

自
然
法
典』w

其
.思
•想
的
背
景 

1
.1

九

(
I

八
ニo

.
.



.
,:

モ
■レ
.リ
：ィ『

自
.然
：裳

』

.ミ
某
：思
想
的#

景
：

. 

' 

I 

!
I
o

、
1ベ

r
s 

人
間
は
自
然
©
手
を
離
.る
、
時
、
何
れ
:̂
何
等
0
形
而
上
學
的
、
道
德
的
觀
念
を
有
贫
ず
ド
單.に
之
等
0
觀
念
；を
受
納
ず
る
固 

ヵ
を
具
有
1>
た
る
.に
す
ぎ
な
か
っ
.た
0
人
間
は
そ
^
^

.

全
く

.

一
切

.

の
働
動
に
對
与
無
關
心
で
あ

0

^

 

、

人
間
に
..は
本
有
的
觀
念
.並
に
性
向
と
稱
ず.名
も
の
は
な
い
。.總
•て
は
後
天
的
丨
經
驗
的
で
：あ
る
。
隨.っ
て
人
間
が
生
來
不
.芷
邪
悪
と 

い
ふ
が
如
き
は
凡
そ
人
性
を
識
ら
ざ
る
：謬
見
で
あ
る
o
そ
.の
坐
存
の
最
热
の
職
間
、
人
間
は
、；
自
己
_
身
の
生
存
に
對
し
て
す
ら
全
く 

無
關
心
、と
い
ふ
狀
態
で
あ
っ
たo 

,
恰
も
動
物
の
本
能.に
も
似
た
：る
盲
目
的
本
能
於
人
間
を
斯0
如
き
狀
態
か
ら
播
り
起
し
、
自
己
保'ff 

欲
に
覺
醒
さ
せ
る
？
«
に
自
己
愛
が
坐
ず
る
、
，
此
自
已
愛
即
ち
自
己
保
存
本
：能
は
人
間
を
し
て
、
そ
の
欲
望
滿
足
.に
必
要
な
る
財
貨
獲 

■.得
に
馨
念
せ
し
む
る
。
人
間
が
自
己
保
存

Q:

た
め
追
求
：し
た
最
初
の
財
貨
か
ら
兹
に
人
間
は.最
初
の
觀
念
を
獲
得
す
る

(

1)

0
曩
に
述 

:へ
た
る
力
如
き
モ
レ
リ
ィ
の
經
驗
論
的
丨
感
覺
論
的
見
地
が
孩
に
明
瞭
に
表
明

.せ
ら
れ
て
ゐ
る
o.
世
俗
敕
學
者
の
所
謂
人
間
性
惡
說
は 

か
く
て
全
く
根
據
な
き
臆
說
た

：：

る
に
す
ぎ
な
い
o
. 

.

.

モ
レ
リ
ネ
に
ょ
れ
ば
自
己
愛
人

ramoul:-p

-2p
-»-ie, r

a
i
u
r

 de Soi-mmme, ram§

パ
.

de n
l
-
,
m

似me
s
)

は
人
間
Z>
5
K本
的
性
質 

で
あ
り
、
人
間
行
動
の.一
般
的
動
因
で
あ
り
且
っ
又
人
間
を
貫
徹̂
、
之
を
支
配
す
る
所
の
指
南
車
で
あ
る
。
所
爲
へ
ら
く

『

神
は
人 

_

の
行
動
に
關
し
て
、
恰
も
物
现
的
故
序
.に
於
け
る
と
同
樣
に
ノ
總
ゆ
る
運
動
の
一
般
的
法
則
、
必
至
的
源
則
を
確
立
し
た
。

一

切

の
 

事
物
がT

度
そ
の
單
純
性
と
、
：そ
の
歸.結
.の
範
圍
及
多
產
性i
.に
依

て

驚

異

す

べ

き

一

個

の

計

畫

に

ょ

っ

て

盤

序

せ

ら

る

>'
や
總
て
は 

見
事
な
る
和
協
を
以
て
進
行
す
る
。
神
は
無
生
物
を
盲
目
的
且
っ
機
械
的
運
動
に
委
ね
た
る
が
如
く
又
人
類
を
ば
洽

1
彼
等
を
貰
撤
し

且
つ
金
く
吏
配
す
る
所
'の一

個
の
指
南
車
に
委
ね
た
。
そ
れ
は
自
已
愛
の
感
情
で
あ
る
。
' こ
の
自
己
愛
は
他
の
吏
援
無
く
し
ては
無
力 

で
あ
り
、
晋
人
を
し
て
否
應
無̂

！I

行
を
な
さ
し
め
る
も
の
で
あ
る

』
(

9
0
0曲
來
總
て
の
立
双
罾
、
道
徳
家
は
之
を
總
ゆ
る
罪
惡
を 

生
む
百
頭
の
蛇
と
ん
て
非
議
す
る
。
併
し
自
己
愛
は
哲
學
者
の
言
ふ
が
如
く
、
本
來
決
し
て
嫌
悪
す
べ
き
、
.
邪
悪
な
る
百
頭
の
蛇
の
如 

1

0
で
は
な
い
。
自
己
愛
は
自
然
秩
序
の
下
に
拒
て

は

、

神
が
吾
等
に
敗
へ■給
へ
る
平
易
に
し.て
且
つ
無
邪
氣
な.る
方
法
に
よ
つ
て
、 

自
己
の
.生
存
を
維
持
せ
ん
と
す
名
不
斷
の
欲
隹

(

10)

-
換
言
す
れ
ば
人
間
の
自
己
保
存
欲
に
他
な
ら
ぬ
。
即
ち
自
己
愛
は
人
間
行
動
の 

根
本
動
因
と
し
て
の
自
已
保#

欲
で
あ
る̂
'

い
ふ
と
と
が
出
來
る0
之
に
就
い
て
モ
レ
ヰ
ィ
は
尙
、
別
著「

人
心
論」

SESSai s.ur le

coeur h
u

日ain, 

ou prindpes B
h
l
r
e

.̂de TM&cation, 

1
7
‘
4
:o
lヒ
の
中
で
次
の
如
く
述
べ
て
ゐ
る
、

『

人
間
は
幸
福
の
た
め
に
創

*

 
-

 

•

 

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

造
さ
れ
た
も
の
で
あ
る0

:
,
.
人
間
は
幸
福
た
り
得
る.が
故
に
の
.み
感
覺
的
で
あ
り
而
し
て
、
感
覺
的
た
り
得
る
.が
故
に
の
み
理
性
的 

で
あ
る
。
自
己
愛
は
人
を
善
に.導
く
所
の
一
般
的
動
機
で
あ
る
。
心
と
は
何
で
あ
る
か
。
そ

は

吾
人
の
生
存
愛
で
あ
る
。
愛
は
總
て
の 

激
情
の
'根
源
で
：あ
る
。
激
情
は
之
に
從
屬
す.る
。』

と(

11〕

。

自
己
保
存
欲
た
る
自
己
愛
を
し
て
嫌
惡
す
べ
き
百.頭
の
蛇
た
ら
し
.め
.た
も
の
は
モ
レ
リ
ィ
に
よ.れ
ば
世
俗
道
德
家
、
■立
法
家
の
誤
れ 

る
'敎
義
で
あ
る
。
か
、
る
敎
義
に
蕋
く
諸
制
度
が
神
の
興
べ
給
べ
.る
自
B
保
係
欲
滿
足
の
簡
易
無
罪
の
手
段
を
數
多
の
困
雛
と
恐
る
ベ
’ 

き
危
險
と
を
以
て
圍
繞
し
て
し
ま
つ
た
。
本
來
溫
和
な
る
欲
望
が
、
矯
激
、
奔
放
と
な
り
、
か

-<
て
自
己
愛
が
罪
惡
と
變
じ
た
る
事
は 

何
等
怪
む
に
足
ら
な
い

(

12
0
。
，か
く
の
如
く
彼
は
自
己
愛
墮
落
の
原
因
を
所
謂
哲
學
者
と
稱
す
る
世
俗
道
德
家
政
治
家
の
如
く
自
己
愛 

其
自
身
'の
：裡
に
求
め
ず
し
て
、
之
を
彼
等
の
敎
義
に
甚
く
外
部
の
諸
制
度
の
責
.に
歸
せ
し
め
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

モ
‘レ
リ
ィ『

自
然
法
典』W

其

思

想

的

背

費

'
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ヾ
.推

て

味

に

述

：べ

た

如

く

.モ
レ
;:
9
イ
は
_
已

夔

即

ち

自

！

0
保

带

欲
.$
:
以
.て
人

性

の

第

：
一
義
：な

.り
：
占
：看

做

：し
、

.之

を

立

論

の

出

發

點

<?
:
す 

る
も
の
^
あ
る
^
、
.姑
く
眼
界
を
之
れ
丈.げ
：に
限
.つ
て
見
:'
?
>時
は
彼
：が
全
く
エ
ビ
ク
ロ
：ス|
ホ
_ッ
ブ
ス
的
見
地
に
立
て.る
こ

と
は
明
か

、で
あ
る
\0
し
か
し
後
に
述
，べ
る
所
に
よ
つ.て
明
か
な
る
だ
：ち
ぅ
如
く
彼
は
決
し
て
單
に
か
、
る
立
場
を
以
て
終
始
す
る
も
の
で
は
な

.

. 

-
- 

.

.•

-

い
。
'
'
:

.

モ
レ
リ
イ
に
據
れば
、

人
間
は
ノ
恒
に
自
已
夔
を
中
心
と
し
て
行
動
す
る
者
、
即
ち
利
己
的
た
る
と
同
時
に
又
社

#
的
で
あ
る
。
而
し

. 

-

て
此
阐
紫
は
決
し
て
相
刺
的
で
な
い0
否
こ
蓉
は
內
的
關
聯
を
有
す
る
？
盡
し
、
自
己
愛
は
人
の
動
も
す
れ
ば
即
斷
す
る
が
如
く
、
決
し 

て
反
社
,#
购
で
は
な
べ
又
對
立-;
0
能
因
で
も
な
い
0
そ
は
却
て
社
會
的
調
和10
,要
具
で
あ
'る
0
:モ
レ
リ
イ
所
爲
へ
ら
く

T

神
は
自
己
愛 

か
ら
社
會
的
調
和
の
原
理
を
柚
き
出
す

』

と
.。，9

'
人
間
の
：_

局

茧

高

の

自
'

標
は
そ
.の
®

が
、
此
：幸
福
た
る
や
一
つi

己
愛 

め
完
成
に
懸
る
。
自
己
愛
の
完
成
は
そ
の
滿
足
に
必
要
な
る
諸
欲
望
充
足
手
段
の
獲
得
に
よ
つ
て
達
成
せ
ら
る

X
も
の
で
あ
る
が
、
そ 

の
こ
の
事
た
る
や
ぐ
無
援
孤
立
狀
態
に
於
て
は
到
底
不
可
能
で
あ
り
、
必
ず
や
他
人
の
協
カ
を
必
要
と
す
る

°
か
、
る
人
問
の
欲
望
と 

無
力
と
が
彼
等
を
相
互
に
接
近
せ
し
む
る
。
かX:る
接
近
か
ら
善
行
的
感
情
と
理
性'の
.發
M-
と
が
坐
れ
る
。
而
し
て
此
ニ
個
の
源
衆
よ 

り
：社
會
性
が
生
れ
る.。
社
會
性
は
決
し.て
自
3
:愛
の

.

.
對

立

物

で

は

な

く

、

自
己
愛
よ
り
自
然
必
然
的
に
演
繹
せ
ら
るi

9之
に
就
て
モ 

レ
リ
イ
自
ら
次
の
如
く
述
べ
て
ゐ
る
、

『

人
間
の
總
て
'の
行
爲
の
動
機
又
ば
目
的
は
幸
福
た
ら
ん
と
の
欲
望
で
あ
る
こ
と
は
爭
い
领
い

o 

此
欲
望
が
自
己
の
存
在
を
認
識
し
、
自
ら
，自
己
.の
生
.存
維
持
を
顧
虜
す
べ
く
定
命
さ
れ
た
人
間
の
本
質
的
特
質
で
.あ
る
こ
と
、
一
言
に
し 

て
：言
へ
ば
、
此
欲
望
が
吾
人.の
感
性
の
結
果
で
あ
る
こ
と
も
亦
同
じ
く
確
か
で
あ
る
。

• 

•
：
神
は
か
、る
感
情(

自
己
愛)

の
勢
力
h
激

烈
さ
か
ら一

切
の
社
會
的
調
和
の
原
理
を
抽
き
，出
す
。
人
間
は
恒
に
而
も
何
事
：に
も
增
し
て
幸
福
た
ら
ん
こ

.と
を
希
ふ
o
人
間
の
無
力 

が
人
間
は
相
互
の
援
け
な
く
し
て
は
到®
幸
福
と
.な
り
得
な
い
事
を
斷
へ
ず
敎
へ
る
。
人
間
は
又
自
己
と
同
樣

Q

欲
望
を
有
す
る
も
の 

が
無
數
に
存
在
す
る
事
を
知
る
。
人
間
は
常
に
自
己
.の
幸
福
が
他
人
の
幸
福
に
依
存
す
る
事

•
而
し
て
善
行
が
自
己
の
現
在
の
幸
福
を 

獲
得
す
.る
第
1
の
、
'而
も
最
も
安
全
な
る
方
法
な
る
こ
と
を
確
認
す
る

』

と
。(

14)

.
斯
の
如
く
モ
レ
リ
イ
に
於
て
は
社
會
性
は
自
己
愛
の
否
定
セ
は
な
く
、
自
己
薆
の
內
的
本
質
ょ
り
、

'自
然
必
然
的
に
演
繹
さ
れ
る
。 

社
會
性
は
自
己
保#
欲
の
發
現
で
あ
、り
、
社
會
は
自
己
保
存
欲
成
遂
の
必
然
的
條
件
で
あ
る
。
自
己
愛
は
恰
も

『

道
德
的
引
力』

の
根
源 

た
る
も
の
セ
あ
る
。
か
く
て
社
會
的
調
和
が
自
己
愛

Q

不
可
避
的
緒
果
た
る
こ
と
恰
も
天
體
の
調
和
が
引
力
法
則
の
結
果
た
る
に
等
し

S

V
 : 

.

モ
レ
リ
イ
が
そ
の
人
性
の
：根
本
義
と
し
て
自
己
愛
を
說
く
點
に
於
て
、
' エ
ビ
ク
ロ
ス
丨
ホ
ッ
ブ
ス
的
な
る
こi
は
吾
人
の
旣
に
指
摘 

せ
し
が
㈣
く
で
あ
る
が
今
又
同
時
に
社
會
性
を
强
調
す
る
點
に
趴
て
は
ス
ト
ア
、
グ
ロ
チ
ゥ
ス
と
も
亦
交
渉
を
有
つ
。
併
し
彼
の
立
場 

は
そ
の
.何
れ
の
|
方
で
も
な
い
0
雨
者
の
綜
合
で
あ
り
、±
揚
で
；あ
る
。
個
人
の
自
己
保.#
欲
は
社
#
的
欲
求
の
痛
足
に
贷
て
の
み
合 

理
的
に
且
：つ
有
効
に
滿
さ
れ
得
べ
し
と
な
す
ブ
ゥ
フ
-
ン
ド
ル
フ
.の
祈
表
的
見
地
は
纏
て
又
モ
レ
リ
イ
の
立
場
で
あ
る
。

か
、
る
人
間
の
社
會
性
を
中
心
と
し
て
自.己
01

切
の
創
造
：は
配
劑
せ
ら
れ
る.の
で
あ
る
。
即
ち
造
化.の
意
圖
は
.社
會
性
の
發
現
及 

强
化
に
あ
る
。
造
物
の
一
切
の
；
㈱

■は
一
と
し
て
此
意
圖
に
沿
ふ.て
配
劑
せ
.ら
れ
ざ
る
も
の
は
众
い.°
か
、
る
目
的
を
以
て
自
然
は
全 

人
類
の
，諸
勢
力
を
各
個
人
間
に
相
異
れ
る
割
合
を
以
て
分
配
し
、
'其
!it
與
物
：た
る
坐
產
場
て
ふ
財
產
を
分
割
す
る
と
と
無
く

1

丸
と
し

モ
レ
リ
ィ』

自
然
法
典』w

其
思
想
的
背
景 

一mu
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ニ
ー

a

.
(
一

八
一
八〕

.て
：全
人
類
に
附
與
し
：た
。'.恰
も
世
界
は
總
て
の#
食
者
の
た
め
に
遌
富
に
準
備
せ
ら
れ
た
：一
の
食
卓
で
|

。
：何
ん
も
絕
對
に
そ1
 

人
、
は
な
く
又
.主
人
た
る
事
皇
張
ず
る
權
利
を
も
た
な
い
。
自
然
は
分
割
す
、ベ
か
ら
ざ
る
共
同
財
產
を
與

へ
、

そ
の
坐
產
匆
の
共
同 

使
用
を
許
し
.て
ゐ
，る
。
自
然
が
與
ふ
ん
毀
富
多
様
の
生
產
物
は
人
類
の
.要
求
を
逾
か
に
超
ゆ
る
が
、
し
か
し
是
等
は
人
間
の
勞
働
な
く 

し
て
は
到
底
別
取
る
こ
と
が
出
來
な.5
0こ
れ
は
人
類
を
し
て
社
會
的
協
同
を
な
さ
し
め
ん
と
す
る
自
然
の
配
劑
に

外

な

ら

ぬo

自

然
 

は
感
情
及
欲
望
の
同
似
性
に•よ
っ
て
、I

並
權
S

平
等
と
共
同
霉
の
|

と
.を
人

類

に

感

ぜ

し

む

.る

磊
 

時
*：

n
«ィ
を
厥
へ
てV
同
時y

同
.一
物
を
襄
せ
ざ
石
様
に
豫
め
配
慮
し
、.以
て
欲
望
の
競
合
衝
突
を
豫
防
す
る
。
自
然
は
又
體
カ
、 

勤
勉
、
才
^
の
相
違.に
？

て
、
.夫
々
相
異
の
議
に
就
か
し
む‘る
9

。
要
す
る
I

等
の
.配
慮
は
一
っ
に
人
類P

I
性
I

明 

の
根
本
義
£

、

之
I

養

S

し
め
ん
：と
す
る
造
化I

靡

蠢

劑

に

外

な
I

Q
で
あ
る
。
か
く
て
人
間Q

I
性
は
自 

己
愛
.と
共
に
本
質
的
の
も
の
で
あ
り
、
又
自
己
の
產
と
も
犯
に
合
致
す
る
の
.で
あ
る
と
言
な
け
'
ばな

呈

。

祖
會
性
の
賍
く
所
茲
に
社
會
が
形
成
せ
ら
るX
O社
會
は
人
間
の
社
會
性
の
結
果.で
あ
る
P
從

つ

て

社

會

は

.外

部

よ

り

强

制

せ

ら

れ 

た
も
の
で
も
無
く
又
契
約
の
結
果
でも
な

い

。

人
性
の
內
的
I

で
あ
り
又
自
然
義
圖
で
もあ
る

。

'蒙

社

會

の

成

立

を

契

約

に

依
 

る
ま
す
ホ
ッ
ブ
ス
、
ル
ッソ
丨

と

の
相
違
が
存
法
す
るこ
と

を

看

逃
す
事
が
出
來
な
いo.
モ
レ
リ

ィ

に

よ

れ

ば

、

社
會
の
生
成
は自 

霞

.

.必
然&

で
あ
る
。
而
し
て
此
社
會
は
人
間:0
自

己

考

艰

會

性

;:
<
?
:
を
兩
樞
軸
と
.す
る
靈
妙
な
る
自
働
機
械
で
あ

名o

こ

の

『

社 

f

稱
す
る
自
働
機
械I

.
て
鏡
て
は
測
定
せ
ら
れ
、
總'て
は
建
せ
ら
れ
、
總
て
は
豫
見f

れ
る
o
此

機

械

は

一
言
に
し

て

言 

へ
ば
‘

的
部
分
か
ら
組
成
せ
ら
れ
セ
ゐ
る'と
は
言
へ
、
彼
等
の
理
性
に
關
係
な
く
作
用
す
る』

8

の

で

I

O
か
く
社
會
太

一間

Q.

自
働
機
械
.で
あ
る
が
、
こ
は
決
し
て
偶
然
の
所
產
で
は
な
く
實
に
神
の
所
造
で
あ
る
。
.M
し
て
神
の
所
造
な
る
自
働
機
械
な
る
社# 

は
人
類
の
典
同
幸
福̂

.い
ふ
神
'の
..豫
-

K

し

給

へ

る

唯

，
一

至

高

(0
目
的
を
實
現
す
名
こ.と
を
以
て
そ
の
使
命
と
せ.る
も
の
で
あ
る
。
茲
に 

自
然
法
的
社
會
の
本
質
的
基
礎
ぶ
與
へ
ら
れ
た
の
：

■で
.あ
：る
。「

そ
れ
故
に
道
德
と
政
治
と
：は
只
管.か
\
る
玄
妙
巧
緻
な
る
自
然
の
配
劑
に 

基
き
”
夫
々
の
方
法
に
：ょ
つ
て
自
然
を
補
佐
す
る
こ
と
に
：努
カ
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

«0

即
ち
人
類
諸
勢
カ
の
分
配
に
基
い
.て
各
人
の
權 

利
義
務
を
規
定
し
彼
等
の,«
分
を
配
當
す
べ
き
で
あ
る
。
人
間
の
：精
神
と
行
動
と
を
吏
配
す
る
諸
科
學
を
研
究
し
て
、
社
會
の
結
合
を 

維
持
し
、
强
化
せ
し
む
る
眞
班
の
方
法
を
確
立
ず
べ
き
で
あ
る
。
位
階
雈
缚
名
譽
を
測
定
す
る
に
は
宜
し
く
各
市
民
の
才
能
、
熱
意
、 

勤
勞
の
程
度
を
以
て
す
べ
き
で
あ
，る
。
若
し
人
間
が
善
良
た
る
事
に
比
例
し
て
、
偉
大
と
せ
ら
れ
、
尊
敬
せ
ら
れ
又
他
人
ょ
り
一
層
優
良 

と
な
る
こ
み
に
比
例
し
て

r

層
尊
敬
叱
ら
る 

>と
言
ふ
が
如
く
規
定
す
れ
ば
、
市
民
相5:
の
間
に
は
期
せ
ず
し
て
、
互
に
幸
福
た
ら
し
め 

ん
と
競
爭
心
の
外
何
物
を
も#
在
し
な
く
な
る
0
又
.野
心
は
他
人
を
踮
迫
し
、
從
屬
せ
し
む
る
の
欲
望
か
ら
轉
じ
て
、
勤
勉
に
於
て
、 

i

に
於
い
て
他
人
を
凌
駕
せ
ん
と
の
欲
望
と
な
る
。
斯
く
の
如
き
が
神
の
意
匠
に
適
應
せ
る
社
會
即
ち
自
然
法
的
社
會
の
某
礎
的
權 

成
で
..あ
る
。
嘴
の
道
徳
家
、
立
法
家
が
そ
の
社
會
改
造
に
當
て
正
に
準
㈱
す
ベ
き
皿
ハ
皿
は
兹
に.#
す
る
。
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(

五)
.

織
て
の
民
族
.は
其
起
源
を
單

一

若
く
は
數
個
の
家
族
に
負
ふ
こ
と
恒
な
る
が
故S
 く
と
も
敷
ケ
.年
間
は
父
權
的
政
府.0
形
_
を
保 

持
し
、
f

家
長
に
ょ
つ
て
兄
弟
及
隣
人
の.間
に
釀
成
さ
れ
た
情
愛
並
に
溫
情
のI法
則
を
遵
守
し
、
而
し
て
一
切
の
財f

共
有
と
な 

し
、

自
ら
'，は

何

等

の

財

産

を

^
領
营
す
る
.と
と
な
き
穩
和
な.る
權
カ
に
服
し
て
居
た

0

ア
メ
リ
カ
土
人
並
に
古
代
ス
キ.テ
ィ
ア
人
の
= 

‘き
.は
こ
-の
適
例
で
あ
る
。
然
る
に
襲
の
增
加
に
伴
れ
て
、
骨
肉
的
結
合
の
感
情
は
驰
緩
し
、
家
長
の

I

も
亦
_

し
を
o
可
^
か

特
殊
原
因
の
た
め
.に
人
口
極
め
て
尠
くV
而
も
久
し
く
そ
の
鄕
土
に
止
ま
り
し
國
民
は
尙
、
依
然
と
し
て
簡
素
自
然
な
る
當
初
办
政
府 

形
態
を
保
持
し
て
居
た
し
又
人
口
著
し
く
增
加
せ
る
に
尙
住
所
を
變
へ
る
こ
と
な
く
舊
鄕
土
に
踏
止
ま
れ
る
民
族
も
亦
、
縱
令
同
胞
人 

感
傲
を
多
分
に
失
ひ
し
と
は
い
へ
：依
然
と
し
て
父
權
的
政
府
の
形
態
を
保
持
し
て
居
た
。
然
る
に
人
口
の

0
い
大
な
る
增
加
の
結
果
、

移
住
の
外
道
無
き
に
至
つ
た
。
移
住
に
伴
ふ
困
難
、
移
住
地
の
地
位
、
性
罾

^-
是
等
の
事
情
の
.た
め
に
父
權
的
政
府
の
組
織
と
相
容

れ
ざ
石
制
度
を
採
用
す
る
の
见
む
な
き
に
至
つ
た
。
か
ぐ
て
父
權
的
政
府
の
：蕋
礎
た
り
し
同
胞
的
感
情
は
致
命
的
打
擊
を
蒙
つ
た
。
父 

權
的
社
會
衰
頹
0
物
的
原
因
:̂
要
約
す
れ
.ば
次
の
.三
つ
に
盡
き
る
。.第
一
.、
家
族
の
增
加
I

之
に
伴
ふ
て
血
緣
感
情
及
共
同
社
會
精 

神
が
減
退
し
た
。
第
ニ
、
移
往*
-
^
-
之
に
ょ
つ
て
，各
家
族
は
共
同
社
會
を
破
壞
す
る
の
止
'む
な
き
に
た
ち
至
る0
蓋
し
移
住
に
際
し
て 

銘
々：

、
荷
物
蒞
く
は
食
糧
を
搬
出
す
る
か
ら
で
ぁ
る0.第
三
、
.新
移
住
地
0
障
碍
及
困
難
之
で
ぁ
る0
.
,

か
く
血
綠
感
情
、
共
產
精
神
を
消
失
せ
し.め
た
是
等
の
.原
因
こ
そ
個
人
、.家
族
、
民
族
相
互
間
の
親
鱗
、.葛
藤
の
原
因
で
ぁ
り
、
從 

て
文
|
切
の
市
民
的
抗
爭
、
戰
爭
及
掠
奪
の
悼
ま
し
き
原
因
.で
ぁ
る
0
か
く
て
民
族
は
分
裂
し
、_
隔
す
る
0
時
の
_經
過
、
場
所
、
風 

俗
、
.言
語
の
相
遠
が
同
：一
鄕
土
、
言
は
ば
同
：

1

種
族
に
出
で
た
み
諸
民
族
間
の
血
緣
觀
念
を
殆
ん
ど
全
く
破
壤
し
て
し
ま
つ
た
。
些
少 

の
異
論
、
輒
礫
も
常
に
相
互
に
相
食
ま
ね
ば
止.ま
ぬ
と
言
ふ
狀
態C

〕

、
即
ち
エ
ビ
ク
ロ
ス
、
ホ
ッ
ブ
ス
の
所
謂
自
然
狀
態
が
蔹
に
現
’ 

出
す
る
。
 

:

:
1綠
感
情
の
衰
願
消
失
に
伴
ふ
總
ゅ

：

る
不
，刺
の
結
果
と
し
そ
諸
民
族
は
、
法
律
制
定
の
必
要
を
感
知
し
、
之
に
從
ふ
こ
と
を
肯
ず
る 

に
至
；る
。
，爲
に
法
律
が
生
れ
る。

.
:
:
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5

然
.る
に
：法
律
の
制
定
善
て
立
法
家
は
自
然
の..法
を
忘
れ
、
情
弊
を
矯
疋
し
、
惡
慣
習
並
に
偏
見
を
撤
廢
.せ
ず
、
又
自
然
の
原
初
の 

:
制
度
に
.近
接
し
之
I

活
す
I

手
段
を
講
ぜ
ん
I

せ
ず
、
：徒
6

姑
息
彌
縫
の
策
を
弄
し
て
瓦
解
に
|
.
る
社
會
性
を
支
持
せ
ん 

. と
す
る
. ：..

力
、
る
姑
息
的
法
禅
は
眞
に
人
類
を
匡
救
す
.る
所
以
と
は
な
ら
ず
却
て
悲
し
む
べ
き

不

幸

を

蓬

し

た

。
法
律
は
宜
し
ぐ
杜 

會
性
て
ふ
第
：S

自
然
法
を
呼
び
返
し
、
之
を
實
現
す
る
た
め
：に

塑

せI

べ
き
で
あ
つ
たo

o

然
る
に
世
の
-所
謂
聖
人
賢
者
と3 

す
る
道
徳
家
、
：：立
法
家
等
は
人
類I

か
ら
自
然
.の
財
貨
を
剝
奪
：む
、：.慕
の
賢
明
な
る
配
劑
1

廢
し
：

T

切Q

罪
惡
に
門
扉
を
披
き 

(

忍
利
愁
貪
著
煽
楊
し
.、
以
て
S

の
社
會
性
の
速
鎖
を
切
斷
し
て
し
ま
つ
た
。
..彼
等
は
無
謀
實

 

そ 

の
罡
蠢
と
し
て
存
在
す
ベI

.
の
を
_

し
以
.て
社
會
性Q

消
滅
を
促
進
U
だ

黑o
;
j

は

實

に

拙

劣

な

齒
 

凡
そ
財
貨
の
分
割
は
そ
の
平
等t
 
士
不
平
等
た
I

を
問
は
ず
、
.
.
分
割
部
分
の
個
別
的
所
有
を
許
容
する
所

以

で

あ

り

而

し

て

こ
 

は1

切
の
社
會
を
通
じ
て
か
の
ホ
レ
ェ
ス
が
一
切
不
宰0鐘
と
言
へ
る
所
の
も
の
であ
る
。
現

今

の

總
ゆ

る
政

治

的

並

に

道
德
I
 

象
は
孰
れ
も
悉
皆,
此
導
な
る
霞
に
邀
ぐ
結
果
で
あ
るo
,德
性
、
：惡
德
、
放
逸
、
罪
惡
の
起
源
、
，
發
展
、
.及
關
聯
、
.善
悪
行
動
の 

眞
JE
の

囊

、
.人
間
意
志
0
決
定
、.，激
情
の
_

、
激
情
抑
制
の
た
め
の
敎
麗
法
律
の
翁
、：
無
力
丨
是
等
に
關
す
る
一

切

の

問
 

題
は
凡
て
私
有
財
産0
ぼ
實
に
ょ
'つ
て
說
明
じ
且
つ
7]
;
解
す
る
こ
と
が
出
來
る0
:總
3

等
.の
：結

营

生
^
^

頑
迷
に
も
、
-•社
會
性
S

鎭
を
ば
、
：本
來
全
人
類
に
不
可
分
的
に
歸
学
べ
き
共
同
財
貨
に
對
す
る
僧
奪
的
所
有
に
ょ
つ

^

切
斷
せ
1>

办
た
事
に
基
く
0

0

0

,°
:

:

-

.

;

-

:

• 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

國
民
が
血
綠
感
情
の
消
失
に
伴
ふ
同
胞
相
食
む.無
秩
序
狀
態
に
倦I

、
I

往
時
の
社
會
性
を
揭
望
す
る
昼
と
時
、
若t
初

期
の
道
德
家
立
法
家
に
し
て
、
國
民.に
對
し一

切
.の
不
幸
の
.第
一
原
因
た
.る
私
有
財
産
に
對
す
る
憎
悪
を
鼓
吹
し
、
永
遠
に
之
を
禁
止 

す

る

む

必

要

を

了

解

せ

し
：！3

ん
■と
欲
し
た
な
ら
ば•

そ
は
極
め
て
容
易
ひ
業
で
あ
つ
た
で
あ
ら
ぅ
し
又
禍
根
を
後
世
に
遺
す
が
如
き
こ 

と
は
無
加
つ
た
で
あ
ら
ぅ0;
.
.然
る
に
是
等
0
人
々
は
そ
の
指
_
せ
ん
と
す
る
阈
民
と
同
樣
の
誤
護
に
陷
り
、
遂
に
不
幸
の
眞
因
を
認
識 

す
る
こ
.と
.力

出
來
な
か
つ
.た

o
彼
等
は
私
有
財
產.と
利
己
.の
精
神
と
が
最
も
恐
怖
す：、、へ
き

刑
節
に
も

打
勝つ'.

程
執
抛
な
る事
實

を
看
姆 

じ
で
ゐ
た(

，)

0
か
く
て
國
民
.に
對
し
て
姑
息
的
法
律
釔
與
へ
た.の
で
あ
る
0
.
'
.
栽
に
國
民
の
'背
德
の
種
子
は
藤
か
れ.た
0
で
あ
,
.
.か
：
 

く
私
有
財
産
制
の
確
立
せ
ら
る
、
と
共
に
所
謂
：自
然
法
的
社
會
狀
態
は
売
全
に
崩
壞
し
て
、
兹
.に
國
家
狀
態
即
ち
貧
富
の
區
別
の
上
に 

立
て
ら
れ
.た
文
明
社
會
が
.呱
々
の
聲
を
揚
げ
る
の
で
あ
るo . 

.
.*
>

.
 

, 

、

:.
■'.'

■
爾
今
上
は
帝
王
、
法
王
ょ
り
下
は
牧
羊
者
、
賤
僧
に
至
、る
迄
.一
切
の
人
間
を
支
配
す
る
も
の
は
個
人
的
利
益
て
ふ
怪
物
で
あ
る
。
而 

ら
ば
此
怪
物
は
何
物
か
ら
生
じ'た
か
と
言
ふ
に
、

一
に
全
ぐ
私
有
財
產
の
結
果
で
あ
る

C

凡
そ
私
有
財
産
て
ふ
暴
君
の
：君
臨
す
る
所
に.
 

は
自
由
ひ
完
全
な
る
狀
態
は
之
を
觉
め
ん
と
す
る
も
全
<:
紙
勞
の
業
で
あ
る
？
最
善.の
.政
府
形
態
に
つ
い
て
人
の.論
_
す
る
の
は
勝
乎 

で
あ
り
又
最
賢
明
な
る
共
和
國
建
設
の
手
段
を
發
見
す
る
の
は
人
の
任
意
で
あ
る
が
、
荷
も
私
有
財
產
を
根
絕
せ
ざ
る
限
り
、
之
を
達 

欣
す
る
事
は
全
く
不
可
能
で
あ
る

(

7)

0 

. 

.. 

: 

/

古
來
繁
榮
せ
し
諸
带
國
の
興
亡
隆
替
の
歷
史
を
尋
ぬ
れ
ば
、
そ
の
.孰
れ
の
.帝
國
も
必
ず
先
づ
民
主
政
治
に
始
り'.
>
次
で
貴
族
政
治
に 

移
り
、
11
に
君
主
政
に
變
り*
專
制
政
に
至
る
に
及
ん
で
、
久
し
か
ら
ず
し
て
崩
壞
の
道
を
迪
ら
ざ
る
も
の
は
な
い
。
人
は
言
ふ

•

民 

主
政
の
原
理
は
誠
實
、.德
_
、
貴
族
政
の
原
理
は
患*
君

產

の
.そ
れ
は
名
譽
'
而
し
て
專
制
政
：の.原
现
：は
恐
怖
で
あ
る
と0
し
か 
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レ
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し
、.こ
は
全
く
皮
相
且0'
'
淺
簿
办
見
解
で
あ
石0
是
箏
の
.政
：體

は

先

：々

相

興

れ

る

に

撖

ら

^'
:
何

れ

も

觀

度

办

差

と

そ

あ

れ

一

切

，
.の
.
基 

礎
中
最
?>
•致
命
的

.

の
も
0;
'
即
ち
私
有
財
產
を
其
原
理
と
せ.る
^
の
で
あ
る
0パ

.

.

.

.

.
K 

民
主
政
ょ
り
貴
族
政.
貴
族
政
ょ
り
君
主
政
、
君
主
政
ょ
り
尊
制
政
へ0變
化
：即
ち
^ :
命
を
'人
.は
偶
然
即
ち
運
命
に.歸
せ
ん
と
す
る
0 

然
し
こ
は
全
ぐ
誤
_
で
あ
る
o'
革
命
の
進
行
は
一
定
不
易
で
あ
り
、
偶
然
と
見
ゆ
る所
の
も
の
は
決
し
て
眞
正
の
m
命
で
は
な
い
。
革 

命
の
中
に
は
偶
然
なふ
何
嫩
お
も
苻
注
レ
な
い
0
'ぞ
の
原
因
ぽ
唯
秘.办
.て
.感
覺
的
纪
る
%'
-
の
即
ち
私
有
財
產
に
す
ぎ
な
，い0
こ
れ
が
或 

時
に
は
人
酿
を
結
合
せ..し
め
、'
.或
瞭
は
服
從
さ
せ
或
隊
は
抑
舰
す>
0
0革
命
の
導
火
線
は
實
.に
私
有
財
產
及
利
益
の
錢
忍
な
る
精
神
に 

外
な
ら
ぬ
タ
從
て
總
て
の財
貨
が
共
有
と
せ
ら
.る
.
'

g

に
は
國
家
の
殳

,

期
U
て
俟
つ
：ベ
く
、
、そ
の
政
體
の
民
由政
た
る

と

、

*
^
 

I
政
た
る
'ど
君
主
政
た

.

る
と
將
又
專
制
政
た
る
と
：は
全
く
問
ふ
所
で
は
な
い(

S)

:

,
世
界
を
通
じ
て
凡
そ
最
も
殘
忍
に
し
て
、
商
業
の
利
益
や
掠
奪
に
最
も
熱
中
せ
る
國
民
は
最
も
犯
罪
的
傾
向
を
有
す
る

所
の
國
民
で 

ぁ
0.
で
、
殆
ん
ど
常
に
最
も
恐
る
ベ'き
法
#
と
神
と
.を
有
つ
で
ゐ
た
。
チ
ー
ル
人
、
シ
ド
ー
一
ヤ
人
、
カ
ル
タ
ゴ
人
、
ゲ
ル
マ
ン
人
、
ゴ 

1
ル
人
、
ス
■ベ
ィ
シ
人
等
は
之
で
あ
っ
た0)

0:
之
に
反
し
、
最
も
人
情
豊
か
に
、
最
^
柔
和
な
る
國
民
は
常
に
殆
ん
ど
何
等
の
私
有 

財
産
を
有
せ
ざ
る
か
、.又
は
尙
未
だ
一
般
的
に
之
を
確
立
せ
ざ
る
國
民
で
あ
っ
た
？
從
て
最
も
利
益
に
恬
淡
に
し
て
、
且
つ
そ
の
同
胞 

に
對
し
て
善
行
な
る
國
民
：で•あ
っ
た(

10
ズ

?〕
'
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.
人
間
の
社
會
挫
：の.成
党
を
說
明
す
る
自
已
愛
郎
ち
自
己
保
存
欲
の
，自
然
主
義
的
原
理
は
同
時
に
又
道
德
の

■成
立
を
說
明
す
る
。
モ
レ 

$

,̂の
道
德
理
論
ば
彼
が
社
會
理
論
の.1.

部
た
る
：に
ず
ぎ
：な
い
：。
荤
し
、
彼
に
よ
，れ
ば
道
徳
的
要
請
は
社
會
的
結
合
の
：必
然
性
に
よ
つ 

,
.‘て
條
俾
付
け
.ら
れ
：る
も
の
_で
あ
り
、
而
も
社
會
的
結
合.の
維
持
は
.
1定
の
道
德
的
規
範
を
要
求
す
る
も
の
だ
か
ら
で'あ.る
0
モ
レ
リ
ィ 

':
■>の
道
德
は
M

徹
尾
社
會
的
性
質.を
有
す
る
も
の
‘で
あ
.つ
て
、
.か
の
.中
世
紀
に
通
有
な
る
宗
敎
 

專
ら
人
間
性 

•灰
其
欲
望
よ
0
演
繹
せ
ら
る
彼
の
言
ふ
所
に
よ
れ
ば
、
：
人
間
の
總
て
の
行
爲
..の
诌
的
は
幸
福
に
在
る.0
こ
0
幸
福
は
.
1に
自
己
愛 

:即
ち
保
存
欲
-の
：完
全
な
る
充
足
に.あ
る
が
、
'こ
の
.事
た
る
や
、
單
獨
無
援
の
坐
活
：に
於.，て
は
到
底
不
可
能
事
で
あ
り
、
從
て
必
ず
や
他 

人
の
協
力
支
援
を
必
要
と
す..る
o
,か
A
る
&

の
欲
望
と
無
力
と
が
人
間
を
相
互'に
接
近
せ
し
む
.る
o ,か
、

る
接
近
か
ら
善
行
の
感
精 

:

',
•
モ
ド
リ
ネ
，

『

自
然
法
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5
:
1
1
:
(

1

5
山i 

ヵ
^
^
洛̂
^
從
^
て
善
行
は
人
間
か
自
已̂
宰
福
^
獲
得
す
^
靜

—

善
行
は
生
存
愛
>
,7*
で 

名

£
4麥

S

:
及

&
、『

人
間
は
恒
に
前
も
:'
'
.何
事
£

.-
%
增

；
し
，
て

い

幸

福

，
た

ち

ん

：
こ

と

.を
欲
ず
.̂
-'
0
人
間
：：の
無
カ
が
人
間
は
相
互
学 

援

助

な

々

し

て

：は

到

底

幸

福

：と
な
り
：得

ざ

る

事

を

敎

ベ

る

0
.人
間
は
文
.自
已
|

檬
の
，靈

を

有

ず
'
|
.の
が
盤
に
^

蟄

.'

.
0
.
人

間

撞
.に

皇

(0
幸
福
が
他
人
0
;そ
れ
に
依
存
す
'る
事
、

E
 

H:

善
行
が
自
已
0
現
在
办
宰
福
.を
獲
得
ず
る
第. 一Q

、
.

而
も

.
 

最
も
安
全
な「
る
方
法
な
る
こ
と
：を
確
認
す
る''
0
汝
幸
福
た
ら
.ん
：
ど

欲

す

れ

ば

宜

し

ぐ

善

行

的

だ

れ

』(

2

0
と
：̂
ひ
又『

吾
人
の
感
性
が
‘
. 

そ
0
指
導
者
と
看
做
す
る
も.の
は
實
に
唯
_、
善
行
§:觀
念

あ

る

：
の
.み
で
あ
る』

^
3
0と
も
云
つ
て
ゐ
る
。
か
く
て
他
乂.
/V3
H

の
ら 

要
を
敎
ふ
.る
為
は
結
局
.に
於H

、

自

己

保

囊

、
即
1

已
.愛
.の
：感

情

で

曼

。
自
己
愛
馨
行
を
營
ま■し
む
t

の
..

で
.あ
るo

即 

ち
一
切
の
.善
行
の
原
理
は
.こ
の
愛
で
あ
る(

4
>
0
.

賢

明

.な

る

羽
B-
0
發
現
と
し
て
の
道
徳
的
行
爲I

こ
れ
乇
レ
リ
ィ
が
道
德
赞
學
の
核
心
で
あ
る
。
兹
に
彼
が
道
德
理
論
の
個
人
主

義
的一

快̂
樂
主
.義
的
M
質
.が
抱
藏
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

一
切
の
人
間
行
爲
の
.直
接
的
目
的
が
一
般
的
幸
福
で
あ
っ
て
、
固
人
的
幸

〖Is

で

は

な

い

と
い
‘ふ
事
實
は
決
し
て
彼
が
道
德
理
論
の

幸

福

主

義

的

性

質

と

毫
末
も

矛
盾
す
る

も

の

で

は

な

ハ

。

藉

し

、
彼

に

よ

れ

ば

、
觸

人

的

禾

.备

の

最

，安

全

な

る

保

證

は

. ®
fc
一
.般
的

利

益

の

保

證

の

中

に

伏

在

す

る

か

ら

で

あ

る

。

モ

レ

リ

ィ

以

爲

へ

ら

く

、『

人

間

の

，

望

の

唯一

の

對

象

、

行

賢

篇

ー

$
動

機

は

共

同

幸

福

で

あ

る

。

藍

し

、
彼

自

身

の

幸

福

は

共

同

幸

福

の

必

然

的

歸

結

で

あ

る

か

ら

で

あ

る

』
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I 

:

,

.

:

茲
に
'

+

八
世
紀
：の
道
德
哲
學
及
社
會
慕
の
通
念
た
る

個
人
的
利

益

と

社
會
的
利

益

の

吻

合

調

和

の

觀

念

が

表

は

れ

て

ゐ
る
。

彼

0

後
維
た
る

^
ブ
：.リ
ィ
の
社'#
群
擧
の
如
き
は
全
く
斯
種
の
著
想
に
出
づ
る
も

の

で

あ

るo 
r

S

リ
，ィ
に
よ
れ
ば
、
：善
行
は
荅
人
の
總
ゆ
る
道
德
觀
念
中
、
最
上
位
の
も
の
で
あ

.り
、

又
神
の
觀

念

の

第
一
原
理
で
t

o
善
行
は 

人
間
，を
神Q

觀
念
'の
高
所
に
迄
高
！

I

す
る
o
こ
の
觀
念
の
み
が
人
間
理
性
の
一
切
の
能
力
を
完
成
し
、
そ
の
能
力
を
し
て
眞
正
の
用
途 

を

,:
1
,:-
:
さ̂
，し
め
^0
-

'
,#
行
瓜
篇Aff

也
良
然
的
秧
序
に
於
て
は

一

切
の
他
の
觀
念
に
先
行
す
る
。
而
も
神
の
觀
念
に
對
し
て
も
0
善 

觀
#
は
神
:;
€
>觀

含

_

*^
り
、
原
.理
た
る
べ
|

の
2

る
。
そ
れ
故H

神
の
觀
念
は
善
行Q

觀
念Q

霞

す

f

共
に
鳘
す
る
。

世
に
惡
と
稱
せ
ら
る. 

>も
の
に
物
質
惡
と
道
德
惡1
が
あ
る
。
神
の
前
に
は
物
質
惡
も
道
德
惡
も
共
に#を
し

な

い

0
物
質
惡
と
f 

:

.ば
れ
る
も
.の
..は
人
間
0
認
識
淺
少
.に
し
.て
能
ぐ
實
在
の
秧
序
及
連
繫
を
認
識
し
得
ざ
る
に
基
く
も
の
で
あ
つ
て
、

豫

め

人
間
を
毀

損

せ

 

ん
と
.の
神
意
の
結
果
：で
は
斷
じ
て
な
い.
.0
.
物
質
惡
は
神：&

業
で
は
^
い
：。
、：
道

德

惡

同

じ

く

全

ぐ

神

の

關

知

せ

ざ

る

所

で

，あ
つ
、
て
、
、
其

緣 

/4
由
.は
ー
づ
：に
理
性
的
動
物
、
換
言
す
れ
ば
世
俗
道
德
.の
^
だ
.ら
ぜ
-L
所
の
..W
0
:
で
あ
.る
：。
蹁
は
如
何
な
る
惡
を.も
創
造
す
る
事
.な
しo 

-
旣
‘に
述T

た
各
が
如
ぐ
神
は
人
間
に
對
し
、
そ
の
、よ
：兩

へ

き

指

針

と

自

！

UfJ;

を
與
べ
て
ゐ
る
>
:其
故

：
に

社

會

性

:<
?
:
共

に

自

已

愛
 

'
よ

り

自

然

必

然

的

に

演

繹

：せ

ら

る

V
善
行
は
：又
神
の
：意
圖
で
羌
あ
る
、

『

：人
：グ
よ
善
行
た
れ
、
神
は
ぞ
れ
を
欲
し
、
そ
れ
を
命
ず
S
K
5vy
o 

.然
る
に
今cf

に
於
て
は
不
幸
にf

斯
る
人
性
.の
美

質

は

變

化

，
し

-,
>
;
:
相'2:
.に
相
扶
く
る
自
然
の
性
向
を
失
ひ
、5:
ヒ
他
を
毀
«

す
る
の 

實

狀

で

蒙
^

乂̂
龜
倒
を
惹
起
背
ん
唯
ー
办
事
物
ノ
そ
れ
は-秘
有
財
摩
馨
為
透
ゾ
ジ
^
ぃ

'

; 

; 

.

'■
，
•.
•
釜
世
界
.に
於
け
る
唯一:

の
.罪
悪
は
貪
慾
贫
l

e
货
あ
§

_

蒗
^
磐
罪
惡
は
其
名
稱
9
如
何
を
問
は
ず
、
孰
れ
も
、
こ
の
貪
慾 

■'
«
*よ
れ
生
れ
る
音
調
で
あ
れ
音
程
衣
る
に
す
笫
な
い
け
貪
慾
績
妙
名
籠
の
請
笮
河
セ
あ
ヴ
、

メ

ラ
ル
、ギ.M女
.

ル
；：

M
f
w
e

シモ
-
V
H
P自

然

窮』

^:

思
：想
的
！

a

景 

一

璧

、-
\
—
5
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三
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.CI

八
，'

U

八>: 

で

あ

りo'
根
基
で
.あ
り
、
f

物
で
-あ
る
o
虛
榮r 

"自
慢
、
倨
傲
、
野
心
，
猾It
、
僞
善
、
，：太
罪
を
分
柝
し
、
更
に
詭
辨
的
德
行
の
六
. 

部
分
を
分
解
す
れ
ば
總
て
は
此
の
狡
猎.に

=1
>
て
有
害
.な
る
元
素
即
ち
所
有
慾
に
：還
元.せ
ら
：る
>'
ハ7
^
\
.
:
'

述
：せ
し
が
如
き
一

：

切
の
道
德
惡
を
除
去
す
る
の
道
は
私
有
財
產
の
撤
廢
を
措
い

K

外
，に
は
，な
い
。
私
有
財
産
及
之
に
伴
ふ
盲
目
的 

に
し
て
且
：つ
冷
酷
な'

る
，：

靴

霖

を

除

去

し

、
之

等

を

支

持

す

る

偏

見

と

鍩

誤

.と
を
；
掃
せ
ば
、
最
早

.や
、

人
間
相
互
間
の
攻
防
の
抗
爭
は 

f

&
り
、
鶴
激
な
る
激
情
も
、
殘
忍
な
る
行
動
も
跡
を
斷
ち
，
か
く
し
て
遣
德
惡
の
觀
念
は
擧
げ
：て
消
滅
す
る
に
至
る

o
o
o

藍
し
•

1

切
社
會
の
.普
遍
的
黑
死
病
、

：

弛
張
熱
、.肺
病
た
る
特
殊
的
利
益
な
る
も.の
ば
そ
の
糧
食
並
に.些
少
の
危
險
な
る
誘
因
の.存
往
せ
.ざ
る 

所
に
於K

は
決
し
て
成
育
す
る
の
憂
な
く
又
、.'
私
有
財
産
の
存
在
せ
ざ'る
.所
に
ゆ
*
!
’
そ
の
有
害
な
る
結
果
の
#
在
し
得
る
理
が
な
い
か 

ら

で

あ

る

分

而

.し
て
私
有
財
産
を
設
定
し
た
も
の
は
世
に
所
謂
道
德
豸
S:
法
家
と
稱
す
る
所
の
も
の
の
同
復
し
難
き
錯
誤
で
あ
る
o 

茲
に
社
會
百
弊
のa
:子
は
蒔
か
れ
た
の
で
あ
る,0
.
:
:
'
'
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ム
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H
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.

'
社
會
.胜
.と
.そ
の
道
徳
的
表
現
た
る
善
行
の
圓
滿
な
る
發
撺
に
よ
つ
七
人
類
の
共
同
幸
福
は
實
現
せ
ら
れ
、
そ
の

_
然
的
歸
結
と
し
'て 

自
己
.愛
は
完
全
に
充
足
：せ
：ら
れ
，
從
て
又
個
人.の
幸
福
は
達
成
.せ
ら
れ
る
。
本
來
、
社.會
は
、
斯
る
使
命
の
達
成
を.そ
の
.唯
一
存
在
 ̂

由
と
し
て
神
の
意
匠
に
成
れ
る
、
靈
妙
に
し
て
而
も
單
純
な
る
自
働
機
械
：で
あ
る
。
兹
に
自
然
法
に
基
く
社

#
の
.基
本
原
理
が
存
す
る
。 

然
る
1に
社
會
が
斯
る
本
然
の
：姿
を
喪
ひ
、
現
實
に
見
.：.る
が
如
き
，
低
調
醜
惡
な
る
形
相
を
露
呈
す
る
に
至
れ
る
は
一
に
全
く
所
謂
賢
哲 

と
溯
す
る
佌
俗
谨
德
家
並
に
立
法
家
の
過
誤
で
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
彼
等
に
よ
つ
て
導
入
せ
ら
れ
し
私
有
財
産

Q

結
果
で
あ
る
o
そ
の 

社
會
的
た
る
と
道
德
的
：た
る
と
に
；論
無
く
凡
そ

1

切
の
：
禍

：惡

と

糚

せ

ら

る

V
も
の
.は
窮
局
に
於
て
此
私
有
制
に.還
元
せ
ら
る
、
も
の
で 

あ
る
。
か
く
ズ
自
然
法
は
姿
を
消
し
た
。
.今
日
に
至
る
迄
、
世
俗
道
德
並
に
政
治
は
自
然
法
：の
虚
虛
の
上
に
建
設
せ
ら
れ
た

0
社
會
改
. 

造
の
使
命
は
宜
し
く
斯
る
事
實
を
顚
倒
し
て-
失
は
れ
た
，る
自
然
法
を
洱
建
す
る
に
あ
る

(

1〕

0
社
會
的
者
の
完
全
に
し
て
而
も
唯
一 

の
自
然
的
實
現
は
自
然
法
的
社
會
、
換
言
す
れ
ば
社
會
主
義
社
會
秩
序
に
於
て
の
み

.始
め
て
能
く
可
能
で
あ
る
。
.
而
し
て
斯
の
如
き
社 

會
秩
序
の
實
現
は
何
よ
り
も
先
づ
私
有
財
產
制
の
廢
絕
を
必
要
土
す
る
。
か
く
し
て
初
め
て
モ
レ
リ
ィ
の
所
謂

『

人
間
が
こ
の
世
に
於 

て
能
ふ
眼
り
幸
福
で
：あ
,̂
且

-0
善
行
な
る
.が
如
き
狀
能』

9

>
が
見
出
さ
る
、
の
で
あ
る
。

=e
_
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.
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法
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1
^
然
#
戀
1
1
;
に

合

致

す

るS

の
横

皿

』

と
題

し

て

理

想

社#
の
.見

収
11 

.場

■
藤

：
い
;^
1

;0
茲
に
^
の
..要

點

深

に»
て

述
^
 ̂

V 

■,

, 

.

.

.

.モ
レ
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^
イ

装
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社
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<3
社

會

忆

於

け

る
.何
物
^
特

に

財

產

志

て

侗
;A
に
：̂
歸
«
ザ
る
.こ
i
な

し

、
伹1>
各

人
.の
'm
望
”
快
_

く

は

部

日

の

終
,! 

ツ
の#
め

粑

實

際

忆«
相

せ

ら.る
：る
：寨

物

は

こ

や

限

：类

诽

文

，
；
一

 

ヘ

イ
i

:
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一
.
：
.
.
ノ 

^
1

)

總
.ヤ
：
の

ー

市

馮

祗

國

家

-0
費

：凋

忙-:
«
3
:
つ
て
給
養
せ̂
れ

フ

旦

つ

給

養

；せ
も

.る

..、公
^
'

 ̂

.

(

1
-0
總
て
，
の
ー
^

は̂

そ

，の.
«ブ
:.
'
:
;
才
，能
，並...
に
年
.齡
..に
應
じ
:̂
 ̂

,パ 

.

.

.
兹
忙
將
來
社
#
§
碁
本
的
原
-]
1
:^
_
立
せ
ら
.れ
た
の
で
^

-»
)
;^
‘之
，に
ょ
つ
，
て

建

設

せ

ら

る

べ

含

社

會

2>
本

質

的

^
崔

は

規

定

せ

ら

る 

■li
;:
9
右
原
則
杧
鑑
.て
吾
：<
.の
#|
1
.
&
^
,
る
.所
^
ょ
れ
ば
、
；モ
レ
リ■イ
が
自
然
法
.に
合
致
す
る
:̂
の
：と
し
て
、
只
®

襄
す
る
理
想
社
會
の
形 

態
が
、.
.勸
く
：と
も
共
產
ま
義
沧
な.い
.と
：
と

对

明

か

で

あ

.る
。

此

點

杧

於

，て

吾

ん

.は
モ
レ〗

リ
：イ
を
遵
然
共
產
へ
王.義
黄
と
な
す
諸
學
苕《

3〕 

に
反
螌
す
る
。
蓋
し
前fa
.源
則
の
第
一
に
於
て
看
取
せ
ら
るX
が
如
く
、
モ
レ
リ
イ
は
將
來
社
會
各
成
員
の
欲
望
、
享
樂
の
滿
足
の
た 

め
に
调
に
使
扣
せ
-^
る
\
名
物
那
''
^
所
謂
消
費
手
段
並
に
日
ス
の
勞
働
に
現
に
使
用
せ
ら
る
\
襄
物
郎
ち
勞
働
要
具
の
私
有
を
、
廢t 

せ
ら
^
へ
-t
私
^
財
產
中
**
り

除
，̂
し
て
之
を
許
可
し
て
ゐ
る
か
ら1?
あ
る
。
何
故
に
モ
レ
リ
イ
は
か
く
勞
働
要
具
の
私
有
を
訧
認
し 

て
ゐ
■た
.で
き

う
.か
。
菩
人
结
レ
リ
イ
が
當
時
の
未
發
達
の
經
濟
的
發
展
段
階
に
照
應
し
て
i

め
て
稚
拙
な
る
勞«|
要
具
の
ぬ
有

.の
如
き
は
、一

切
の
tt
#
的
、
道
德
的
禍
惡
の
根
本
と1>
て
^
私
有
財
產
と
し
て
は.問
題
視
す
る
に
.妓
餘
サ
.に
|
!
尠̂

き

も

の

と
，©
，
惟 

せ
し
爲
め
で
あ
，ら
ぅ
と
推
定
す
：る
。
：
彼
が
眞
に
一
切
の
社
會
.的
道
德
的
禍
惡
..の
源
泉
と
目
し
其
糜
此
を
喫
緊
事.と
し
.て
强
調
し
て
ゐ
た 

私
有
財
產
が
土
'地
財
it
及
之
に
類
す
る
も
の.で
’あ
つ

た

で

、
あ
..ち
ぅ
事
は
想
像
す
る
に
難
く
は
な
い
。
吾
人‘は
.软
K
:時
代

の

超

ゆ

.ベ
か
ら 

ざ
る
制
約
を
認
む
る
の
で
あ
る
。.か
く
.て
.吾
人
は
乇
.：レ
リ
'ィ
の
.理
想
社
會
を
共
產
生

：

義
に
非
ず
し
て
社
會
主
義
、：
.
M
に
詳
し
：く
言
へ
ば 

1

種
の
土
地
.社
會
主
義
■と
も
言
.ふ
.べ
き
も
，
の

と

認

む

る

も

'の
で
.あ
る
。
-‘ 

• 

丨
ぃ
‘
：
-
-
, 

•
.

か
>
る
社
會
に
於
て
全
成
員
の
欲
望
を
充
足
す
べ
き
財
貨
の
分
配
は
如
何
に
し
て
行
は
る
、
か
。
之
に
就
て
モ

レ

リ

ィ

は

『

分

配

又

.

.

. 

-

は
經
濟
卜：

の
法

律』

I

 distributives, o
u

 

6
c
o
n
o
m
i
q
u
e
s

と

題

し

.て

大

要

次

の

如

く

述

べ

て

ゐ

る

-°
分
酿
を
圆
滑
に
旦
つ混
亂

な
く 

遂

行

す

る

た

め

'に

全

成
員
を
家

族

(famines)
部

族
(
7
&
1
1
3
'
)

..都

市.(C
i
t
6
s
)

州(

5

。̂.
|
0)

に
分
割
；編

成

す
.る
。
是
等
の
分
割 

は
孰
れ
も
十
進
法
を
寒
礎
と
し
ゝ
各
部
は
各
ミ
同
ー
數
の
成
員
を
名
つ
て
成
る
パ
物
品
规
給
の
規
準
に
就
塞
日

 ̂

'づ
公
共
倉
庫
ヒ
集
積
し
、
而.る
後
、
或
物
は
、.每
日
若
く
‘は
特
定
期
日
に
全
市
民'に
分
配
し
.て
、
.或
は
日
常
生
活
の
欲
望
に
或
は
各
種 

-

職
業
の
原
料
に
資
せ
し
め
、
又
他
物
は
之
を
使
用
す
る
人
々
の
.み
に

提

供

：せ

ら

る

，

1

.時
的
財
貨
は
.、
•.そ
0
栽
f
'x
は
^

製

に

當

り 

’し
人
々
之
を
公
共
の
，場
所
に
運
搬
し
來
り
、
此
處
に
て
分
配
せ
ら
る
、
。
是
等
耐
久
的
並
に

.一
時
的
財
貨
の
：生
產
量
は
各
都
市
の
市
民 

數
交
は
使
用
者
數
に
比
例
し
：て
測
定.せ
.ら

る

..
 

.
 

,

'..
 

: 

•

V
 
.
如
何
な
.る
物
品
：と
，
雖
：も

市

民

相

互

間

の

寶

質

、

交

換

は

'
 
.I 
.切

禁

止

せ.ら
れ
：る.。
故
に
.自
己
：
の.必
要
と
す
る
物
品
は
そ
の
種
類
に
應
じ 

.
'
夫

々

指

定

の

個

所

：：に
赴
い

'て
受
取
ら
ね
ば
な
：ち
ぬ.o:
 
_

國
叉
は
.其
他
.の
；外
國
に
財
-«
の
：
支

猨

を

與

，
へ

敌

は

財

貨

の

供

給

を

受

け

る

場

合 

•モ
レ
ャ
ィ『

自
然
法
典』

美

V

思
想
的
背
景 

I

三
：七

.

(

1,八
三
一)



モ
^
リ
.ィ『

自
.然
法
典
冒
其
思
想
的
背
景
：：

 

一:

三
A

C
l

八
：
三
ニ

) 

.に
は
ぐ‘斯
種

の

敢”
に

眼

り

’

交

換

に
^
り
而
も
業
務
十
切
を
公
表
す
べ
き
擔
任̂

^

と̂
し
て
行
ふ
も
の
と
す
。-'
.
.但
し
か
i
る
取 

引
に
炎
っ
：て
私
有
：財
產.が
.自
國
fc
'
毫
®
尨
導
入
せ
ら
.■る

：V
事

無

：き

樣

愼

東
.鲦

戒

令

要

す

る
.?〕

？ 

r 

•:
'
之
に
依
1?
:
觀
#
が
如
.く
モ
レ
：リ.ィ
は
社
#
主
g
sr
f
c會
に
'於
て
對
外
關
係
の
例
外
盼
場
合
を
除
き
一
切
の
交
換
、
商
業
を
禁
止
す
る
。 

從
.て
交

換

媒

介

具

た

る

貨

幣

が

存

在

す

る

理

な

く

，
又
：.債

格

も

#
在
し
な
い
。
財
貨.の
：供

給

：は

慎

格

：に

よ

っ

て

調

節

せ

ら

る

、

の

で

な

く

、 

市
民
0

_
11
必
要
と
す
る
數
量
：の
算.定
に
藤
4
.。
ト
オ
マ
ス
•モ
ー

：
ア

は

そ
6
:著

:-
1
. 

ri 

l;K
ビ
ヤ」

.に
於
て
、
外
國
貿
易
の
場
合
に
狼 

り
貨
幣
の
俠
用
を
許
し
て
ゐ
る
が
、
モ
レ
リ
ィ
は
前
述
の
如
:-
<
斯

る

場

合

.に

も

例

外

を

許

さ

な

い

ノ

 

，
.
:
.

,未
來
社
會
の
#
遍
的
且
っ
湛
本
的
產
業
は
農
業.で
，あ

っ

：て
、
各

都

市

に

：は
そ
：，̂

往

民

ぬ

食

糧

生

產

並

に

農

耕

義

務

を

有

す

る

人

々

を 

働
か
し
む
る
'に
充
分
な
る
農
地
を
夫
々
保
宿
す
る
が
、
若
丨
#
市
が
.不
毛
地
に
：
所
在
す

^
が
如
き
場
合
.に
姓 

て
、
そ
.の
食
糧
は
虫
:i
し
て
近
隣
.の
都
市
に
仰
ぐ
こ
と
；£.な
る
が
、
斯
る
場
合
に.於
て
も
農
業
圑
を
組
織
し
て
能
ふ
限
り
、
白
，市
の
取 

獲

に

努

力

す

：る

か

又

は

隣

市

の

耕

作

.を

援

助

し

な

け

れ

ば

尨

ら

ぬ 

農
#
は
、.恰
も
今
日
兵
役
_
務
.の
如
く
、
何
人
も
免
れ
得
ざ
る
も
の
で
あ
っ
て-1

ー
十
才
よ
り
ニ
十
艽
才
迄
の
市
民
は
病
弱
に
非
ざ 

る
限
り
：一

度
.は
必
ず
之
に
從
事
す
る
の.義
務
を
有
す
る
。
十
才
に
達
，す
れ
ば
、
何
等
の
强
制
を
受
く
る
こ
と
な
く
、
總
て
住
意
的
に 

_
已
の
性
向
、
：能
力
に
適
合.せ
る
職
業
の
修
練
を
初
め
、
十
五
才
乃
至
十
八
才
に
て
：結
婚
し
-
ニ
十
才
よ
り
ニ
十
冗
才
垣
は
農
業
義
務 

に
服
し
、
ニ
十
六
才
に
し
て
、
自
己
本
來
の
職
業
に
復
歸
し
、

.親
方
.と
：な

る

事

が

»

來
る

10

.尙
'
當

初
.の
職

業

に

復

歸

^

依

然

農 

業
に
從
事
ず
る
場
合
に
於
て
冬
同
様
で
ぁ
そ
；
即

#

何
人
も
農
業
服
役
を
終
べ
て：i 

.

1に
非
ざ
れ
ば
各
®
業
の
_
方
と
な
る
こ
と
が

出
來
な
い
。
而
'し
て
四
十
才
に
達
す
れ
ば
一
，切
の
勞
.«
を
免
除
さ
.れ
て
義
馬
勞
働
者
と.な
.り
任
意
：の
休
翁
自
由.に
.持
つ
こ
.と
が
祖
來
：
 

るG
O
O

此
社
會
に
於
て
農
業
が
如
何
に
優
位
な
る
か
、
'農
耕
が
ー
如
何
に
*
要

尨

る

か

ぐ
窺
は
れ
ス
。
。

モ
レ
リ
ィ
：
の
；
社

會

主

義

は

フ

ィ 

ジ
オ
ク
ラ
ッ
.ト
と
同
じ
ぐ
土
地
を
以
て
最
も
茁
要
な
ゐ
生
產
要
素
.と
な
.
3、
そ
の
社
會
化
を
將
來
社
會
構
成
の
第
一
の
前
提
と
.な
す
。 

私
有
財
產
と
ば
彼
に
と
つ
て
は
本
質
的
に
土
地
財
產
と
同
義
で
あ
.る
。
.
.理
想
社
會
に
於
る
農
業
的
生
産
に
對.し
、
彼
が
別
段
の
關
心
を 

拂
.へ
る
は
實
に
か
V
る
•
情
に
論
く
。

■
啓
蒙
期
社
#'
主
義
の
最
高
原
理
た
る
平
等
と
共
同
と
，は
將
來
社
會
に
於
る
物
質
的
生
活
の
樣
式
に
於
る
畫
一
性
を
條
件
付
け
る
。
モ 

V
リ
ィ
が
禁
奢
法
な
る‘名
：の
下
に
未
來
社.#
.の
衣
食
の
様
式
を
規
定
せ
る
事
は
能
く.こ
の
間
の
«
息
を
語
る
も
の
で
あ
る
。
右
法
に
ょ 

れ
ば
十
才
乃
至
三
十
才
の
靑
毕
は
そ0 -
職
業
の
如
何
を
間
は
ず
、
皆.

V
,

同

一

：
材

料

：の

'衣
服
を
養
用
す
る
？
各
人
の
勞
働
服
及
式
服
は
何 

れ
も
質
素
且
便
利
を
旨
と
し
、
決
し
て̂
飾
の
風
が
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
。.H十
才
に
«
し
.て
始
め
て
、.各
自
の
衣
服
は
華
美
浪
費
に
、
 

流
れ
ざ
名
眼
り
各
自
の
隨
意
と
せ
ら
る
、

(

9〕

？ 

：
：
'
v;
:

.

'

'

•

■

新
社
會
P
政
治
一
般
に
關
し
て
は

『

政
.府
形
：«
に
關
す
る
法
律』

^
.び
'『

政
府
の
行
政
.
.^
關
す
.石
法
雜』

Q

中
に
■稍
^
詳
細
に
述
べ
. 

ら
れ
て
：.ゐ
る
？

,

:

■

:
,

\
新
^-
會
の
政
治
形
：態
は
乇
レ
リ
ィ
自
身
の
言
を
借
り
て
言
へ
ば

『
一

切
の
壓
制
的
支
配.を
防
遏
す
る』

.
こ
^
を
眼
目
と
し
て
仕
組
ま 

れ
、

明

白

な

•る
■地
方
分
權
に
i
つ
て
#
徵
付
げ
ら
れ
る
。
家
父
又
は
家
長
は
五
十
才
に
達
す
れ
ば
元
老
院
議
員
と
な
つ
國
法
の

.意
，
 

思
汇
基
ぎ
政
事
を
審
議
决
議
ず
る
の
：賺

を

得

る

。
.元
老
院
は
國
法
0
保
管
人
で
あ
る
？
他
方
、：

)

五
十
才
未
滿
の
家
長
は
別
に
評
議
會‘ 

令

レ

自

然

法

典

』

，ミ
其
思
想
的
背
景

. 

S
,
九

C
I
A
l
s

)

，



,

一

レ

ネ4
自

然

麗

时

羃
.

:
5
.
0
 

.

な

る

も

のl
細

織

し ̂

:各
職

業

關

係

の
.事

項
^
つ
：
き
ー
兀
：

^
院
.
0
:
諮

間

於#
:申
ず
.る
.0
^
^
.の
^
長
.は
；
各

家

長
0
;中
ょ

众

、.-B
市
の
：
首

長

は

翕

族<o
管

長

の

中

ょ

り
:-
-
.
'
舞

も

議

の

：
方

娶

搏

ひ

爾

臚

»
黑

_

ら

な

*1
0
首

長

_

都

市

が

順

骄

唇

該

都

市
 

所
屬
办
部
族
首
^
の
电
ょ
り
任
命
文
る
で
而
し
弋
猶
家
ぎ
兀
舊
州
養^-
零
誠
赞
祀
蕃
さ
れ
作
任
期
は
部
族
首
長
は
終*
, 

..都
市
首
長
、̂

首
長
共
に
一
年
、
國
家
の
元
首
は
終
身
と
亡
ら
る
、
。

て

.

元
老
院
は
^
級
下
級
に
分
れ
-
土
級
は
國
家
最
高
满
老
院
沭
奠
其
老
院
«

虑s:€
.
r:f
.?
-
d
e 

l
a
'
:
N
I
P

 

1

^

.

1

0
と 

い
ひ
.
下
級
元
老
院
は
都.布
冗
老
院
又
は
特
別
元
老
院

(

^
1
1
3
^
{
 ̂

c
s
, 

s6nat p
a

-aCUIier)

と

い

ふ

。

國

家

最

高

元

老

^

は
各
都 

市
.兀
老
院
|
.任
命

せ

.ら

れ

た

ニ

名

以

上

(0
代
議
員
.ょ
ヴ
構
成
さ
れ
今
各
都
市̂
^

翻
®
題
院
又
卷
别
冗
若
院
は
旣
に
述
べ
た
如
く
五
十
才
に
達
.矣

.家
長

を

以

：て

鞲

成

さ

れ

^

除
.の
..謙
並
に
命
令
が
途
憲
で
な
い
が
否
か■

蜜
し
、
そ
の
全
部
又
は
：
.
5
.を
承
認
し
::
>
,却
¥
す
石
0
最
蹇
老
院
の
裁
決
.は
下
級 

一
フ
索
院
の
同
意
.の
後
に
法
律
の
効
用
を
有
っ
に
至
るQ
都
市
一
兀
老
院
は
最
高
一
兀
老
院
に
從
屬
し
，
之

と

共

に

國

法

0
權

威

に

從

屬

せ

る 

一
切
の
政
治
的
權
威
を
有
す
る
，
。

即

ち

法

の

明

文

に

ょ

っ

て

認

め

ら

れ

た

る

一

切

Q

事
項
を
斷
乎
と
し
て命
令
し
、
單
に

|

般
的
辭
句 

，に
於V

表
明
，せ^
れ
て
ゐ
る
に
.す
#
な
い
國
法
.の
諸
規
定
を
政
治
の
實
際§

〖

.て
：敷

.衍

し

，
適
：用

す

る

.の
權
能
を
有
 ̂

.上
級
下
級
別
に
照
應
し
て
ゝ
評
議
會
に
も
國
家
最
高
評
議
會
^
都
帘
評
議
會
と
に
分̂

れ

る

^
^
都

市

評

議

會

は

旣

に

述

ぺ

於

如

く

未

だ

飞 

議

員

平

齡
I

せ
.ざ
る
家
長
に
ょ
っ
て
鞲
成
さ
れ
、
國
家I

評
議
會
は
：最

高

蓮

1

れ

た

代

寶
.

1構
成
名
れ
る
o
右
1

會
.は
上
級
.下
級
孰
れ
.も
.各
職
業
技
術
關
係0
事
項
に
就
て
ー
兀
老
院0
諮
間
に
.答
^

行

政
擔
當
者
た
る
各
馀
長
は■總
て
元
老
院
の
.決
議
に
從
び
、
之
を
執
行
す
る
。
國
家
最
高0行
政
’檐
當
者
た
る
の
办#
も

亦

同

樣

、
最
高
ー 

一
兀
考
院
の
命
令
の
下
に
、
國
法
及
之
に
關#,
あ
る
決
議
を
.遵
守
し
、
諸
般
の
經̂

關
係
の
«;
高
の
指
瑯
者
た
り
、
、總
監#
者
と
な
る
。
.■
' 

要
す
る
に
新
社
會
の
政
治
組
織
は
最
も
民
主
的
な
る
共
和
制
と
言
へ
.る
’
治
世
心
標
語
は
+
理
牲
が
欲
じ
、
法
が
命
ず.る
.

』

clo
-
v
bい

ふ
'

事
で
：あ
パ
る0 ;

.〕

. 

. 

.

.
-
入 

‘ 

-
• 

.
.
.

 

. 

_

:

:■

r
社
#
の
維
持
並
に.强
化
の
.た

め

に

は

當

該

此

會

の

構

成

原

现

に

，
適

_
す
る
人
性
陶
冶
を
不
可
缺
の
條
件
と
す
る。.
此
.意
味
に
於
て

古
來rl

1
ト
ビ
.ス
ト
に
し
て
將
來
社
會
に
於
み’敎
育
.の
倉
耍
性
を
强
調
せ
ざ
るt
の
は
な
い
。
モ
レ
リ
ィ
又
然
り
で
あ
る
。
彼
の

f
敎

育
に
關
す
る
法
律』

は
彼
自
ら
.W
へ
各
所
に
;̂

れ
ば『

子
史
に
.對
す
：る
兩
親
o;
盲
目
的
寬
大
の
結
果
を.防
止
す
る』

り
と
と
を
.そ
の
眼
目
と

叱
る
も
の
で
あ
を
. 0

,と
の
.法
規
に
ょ
れ
ば
、
母.た
る
V
の
ば
健
康
に
支
障
な
き
限
か
、
自.ら
喻
乳
：の.義
務
が
^.
-り
、
疾
病
の
證
明
な
き

腿
り
、.'
 

こ
の
義
務
を
免
.か
.る
\
瀋
は
出
來
な
v>
o
總
て
兒
童
は
^v

に
達
す
.れ
ば
、
之
を
集
結
し

)

て
、•.男
女
別
> 

に
，所
定
の
住
所.に
收

容
し
、
，
そ
の
衣
食
ノ
初
等
敗
育
何
れ
も

1

兀
老
院
.の
，規

定

に

準

じ
.、
鼙
一〖

と
し
何
等
め
差
別
を
設
け
ず-..
家
族
.の
.父
母
は」

定
.數
、
交
代
，

に
て
部
族
首
長
0
監
瞥
の
下
に
各
五
日
間
、
是
等
收
，容
兒
童
の
世
話
に
當
る
.0'.
彼
等
.に
節
制
^

む
o'.
理
性
の
：發
育
に
從
ひ
、
祖
國
の.法
棣
を
敎
へ
曾
長
並
に
瓯
親
：へ.の'尊
敬
を
敦
へ
'、
同
志
に
»;
す
.る
親
切
是

齡
に
逾
合
す
る
：̂
事
と
身
體
CP
發
育
を
胁
勝
ず
る
意
戯
を
授
ぐ
タ
十
才
に
達
す
れ
ば
共
同
住
居
か
ら
ブ
K
ブ
エ
に
移
さ
れ
•て
、
各
自
9

♦

性
向
能
カ
に
適
合
す
る
技
術
上.の
.修
練
犮
'道
德
敎
育
を
受
ぐ
る̂

「

と
.の
道
德
敎
育
.ぬ
藝
馬
に
巍

と
を
眼
良
と
し
*€
行
は
れ
る
。
+:
五
、
.六
ぞ
に
達
す
れ
ば
：-#
.び
前
の
共
同
住
居
に
還
り
、
此
處
ょ
り
、
所
定
時
間
に
ァ
ト
リ
エ
に
通
勤 

モ
レ
ル
ィ『

自
'然
法
#

』
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興
思
想
版
背
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15:
!

.c
l/v
-
5:
c 

し
、#
才
(/
•
>
鬚

艱

学

齡
fo
:
,

s
鲁

Q'
の
職
#
ぬ
.擀
進
す
.る
。 

:

ベ(

璉
性
の
®

*

*以
>

^

&說
育
0
必
#

&坐
ず
る
が
，
此
場
合
兒*
に
對
し
瞹
味
な
ー
る
神

0
_念
を
與
ぺ
、
叉
空
虛
汝

る
®！

龜
 

,

を
以
て
神
：の
本1
1
說̂

明

す

を

が

細

き

：は

膝

に

«-
む「

べ
§.
:
。
と

セ|>
;
っ
で
、
社

會

性
0
_情
こ
“そ
は
神
の
意
思
の
唯
：

1

の
'宣
託
で
あ
り
、 

.之
を
遵
泰
ず
る
；事
が
神
の'本
質
を
现
舉
^
脱
以
负
あ
へ
る
皆
於
敦
へ
な
け
れ
ば
が
ら
ぬ
デ
來
ゆ
ヤ
レ
わ
ィ
の
理
離
が
窺
は

^

.總
て
、
敎
訓
、
格
言
、
及
徵
德
时
省
齋
は
紙
歌
の-1
.甚
礎
.歡」

が
ら
^
8
.せ
-̂

れ
、
#
1>
-
て

常

に

敗

會

の

結

合

と

愛

賢

虫

眼

と

し 

名

の

で

f

，
社
#;
'
各
員
に
.鈥
す
る
訓
戒
、
鞭I

f

は

常

異
^

f

i

)

モ
レ
リ
：ィ
0 .

敎
育
案
ほ

.

ル
ッ
ゾ
：丨
が『

キ
ミ
ー
ル』

に
於
て
展
巧

_

た
根
本
觀̂

1

督
が
：

0

:

:

母
に
，よ
る
子
か
の
哺
乳
、
理
神
論
、
迷 

信
の

.

打
破——

是
等
は

.f

自
然
张
典

』

か

出

版

五

年

後

分

刊

せ

ら

一

線

「

エ<

!

ル」

の

總

系

の

菽
« ;

を̂

^ -

も

の

で

あ

る

(
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。

へ
理
想
社
會
に
於
け
各
學
術
硏
究
を
規
定
し
た
る
丧
律
ば幻̂
麗
神
の
：畫

と

—*
.亂
<0
舶
驗
的
幻
想
と
の
發
坐
を
阻
也
す
る

』

事
を

そ
の
精
神
と
す
.る
0
換
言
す
れ
.ば
嚴
格
な
.る
合

理
.4
:
義
：の
お
に
立
：て
る
も.の
で
^ ;
る
9
.
:
.

.

. 

. 

' 

•
.
.
.
. 

,

.

.

.

.
'
.

■
擧
問
及
藝
術
の
硏
究
に
從
事
す
る
も
の.は
，
.肉
體
力
よ
り
も
聰
明.、
勤
勉
、
才
能
.を
有
す
る
者
を
限
り
、
そ0
數
は
各
都
市
に
よ
り
、 

各
硏
究
部
門
に
つ
い
て
一
觉
と
し
平
期
よ
り
、
之
を
訓
育
す
る
。：
併
し
乍
ら
、
之
が
た
め
に
農
業
勞
働
義
務
の
.免
除
を
受
け
る
が
如
き 

こ
と
は
な
い
9
一
 
般

の
入
11
|

1

は
卅
ネ
に
達
す
_る
に
非
ざ
れ
ば
、
峯
問_
術
に
沒
頭
す
る
事
は
で
き
な
い
。
新
社
會
に
於
て
^ ,

理
論
的
、 

.纂

的

、
形
而
上
擧
的
研
究
は
著
し
く
限
曼
ら
れ
、
社
會
に
蓄
な
る
技
^'
の

囊

_

幽
然Q

鰲

Q

探
究
を
目
的
と
す
る
經
驗 

.科
學
の
硏
究
に
對
し
て
は
人
間
精
神
の
溆
智
及
び
聰
哪
を
充
分
に
發
輝
す
る
の
完
全
な
る
自
由
が
與
へ
ら
れ
る

C13〕

。
理
論
的
認
識
は

そ
れ
が
人
開
0
實
膨
的
坐
活
態
に
奉
仕
す
る
眼
り
に
於
て
の
み
價
値
を
有
つ
と
せ
ら
..る
、
。
か
、
る
べ
ィ
コ
ン
流
の
見
地
か
ら
初
め 

て
、
モ
レ
リ
ィ
.の
自
然
科
學
偏
重
の
事
實
抓
解
明
さ
れ
か0
ー
方
に
於
て
一
切
の
形
而
七
學’に
對
す
る
不
信
用
と
他
方
に
於
て
、
自
然

，科
學
と
技
術
に
對
す
る
樂
觀
的
過
重
と
は
十
八
世
紀
に
於
け
る
人
本
的
功
利
主

_
及
經
驗
•王
_
の
も
た
ら
し
た
結
梁
で
あ
る。
' 

.

■、
 

，. 

- 

' 

■ 

- 

■

新
社
會
に
於
け
る
犯
罪
は
如
何
な
名
制
裁
を
受
け
る
か
。

.
モ
レ
リ
ィ
は
將
來
社
會
，に
於
て
は
犯
罪
は
減
少
す
る
も
決
し
て
絕
無
と
な 

へ
る
と
は
看
做
さ
ず
、
從

て

『

溫
和
旦
.つ
有
効
な
る
刑
法』

を
以
て
之
に
臨
奁
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
考
へ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
地
位
、
階

^•
.の
別
な
く
他
人
の
坐
命
を
奪
ひ
、
陰
謀
に
よ
つ'て
甚
礎
法
の
撤
廢
を
企.て
、
私
有
財
産
を
導
入•せ
ん
と
す
る
者
は
.總
て
人
類
の
敵
と

.
 

.
 

.
 

.

し
て
終
身
懲
役
に
處
せ
ら
れ
、
.そ
の
氏
名
は
直
ち
に
戶
籍
簿
よ
り
妹
毅
せ
ら

.る
。
之
等
の
犯
人
の
た
め
に
仲
裁
の
勞
を
執
る
者
、
元
老
、 

首
長
、
家
父
兩
親
に
對
し
、
尊
敬
と
柔
順
を
欠
く
者
、
同
僚
^
暴
言
暴
行
を
加
へ
た
る
者I

之
等
の
.者
は

何

.れ

も

一

定

期

間

の

懲

役 

に
處
せ
ら
る
。
最
高1

兀
老
院
は
取
の
輕
重
に
應
じ
て
此
期
間
を
決
定
す
る
.0
凡
て
1度
法
# ;
に
よ
つ
て
課
せ
ら
れ
た
る
刑
罰
は
敗
免、
' 

減
刑
等
を
受
く
る
こ
と
無
し

(

14)

0 

.

'
性
的
％
活
は
如
何o f

婚
姻
法』

は
先
づ
結
婚
强
制
を
規
定
し
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
總
て
市
民
は
結
婚
適
齡
に
達
す
れ
ば
健 

康
に
支
障
な
き
限
り
、
結
婚
の
義
務
を
有
す
し
、
獨
#;
ば
四
十
歲
後
に
非
ざ
れ
ば
許
さ
れ
ぬ
。
初
婚
は
十
年
後
に
非
ざ
れ
ば
離
婚
を
な 

ず
事
が
出
來
な
い
。
離
婚
者
は
自
己
並
離
肌
し
た
る
者
よ
り
年
*-
き
者
と
#
婚
す
み
事
は
許
さ
れ
な
い
。
但
し
夫
若
く
は
妻
に
死
別
し 

'た
る
も
の
は
此
の.限
り
に
非
ず
。
ニ
ニ
囘
目
の
結
婚

(

は
禁
Jh
せ
ら
る
、

-:
'

，以
上
は
モ
レ
リ
ィ
の
聊
謂'

『

自
然
の
意
圖
に
合
致
す
る

1

所
の
理
想
社
會
の■
圖
を
略
述
し
た
も0
で
あ
る
。.

パ

モレリ

4:
自
然
法
典』

蒸

思

想

的

背

景

,

•

..

.
is :
一
 I 

cj,

八
三
'七)



モ
レ
リ
ィ
1?&,
然
洗
典』

今
其
思
想
的
背
景'.
一：四

四

：

(

r
A一
 一

マ
：

>

,然
6>
;
.ば
斯
る
社
會
は
如
何
に
し
：て
實
親
せ.ら
る
X
や
。
之
に
關
し
モ
レ
リ
ィ
ぬ
做
等
述
べ
：る
所
が
な
い

。
：

^
し
、
彼
は
當
#
斯る

社 

會
の
實
現
を
以
•て
、
全
く
不
可
能
の
事
に
屬
し
、.自
ら
人
^.Q

改
造
に
着
步
す
る
程
無
謀
で
は
な
い
と
述
べ
て
ゐ
る

c

以
爲
ら
く
、『

% 

る
共
和
國
を
形
成
す
る
こ
と
が
今
日
、
不
可
能
に
均
レ
い
と
^
ふ
事
は
遺
憾
^-
ら
命
り
ぬ
も
眞
實
で
ある

o
予
は
人
領
の
改
造
を
ヒ
て 

る
程

無

鐵

.砲

で

は

か

い

。
.併
し
眞
理
を
恐
る
ふ
人
々
の.喧
聲
に
.懸
念
す
る
事
なく 

>
寘
理
を
，表
明
す
2>
の
男
氣
は
：充
分
に
株
ち
へ
ロ
せ
て

.

ゐ
る
も
の
で
あ
る

』

C18〕

と
.？

：
 

. 

; 

•
..
.

. 

.

.

.

.

.

.

.

趣
.想
社
會
は
モ
レ
.リ
ィ
に
i
つ
て
は
遂
に
腦
裡
に
終
始
し
た
思
辨
的_
成
物
と
し
て
止
ま
つ
た
。
こ
の
故
を
以
て
直
ち
に
彼
を
單
な 

る
觀
念
主
_
笤
と
看
る
の
は
早
計
で
あ
る9
言
.ふ
迄
も
無
く
彼
は
決
し
て
新
社
會
の
實
現
に'着
歩
.す
る

事

を

自

ら

好

ま

な

か

.
つ
た
の
で 

は
な
い
P
否
、
そ
の
好
惡
に
か
、
は
ら
ず
斯
る
社
會
の
實
現
を
當
時.全
く
不
可
能
事
と
考
ペ
た
が
故
'に
又
そ
の
實
現
の
企
圖
盡
1
な 

り
と
思
惟
し
，た
の.で
あ
る
0
實
踐
囘
避
の
觀
念
論
者
で
あ‘る
ど
：と
ろ
か
寧
ろ
却
て
現
實
主
義
者
で
あ
る
と
言
ふ
べ
き
で
あ
る
0
彼
が
f 

現
方
法
に
關
し
て『

自
然
法
の
上
に
據
て
政
治
及
道
德
の
欠
陷
を
改
善
せ
'ょ
。
こ
れ
に
成
功
す
る
に
は
先
づ
眞
正
の
聖
賢
に
對
し
、
私 

有
財
産
の
精
神
を
支
持
す
る
所
の
：誤
謬
と
偏
見
と
を
攻
■
す
る
充
分
の
；自
由
を
興
へ
ね
ば
な
ら•ぬ
。
こ
の
怪
物
に
し
て
倒
^
,
な
ば
觅
に 

敎
育
に
.ょ
つ
て
此
立
派
.な
る
改
f

强
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

』

，8

と
い
ふ
單
な
る
抽
象
的
言
辭
に
止
ま
り
、
何
等
積
極
的
具
體
的 

方
法
を
述
べ
ず
、
又

『

自
然
の
意
圖
に
合
致
す
る..立
法
の
模
型』
^
ば
主
題
と
し
て
で
は
な
く
單
な
る

：
hors-

R;o
e
u
v

.He
"

 

(

17)

と
し
' 

て
提
承
せ
し
に
す
ぎ
ず
と
曾
つ.て
ゐ
る
の
は
孰
瓜
も-
か
、
る
意
味
に
解
す
べ
き
で
あ'ら
ラ
0
:

■

養

主

義

：s

f
が
故y'

モ
シ
y
イ
雙
よ
く
社
#*
;
進
化
の
理
课
を
解
し
て
ゐ
た0
.
,
.
縱
令
現
實
社
會
は
體
且
つ
不
正.な
り
と
も
自
；

ら
將
來
社
會
ヘ
の
發
達
階
禅
と
し
て.一
偭
の
歷
史
的
意
義
を
有
つ
。
如
何
に
望
ま
し
く
と
も
新
社
會
は
決
し
て
虛
空
の
一
躍
に
よ
つ
て 

到
達
し
得
ら
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
必
ず
や
久
し
き
に
甘

 1

る
成
長
と
進
化
を
必
要
と
す
る
。
歷
史
は
素
朴
な
る
原
始
狀
態
よ
り
自
然 

法
に
恶
く
共
同
社#
の
意
識
的
稱
成
に
至
る
不
斷
の
成
長
過
程
で
あ
る
。
至
高
の
理
想
を
表
明
し
、
自
然
法
の
意
識
的
認
識
に
栽
く
共 

同
社
會
ベ
の
栘
行
は
唯
、
迂
囘
的.に
、

一
切
の
可
能
な
る
社
會
形
態
の
誤
謬
を
經
て
始
め
て
，、
成
就
：せ
ら
れ
る

O

玆
に
各
時
代
の
社
會 

が
歷
史
進
化
.の
上
に
有
つ
そ
れ
ぞ
れ
意_
が
あ
る
。

モ
レ
リ
ィ
謂
へ
ら
く
、
自
然
に
於
て
も
、
技
術
に
於
て
も
肉
體
に
於
て
も
、
知
識 

に
於
て
も
'
更
に
知
識
に
於
て
も*
總
て
は
‘
事
物
に
一
定
の
完
成
點
が
あ
り
、
人
間
は
順
次
之
に
向
て
上
昇
し
て
行
く
も
の
で
あ
る 

こ
と
を
證
ず
る
。
自
然
法
は
縱
令
そ
の
勢
カ
と
穩
和
と
に
不
拘
、

一
擧
に
し
て
人
類
の
上
に
全
勢
力
を
有
っ
こ
と
は
出
來
ぬ
。
謝
國
民 

は
先
づ
、
最
善
の
社#
を
明
白
に
理
會
す
る
前
に1
般
に
砘
會
の
有
用
な
る.事
.を
感
知
す
る
0
''
人

間

の

理

性

が

結

局

自

然

狀

態

ほ

ど

幸 

福
な
る
も
の
は
な
い
事
を
知
る•€
>
は
唯
、
道
德
的
誤
謬
の
多
苹
の
結
果
と
幾
多

Q.

經
驗
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
人
類
の
間
に
売
全
な
る
社 

會
性
が
支
酣
す
る
を
俟
て
始
め
て
實
現
ず
る
か
の
黃
命
時
代
の
思
想
は
殆
ん
ど
總
て

0
國
玲
が
持
つ
て
ゐ
た
し
又
持
つ
て
ゐ
る
。
：
： 

か
、
る
自
然
.狀
態
は
崩
鐵
し
、
か
く
て
野
蠻
、
强.奪
の
不
幸
な
る
時
代
が
出
現
し
た
。
，是
等
の
不̂
に
際
#
し
て
人
類
は
始
め
て
原
始 

狀
態
の
價
値
を
識
る'0
そ
こ
で
人
類
は
か1
る
狀
態
に
接
近
す
る̂

め
に
法
を
制
定
す
る0
し
か
し
是
等
の
法
は
久
し
く
不
完
全
極
ま 

f
 Q

で
.あ
る
が
纖
て
稍//

欠
點
少
な
き
他Q

法

に

代

；
へ

ら

れ

ノ

更

に

そ

れ

は

.又

稍

そ

完

全

な

る

も

の

.に
代
.へ
ら
れ
、
か
く
次
第
に
改 

薺
を
加
へ
：ら
れ
行
く
中
に
、.遂
に
淨
化
せ
ら
れ
し
理
性
は
、
最
早
自
然
の.敎
訓
|:
'
-誤
認
す
る
が
如
き
事
無
く
、
球
に
自
然
の
大
法
は
把
. 

握
せ
.ら
る
、
に
至
る
.。
か
、
る
幸
福
な
る
時
代
に
到
達
す
れ
ば
人
類
は
一
切
の
善
性
-と
道
德
的
完
成
と
を

見
出
す
。

神
が
人
類
を
か
、 

モ
レ
U
ィ『

自
然
法
典』

V々
.其
.思
想
的
背
景
. 

一
因
五
，

a
A
'
s
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る
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態

に

導

く
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X 

る
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に
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0
:
.
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で

あ

.る
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-
V 

• 

' 

•

:
パ
：

g

の

進

化

思

想

は

，モ

.レ
リ
ィ
を.し
そ
•—
•方
に
於
て
：ル
ッ
ソI
の
：悲
觀
論
と
：截
然
對
立
：せ
；し
め
他
方
に
於
て
ゴ
ト
ゥ
ィ
ン
及
コ
ン
デ
ル 

セ
ィ
.と
同

軌

に

立

：た

し

む

る

巧

.モ
レ

リ

ィ0
歷

史

赞

學

は

啓

蒙

斯

の

合

理

主

義

並

：：

.に
樂
觀
主
義
士
密
接
に
結
合
し
て.ゐ
る
.も
.の
で
あ
つ 

て
、
十
八
世
紀
<0
所
謂
排
歷
史
態
的
度
を
決
し.て
否
定
す
る
も
の
で
は
な.い
。
，:'
:
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.『

自
然
法
典』

の
社
會
主
義
的
原
理
た
る
私
有
財
產
の
社
會
化
、

一
般
的
勞

働

義
務
、
生
產
と分
配

の

合

理

的
統

制

、

公

共

的

—

 

平
等
の
敎
育
、
及
び
敎
育
的
功
.利
主
義
は
孰
れ
も
多
か
れ
少
な
か
れ
近
代
社
會
主
義
の
中
に

這

、入
て
、
其
不
可
欠
的
要
素
と
な
つ
た
。
. 

7
に
反
し
て
、
彼
が
社
會
主
義
の.哲
學
的
蕋
礎
.た
る
合
理
主
義
*
感
覺
主
義
、.幸
福
.主
義
、
.目
的
論
的——

機
械
論
的
世
界
觀
、
自
然 

法
は
近
代
科
學
的
社
會
主
義
に
於
て
は
、
最
早
や
前
述
の
社
會
主
義
的
諸
原
則
と
同
様
の
地
位
を
與
へ
ら
れ
ず
、

,
社
會
の
經
濟
學
的
分 

.祈
及
批
刺
に
よ
つ‘て
殆
ど
置
t
代
へ
ら
れ
た
と
■は
言
へ
、
尙
ほ
現
代
に
於
け.る
社
#
主
.義
的
世
#
觀
の
'« '
-

成
に
..と
0
て
決
し
：
て
無
カ
と 

.

は
言
ひ
雜
い
;0
.マ
ル
.ク
シ
ズ
ム
が
其
の
嚴
疋
に
し
て
ノ
客
觀
的
な
る
酿
濟
學
.的
批
判
敗
^
分
析
の
^
に
尙
.
>
:
;
自
然
法
的
ィ
道
1

、
感 

覺
論
的
要
素
を
具
有
す
る
の
事
實
は
何
人
も
否
萣
し
難
き
所
で
ぁ
^
ぅ
？

：
：
.

モ
レ
丨
ィ
.

『

自
然
法
典』

^
其
.脱
想
的
^
5
' 

一
 

•
七
，

(

マ
四
一〕
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レ
リ
ィ
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法
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興
思
想
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背
鱟 

.1

四
八
.

(

一
八
.? :
1)

':
',4〔

レ
リ
彳
は
十
八
世
紀
の.十
ド
ビ
ザ
社
#
主
義
の
典
型
的
代
表
者
で
あ
る
。
ジ
ャ
ン•
メ
リH

の
無
神
論
的
な
る
に
對
し
て
は
マ
ブ 

リ
イ
ど
共
に
理
神
論
の
立
場
に
立
ち
、、
マ
.ブ
リ
イ
の
禁
慾
主
義
的
道
爾
主
義
的
な
身
ぬ
鄙
レ
て
ぼ
快
樂
主
義
的
で
あ
る
。
モ
レ
リ
ィ
に 

は
メ
リ
エ
の
織
.烈
な
る
社
會
改
造
の
實
踐
：

S

情
熱
と
マ
，ブ
9;
イ
の
泠
徹
に
し
.て
撕
現
實
な
る
社#:
改
良
の
真
體
的
方
策
が
な'い
。
マ
ブ 

す
イ
が
社
會
主
義
の
哲
學
的
前
提
は'̂
レ
リ
イ
と
同
巧
異
曲
で
あ
る
：が
：マ
プ
リ
イ
；に
は
モ
、レ

リ
イ
に
於
げる
が
如
き
將
來
社
會
の
仔
細 

な
る
描
述
が
な
い
。.'唯
、

」

.古
代
ス
•ハ
ル
ダ
へ
の
復
古
的
憧
憬
の
み
。

『

自
然
に
歸
れ』

と
唱
ふ
る
ル
ッ
ソ1
の
復
古
主
義
的
、
悲
觀
論
的'

な
る
に
對
し
モ
1/
リ
イ
は
進
化
發
展
的
で
あ
り
樂
觀
主
義
的
で
あ
る
。
.
理
想
.は
過
去
の
裡
に
は
な
く
、
現
實
社
會
の
發
展
の
軌
上
に
横

は
る
。
.--
 

.

.

.

'■
.
 
”
 

'.
 
i 
:

,

r

モ
レ
リ
イ
は
後
佌
の
社
會
主
義
史
上
に
多
く
の
感
化
を
與
へ
た
。
先
づ
擧
ぐ
べ
き
も
の
は

「

平
等
翁
陰
謀」

の
組
織
者
で
あ
り
、
政
治 

的
社
會
主
義
0
創
始
者
と
も
言
ふ
べ
き.パ
ブ
ー
フ
で
あ
.る
。
バ
ブ
ー
フ
は1陰
謀」

に
敗
れ
、

一
七
九
七
年
ヴ
ァ
ン
ド
ー
ム
高
等
法
院
の 

法

廷

に

於

け

る

：
一

.般
的
辯
_
の
中
に
自
己
の
思
想
的
根
源
を
明
か
に
し
て

『
「

平
等
者
宣
言
/
1
ハ
ブ
1
フ
敎
義
分
析」

、「

護
員
，胄」

は
菇 

等
三
人
の
哲
學
者
、
三
人
の
立
法
者

C

モ
レ
リ
イ
、
マ
ブ
リ
イ
、
ル
ッ
ソ
ー

)

0

^

M
e
n

 a
d
o
u
d
e
s
=

に
す
ぎ
な
い』

と 

言
办
、贺
に『

立
法
家
が
人
權
.の
眞
1£
の
菽
礎
を
硏
究
す
る
た
め
に
參
照
す
べ
き
は
常
に
自
然
の
最
初
の
法
則
で
あ
る

0
彼
等
に
し
て
誠 

實
な
ら
ば
、
是
等
の
法
則̂
忠
實
に
遵
奉
せ
ん
と
す
る
。
モ
レ
リ
イC
1

)

は
そ
の
最
良
の
解
說
者
の
一
人
で
あ
つ
た
。
：
：
檢
事
の
理

由
書
は
是
等
所
_
擒
謀
者
に
適
用
せ
ら
る
、
も
：の
で
は
な
く
寧
ろ

『
自
然
法
典』

の
著
作
者
に
對
し
て
適
用
せ
ら
る
ベ
き
も
の
で
あ
る
。

■ 

. 

.. 

■

檢
事
諸
君
の
眼
に
は
モ
レ
リ
イ
こ
そ
全
陰
謀
者
の
最
高
の
首
魁
と
し
て
映
ず
べ
き
普
で
あ
る

j

9〕

と
述
べ
て
，

「

自
然
法
典」

か
ら
多

數

の

章

句

を

引

用

し

て

ゐ

.
る

;0
モ
レ
リ
イ
に

對
す
る
興
味
と
傾
倒
の
深
さ
が
推
知
せ
ら
る
\
。

一
 
七
九
五
¥
の

「

パ
ブ
ー
フ
の
听
謂
平

.等
者
陰
謀」

は
何
を
意
味
す
る.か
。
パ
ブ
ー
フ
及
バ
ブ
ー
フ
主
義
者
が
之
に
よ
っ
て
意
圖
せ
し
所
は
，
或
る
意
味
に
於
て
モ
レ
リ
イ
が

「

自
激
法
典」

に
於
て
描
い
た『

自
然
の
意
圖
に
合
致
せ
る
立
法
の
模
型

』

の
實
行
に
移
す
事
で
あ
っ
た
。
併
し
乍
ら
此
事
實
を
以
て

.直
ち
に
兩
者
の
體
系
を
同

】

視
せ
ん
と
す
る
な
ら
ば
そ
は
正
し
く
輕
擧
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
パ
ブ
ー
フ
は
モ
レ
リ
イ
に
よ
る
社
會
主

_
の

黨

的

、
道
德
的
義
付
け
を
殆
ど
全
體
的
に
踏
襲
し
っ
、
も
、
決
し
て
之

Q

み
に
甘
ん
ず
る
事
無
く
更
に
政
治
的
、
經
濟
的
基

礎
付
け
を
與
ふ
る
事
に
よ
っ
て
自
家
獨
自
の
體
系.を
構
成
す
る
に
至
っ
た
。
'、ハ
ブ
ー
フ
に
と
っ
て
社
會
主
義
は
最
早
や
觀
念
領
域
に
跼

蹐
す
る
理
想
で
ば
な
く
、
大
衆
の
生
活
耍
求
と
し
て
、
實
現
せ
ら
る
べ
き
理
想
と
な
っ
た
。
パ
.ブ
ー
フ
に
よ
つ
て
社
會
主
義
は
經
濟
的

迤
礎
付
け
を
得
た
。
こ
れ
の
み
で
は
な
い
。
社
會
主
義
實
現
の
先
決
條
件
と
し
て
政
權
獲
得
の
不
可
缺
性
が
彼
に
よ
っ
て
始
め
て
喝
破

せ
ら
れ
た
9
故
に
社
會
主
義
は
政
治
的
と
な
っ
た
の
で
あ
，̂
、
彼
が
社
會
主
義
史
上
、
政
治
的
社
會
主
義
の
嚆
矢
と
稱
せ
ら
れ
る
所
以 

で
あ
る
。

へ
 

.
.

 

:

モ
レ
リ
イ
の
名
と
共
に
屢
ミ
則
照
せ
ら.る
、
は
第
十
九
世
紀
の
社
會
主
義
的天
才
、

y

ャ
ル
ル
•
フ
㈠
リ
エ
で
あ
る
。
モ
レ

リ
イ
と
フ 

丨
リ

H

の
思
想
的
關
.聯
は
屢
/
/
.
論
_
の
對
象
と
办
っ
て
ゐ
る';
°
モ
レ
リ
イ
の
フ
ー
リ
エへ
の
影
響
に
關
し
始
め
て
世
人
の
注
意
を
喚
起 

せ
し
人
は
フ
ー
リ
エ
.主
義

者

で

あ

り

、
：
一
八
四
.
一
辦

に

モ

ヤ
及
イ『

自
然
法
典

』

の
.新
版

本

を

^

&

し

龙Villegardelle

で

あ

る

(

3)

0 

モ
レ.リ
イ

は

：
一
八
1ー
ー
〇
弈
代
及
四
〇
年
代
に
新
な
る
世
人
の

_關
心
を
惹
、起
し;̂
:
0前
記
ヴ

イ

ル
ガ
ル
デ
ル
に
よ
る「

自
然
法
典」

の
複 

刻
は
斯 

>る
時
流
に
投
ぜ
し
も
の
で
あ
り
叉
此
勞
に
よ.っ
て
世
人
の
モ
レ
リ
イ
へ.の
關
心
が
更
に
促
進
せ
ら
れ
た
•で
あ
ら
ぅ
事
も
推
察 

モ
レ
リ—

『

自
然
法
典』W

其
思
想
的
背
景 

1

四
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然
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背
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瓦
p
 

(
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\
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*
3 

す
る
に
姻
猶
で
は
な
いO
V併
し
ヴ
氏
が
猶
刻
本:^
解
說
序
文
中
に
言
'へ
る
が
如
く
果
し
て
モ
レ
リ
ィ
'-
0
フ
ー
リ
エ

.

へ
の
，
影

響

大

^

り

し 

や
否
^
此
問
題
は
姑
く
措
く
も
、
兎
に
角
兩
者
の
間
に
思
想
上
、，
靈
厚
相
通
ず
る
も
：の

：
.の
'#
す
る
こ
と
は
事
實
で
あ
る-.
o
ぃ
そ
わ
t
も
_ 

著
な
るj

事
を
擧
ぐ
れ
ば
阑
者
が
共
に
、
物
質
世
界
に
於
け
る
.と
同
様
に
道
德
世
界
に
於
て
も
引
カ
法
則
の
實
在
を
主
張
亡
る
點
で
あ 

る
。
こ
の
ま
想
を
フ1
リ
土
が
果
:^
て
モ
レ
リ
ィ
に
得
た
る
も
の
な
る
や
否
や
は
尙
ほ
多
分
に
究
月
わ
餘
他
を
殘
せ
る
問
題
で
あ
る
。

.
、

(

i
 :

原
文
で
はDiderot

と
な
っ
て
ゐ
る
0
當
時
に
於
て
匿
名
著
然
法
典

」

の
著
者
は
と
推
測
せ
ら
れ
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
る'0

(

2

) 
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M
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d
m
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r
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o
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e
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werlin 1937 

に
於
い
て
表
明
せ
ら
れ
て
ゐ
る
企 

業
の
_經
濟
性
及
收
益
性
許
莫
のM
^:
で
ぁ
る
o今
日
廣
本
主
_
的
企
業
の
利
濶
は
其
の
貸
借
對
照
表
及
び
損
益
表
を
通
し
.て
示
.さ
れ
る
。 

然
し
な
が
ら
こ
の
利
潤
が
果
し
てJE
#
に
國
民
經
濟
的
に
そ
，の
企
業
の
存
相
意
義
を
證
朋
す
る
に
足
る
輕
に
疋
確
に
甘
明
瞭
に
示
さ
れ 

て
b
る
か
と
謂
ふ
に
其
の
然
ら
ざ
る
こ
と̂
だ
し
く
大
な
P
で
ぁ
.る
。
.其
の
.理
由
と
す
る
所
は
、一

、
現
在
の
大
規
模
企
業
に
は
多
大 

q

固
定
流
動
資
產
が
存
在
し
、a
つ
企
'#の

：：

活

動

に

し

て
.本
來
の
.生
産
以
外
の
.領
域
に
於
い
て
行
は
る
、.範
圍
が
增
大
し
、
其
の
統
制 

7>
爲
め
に
す
各
計
箅
制
度
が
甚
だ
し
く
複
雜
に
食
つ
た
こ
..と
、
一
一
、
經
濟
的
諸
變
動
に
對
應
す
る
爲
め
に
採
ら
る
i
諸
種
の
保
證
手
段 

^'
び
に
對
祖
税
政
策
が
屢M

正
當
汝
る
資
產
の
評
價
を
妨
げ^

こ
と
、
三
、
損
益
表
にょ
つ
て
一
般
に
金
業
の
國
民
經
濟
的
意
義
が
決 

定
せ
ら
れ
.て
'ゐ
る
故
.に
® M

「

駿
飾」

：
が
衍
は
れ
る
こ
と
等.で
ぁ
る
0
''
'本
書
は
こ
れ
等
0.
諸

點

を

，十
分
.に

考

慮

し

て

出

來

得

る

限

り

也 

猹
疋
純
粹
な
る
利
潤0
源
泉
計
算
を
行
ひ
以
つ
て
經
營
上
，の
諸
比
較
を
合
理
化
す
る
爲
め
.の
施
式
を
示
し
て
ゐ
る
の
で
ぁ
る
。
解
說
に 

入
る
に
先
党
っ
て
一
言
貸
借
對
照
表i
損
益
表
の
p.
係
を
略
述
し
て
置
き
：た.い
と
思
ふ
。
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